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Ⅰ 対象高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

阿南工業高等専門学校 

（２）所在地 

徳島県阿南市見能林町青木265 

（３）学科等構成 

学 科：機械工学科 

電気電子工学科 

（ただし,５年生のみ電気工学科） 

制御情報工学科 

建設システム工学科 

専攻科：構造設計工学専攻 

電気・制御システム工学専攻 

（４）学生数及び教員数 

（平成17年５月１日現在） 

学生数：学 科 798名 

    専攻科 47名 

教員数： 65名 

学生数                  単位：名 

準学士課程 1年 2年 3年 4年 5年 合計

機械工学科 41 42 41 37 38 199 

電気電子工学科 40 41 44 46 36 207 

制御情報工学科 40 44 38 38 40 200 

建設ｼｽﾃﾑ工学科 42 43 41 31 35 192 

計 163 170 164 152 149 798 

 

専攻科課程 1年 2年 合計 

構造設計工学専攻 15 ９ 24 

電気・制御ｼｽﾃﾑ工学専攻 10 13 23 

計 25 22 47 

 

教員数                  単位：名 

区分 教授 助教授 講師 助手 合計

一般教科 ６ 10 ２ ０ 18 

機械工学科 ６ ６ ０ １ 13 

電気電子工学科 ５ ４ ０ ２ 11 

制御情報工学科 ５ ４ １ ２ 12 

建設ｼｽﾃﾑ工学科 ３ ４ ２ ２ 11 

計 25 28 ５ ７ 65 

２ 特徴 

・沿革 

阿南工業高等専門学校（以下，本校という。）は，昭

和 38 年度に機械工学科及び電気工学科の２学科体制で発

足した。昭和 42 年度に土木工学科を設置し，その後さま

ざまな改組を経て，現在，機械工学科，電気電子工学科，

制御情報工学科，建設システム工学科の４学科体制（以

下，これら４学科を総称して準学士課程若しくは本科と

いう。）で運営している。さらに平成８年度には専攻科

（構造設計工学専攻及び電気・制御システム工学専攻）

を設置した。 

平成 14 年に，本科４，５年次及び専攻科２年間の４年

間にわたる「創造技術システム工学」教育プログラムを

策定した。そして，平成 16 年度には，日本技術者教育認

定機構（ＪＡＢＥＥ）によって，工学(融合複合･新領域)

関連分野において，本校の教育プログラムがＪＡＢＥＥ

認定基準に合致していると認められた。 

 

・理念及び目的の背景 

本校では，高度技術情報文明社会に，一市民として適

応できる能力と，それぞれの専門領域において，実践的

な技術力及び開発応用能力を持つ創造力豊かな専門技術

者を養成するという目的を達成するために，「複合的な

技術開発」を進められる能力及び「もの作り」ができる

能力が重要であると考え，これを本校の学習・教育目標

の最重点項目とした。 

この方針を踏まえた本校カリキュラムの特徴は，①

「もの作り」に不可欠な人間性の涵養を重視しているこ

と，及び②「もの作り」に必要な創造性の啓発のために

実験実習を重視していること，である。 

①の実現のために，本科低学年次から学生に対して人

間性の涵養を重視しつつ，十分な基礎学力を身につけさ

せている。また，継続的に専門技術を学習する習慣も身

につけさせている。一方②の実現のために，本科５年間

で，各専門領域で「もの作り」の基盤となる知識や技術

に関する一貫した教育カリキュラムを構成している。さ

らに専攻科では，各専門領域において，本科の基盤技術

を活かした実践的な「もの作り」を重視しつつ，「複合

的な技術開発」を進められるカリキュラムを設定してい

る。 
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Ⅱ 目的 

 

阿南工業高等専門学校の使命 

１ 教育理念 

本校の校訓「真理・創造・礼節」が教育理念である。すなわち，学生は，将来，有為な技術者として崇高な矜持と

旺盛な責任感を持ち，国家社会のために貢献しうる人物となるため，①真理を愛し，科学的叡智の円満な発達を心掛

ける，②学業に専念するとともに規律を重んじ，礼儀を厳正にする，③勤労に親しみ，強固な意志と頑健な身体を鍛

錬する。以上のような学生を育成することを本校はめざしている。 

より具体的に言えば，本校の教育理念を実現するべく，①「もの作り」に不可欠な人間性の涵養を重視すること

（校訓のうち「礼節」に当たる），及び②「もの作り」に必要な創造性の啓発のために実験実習を重視すること（校

訓のうち「真理・創造」に当たる），という特徴をもったカリキュラムを本校では設定している。そのカリキュラム

の実施を通して，本校では「核となる分野に関する確固たる知識をベースとしてもち，その方法論・実践力を幅広い

工学分野を対象として創造的に活用できる可能性をもったエンジニア」の育成をめざしている。 

 

２ 教育活動等の基本的な方針，教育目標等 

上記の教育理念を実現するための具体的な本校の教育目標は以下の通りである。 

(A) 国際人としての教養を身に付け，人間社会や自然環境に対して責任感及び倫理観を持つ技術者を養成する。 

(B) 社会が要求している問題を見出し，数学・自然科学・情報技術を利用しながら問題解決を計画的に遂行できる技

術者を養成する。 

(C) 日本語で論理的に記述・討論ができ，専門分野において国際的にコミュニケーションがとれ，表現力豊かに口頭

発表ができる技術者を養成する。 

(D) 継続して専門技術や知識を学習する習慣を身に付け，複合的な技術開発を進められる能力を持った技術者を養成

する。 

(E) 「もの作り」を重視し，技術的構想や創造的思考を実現させるためのデザイン能力を有する技術者を養成する。 

 

本校の教育目標を踏んで,準学士課程・専攻科課程ごとに以下の目的を設定している。 

<準学士課程> 

・一般教科 

一般教科は各専門学科の学生が共通に学ぶ科目であり，その学習を通して国際社会人として身につけておくべき教養

とコミュ二ケーションの能力，また技術者として必要な基礎学力を習得し，さらに社会的責任感及び倫理観を持った

学生を養成することを目標としている。 

・機械工学科 

５ヵ年一貫教育を大きな柱に，低学年では基礎学力を養成するとともに，人間性を育て，高学年になるにつれて専門

家としての自覚を有した創造性豊かなエンジニアの育成をめざす。すなわち現在及び将来にわたって変革する機械

技術に対応し，問題解決を遂行できる機械専門基礎能力を身に付けた，人間的にも優れた機械技術者を育てること

を目標とする。 

・電気電子工学科 

低学年からの一貫した指導によって実践的電気電子技術者を育成することを目標としている。具体的には，①電気

磁気現象を理解し解析できる能力及び基本的なアナログとデジタル回路の原理を理解し，解析と設計ができるよう

にする。②計測制御機器に関する基礎知識を有し，それらを活用できる能力を養成する。③情報通信設備及び電力
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設備の管理・運営に関する基礎知識を身につける，の三項目を立てている。 

・制御情報工学科 

コンピューターをうまく利用して機械の制御をどのようにすれば効率よく働かせることが出来るかなどのいわゆる

制御システムの技術者の養成を教育目標にしている。具体的には，①情報技術を用いて調査，分析，設計及びプレ

ゼンテーションができる②電子制御情報技術者として必要な電気・電子工学，情報処理，制御工学関連の知識と技

術を継続的に学習する習慣を身につける③基本となる電気電子回路設計，プログラミング作成及び簡単なロボット

設計・製作ができる，の三項目を立てている。 

・建設システム工学科 

人々が安全で，快適に生活するために必要な社会基盤を保全あるいは創造するために，調査，設計，施工，管理など

の基礎的な土木工学科目を基に，情報処理関連科目，環境関連科目などをシステム的に融合させ，社会人としての良

識と倫理観を備えた総合的な建設技術者の養成を目的としている。 

<専攻科課程> 

本科から学習した内容を基礎とし，専攻科における継続的な学習により専門知識及び専門技術を習得し，もの作り

に関する創造性を涵養することにより，世界に通用する複合型技術者の養成をめざす。 

・構造設計工学専攻 

力学系・材料系・環境系及び構造・加工系の科目を基礎として機械・建設分野の調査・企画及び施工・管理能力を

有する技術者養成を目的としている。 

・電気制御システム工学専攻 

電気・電子系，制御系及び計測系の科目を基礎とし，電気制御計装，設計施工，電力設備，ＦＡシステムの保守運

用管理技術者を養成することを目的としている。 
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（選択的評価基準「研究活動の状況」に係る目的） 

 

阿南高専の持つポテンシャルと地域の特質を生かしながら，地域の活性化・産業の振興に寄与する技術開発研究と

教育研究の総合推進を図るため，以下の３点を研究活動の目的とする。 

（１）各教員が独自の教科研究を実施することにより，これを還元して，授業の個性化，活性化と高度化を推進する。 

（２）国，県，市と連携し，また外部資金を得て，地元産業の活性化と新規事業開拓につながる地域に適した研究活

動を行う。 

（３）学生を研究活動に積極的に取り込むことにより，学生の研究開発能力と発表能力を涵養する。 
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（選択的評価基準「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的） 

 

徳島県南部地域における唯一の高等教育機関として，地域における以下の教育サービス活動を行う。 

（１）公開講座 

（２）地域の教育機関との連携活動 

（３）地域住民への教育サービス 

（４）図書館，体育施設の本校施設の外部開放 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

１－１ 高等専門学校の目的（高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等）が明

確に定められており，その内容が，学校教育法に規定された，高等専門学校一般に求め

られる目的から，はずれるものでないこと。 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，高等専門学校の使命を校訓の形で示し，平成８年度には阿南高専の教育理念・目標を掲

げた（資料１－１－①－１）。この理念は，校訓ならびに校長による教育指針の形で教員及び学生に

周知されてきた。平成 14 年度には従来の校訓及び教育理念・目標の精神を踏襲しつつ，その教育理

念・目標をより一層明確にするため，新たに校訓及び学習・教育目標を再構成した。また，養成しよ

うとする人材像については，上記の教育理念・目標を踏んで，本校のめざすエンジニア像を設定した

（資料１－１－①－２）。 

 

資料１－１－①－１ 

校訓，教育理念・目標 

 

（出典 『自己点検・評価報告書―教育理念と教育活動―』（平成９年３月）１～３頁） 
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資料１－１－①－２ 

学習・教育目標，本校がめざすエンジニア像 

 

 

 

（出典 阿南高専Ｗｅｂサイト） 
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特に，本校では，学習・教育目標にも掲げている通り，本科１年生から専攻科２年生の７年間にわ

たり，もの作りのための一貫した教育カリキュラムを設定している。本科ではそれぞれの専門分野で

必要となるもの作りを遂行できるための基盤技術の教育を，専攻科では本科の基盤技術を活かした実

践的なもの作り教育を実施している（資料１－１－①－３）。 

 

資料１－１－①－３ 

もの作り教育 
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（出典 阿南高専Ｗｅｂサイトhttp://www.anan-nct.ac.jp/monozukuri/） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では，従来の校訓及び教育理念・目標の精神を踏襲しつつ再構成した学習・教育目標，ならび

に，めざすエンジニア像が明確に定められている。さらに，学習・教育目標の中で最も重要なもの作

り教育について，より具体的に達成すべき成果を明示している。 

以上のことから，本校は，高等専門学校としての目的を明確に定めている。 

 

観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

（観点に係る状況）  

本校における目的は，校訓及び教育理念・目標として掲げられてきた。そして，平成 14 年度に従

来の校訓及び教育理念・目標の精神を踏襲しつつ，その教育理念・目標をより一層明確にすべく，新

たに校訓及び学習・教育目標を再構成した。養成しようとする人材像についても，上記の校訓及び学

習・教育目標を踏んで，本校のめざすエンジニア像を設定した（前述資料１－１－①－２）。 

学校教育法第 70 条の２では，「高等専門学校は，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を

育成することを目的とする」とあるが，本校がめざすエンジニア像のうち「核となる分野に関する確

固たる知識をベースとしてもち」の箇所が，学校教育法の「深く専門の学芸を教授」するという目的

を達成することによって得られるものであることは明らかである。また，本校がめざすエンジニア像

のうち「幅広い工学分野を対象として創造的に活用できる可能性をもったエンジニア」がすなわち，

学校教育法に規定される「職業に必要な能力」をもったエンジニアである。さらに本校では，学習・

教育目標の中でも定めているように，もの作りを最も重視しており，そのための一貫した教育カリキ

ュラムを設定している。この「もの作り」能力は，まさしく学校教育法に規定される「職業に必要な

能力」である（前述資料１－１－①－３）。 

（分析結果とその根拠理由）  

本校の校訓及び学習・教育目標を踏んで作成された，本校のめざすエンジニア像は，学校教育法に

規定された高等専門学校に求められる目的に合致した内容に策定されている。すなわち，学校教育法

中の「専門の学芸の教授」「職業に必要な能力の育成」の二つの目的を満たす内容が明確に定められ

ている。また，より具体的に，職業に必要な能力として「もの作り」能力という目的が明確に設定さ

れている。 

以上のことから，本校の目的は，学校教育法の規定にはずれるものではない。 

 

１－２ 目的が，学校の構成員に周知されているとともに，社会に公表されていること。 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の目的の中心的存在である学習・教育目標を周知する方法として各種パンフレット等を作成し

ている。学校の構成員に対して，例えば，『高専生活のてびき』（資料１－２－①－１）や『シラバ

ス』（資料１－２－①－２）を配付している。また，本校Ｗｅｂサイト（前述資料１－１－①－２）

にも掲載している。 
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資料１－２－①－１（内容は前述資料１－１－①－２と同じ（７頁）） 

学習・教育目標 

 

（出典 『高専生活のてびき』（平成 17 年度）見開き） 

 



阿南工業高等専門学校 基準１ 
 

- 21 - 

資料１－２－①－２（内容は前述資料１－１－①－２と同じ（７頁）） 

学習・教育目標 
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（出典 『シラバス』（平成 17 年度）１～２頁） 
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教職員への周知方法については，上記の各種パンフレットを配付し，また，教員会議や教員夏期研

修会において説明することによって周知している（資料１－２－①－３から資料１－２－①－５）。

教職員に対しては，平成 16 年度にアンケートを実施し，周知状況を確認した（資料１－２－①－

６）。 

 

資料１－２－①－３ 

学習・教育目標を掲載した学級担任の手引き（平成 17 年度）の説明 

 

（出典 平成 17 年度教員会議（第１回）議事録（平成 17 年４月４日）） 
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資料１－２－①－４（内容は前述資料１－１－①－２と同じ（７頁）） 

学習・教育目標 

 

（出典 学級担任の手引き（平成 17 年度）３頁） 
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資料１－２－①－５ 

学習・教育目標の周知 

 

 

（出典 教員夏期研修会実施要領（平成 17 年度）） 
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資料１－２－①－６ 

教職員に対する学習・教育目標の周知状況確認アンケート 
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（出典 本校教育目標に対する教員アンケート（平成 16 年度）） 

 

学生への周知方法については，学生に上記の各種パンフレットを配付したうえで，学級担任を通じ

て周知している。また，日常的に学習・教育目標を目に触れさせるために，主要な教室には学習・教

育目標のパネルを掲示している。特に，本科・専攻科の新入生に対しては，入学時オリエンテーショ

ンにおいて，教務主事・専攻科長等がガイダンスを行って，周知している（資料１－２－①－７）。 
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資料１－２－①－７ 

オリエンテーションにおける学習・教育目標の周知 

 

（中略） 
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（出典 年度当初行事予定表（平成 17 年度）） 

 

 

ただ，上記の周知状況を確認するための方策はまだ不十分であり，今後，さらに取り組んでいく必

要がある。 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の目的の中心たる学習・教育目標が各種パンフレット等に明示されており，学校の構成員に対

して，周知徹底が図られている。また，主要な教室に学習・教育目標のパネルを掲示して，日常的に

目に触れさせる機会を作っている。 

以上のことから，本校の目的は，学校の構成員に周知されている。ただ，学習・教育目標の周知状

況を確認する方策については取り組みが不十分である。 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の目的の中心的存在である学習・教育目標を周知する方法として各種パンフレット等を作成し

ている。社会に対して，例えば，『阿南工業高等専門学校 学校紹介』（資料１－２－②－１），

『技術の光 あなん高専 中学生の皆さんへ』（資料１－２－②－２）に掲載したうえで，これらの

パンフレット等を県内外の中学校に配付している（資料１－２－②－３）。そのうえで，中学校への

学校説明会，中学生や保護者に対する入試説明会等の際に周知説明している（資料１－２－②－４）。 

 

資料１－２－②－１（内容は資料１－１－①－２と同じ（７頁）） 

学習・教育目標 

 

（出典 『阿南工業高等専門学校 学校紹介』（平成 17 年度）２頁） 
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資料１－２－②－２（内容は前述資料１－１－①－２と同じ（７頁）） 

学習・教育目標 

 

 

（出典 『技術の光 あなん高専 中学生の皆さんへ』（平成 18 年度版）２頁） 
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資料１－２－②－３ 

『技術の光 あなん高専 中学生の皆さんへ』配付先一覧 
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（出典 資料配付一覧表（平成 16 年度）） 
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資料１－２－②－４ 

学習・教育目標 
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（出典 学校説明会用資料（平成 17 年度）） 
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また，『阿南工業高等専門学校 学校紹介』は，中学校以外にも地域や企業にも配付している（資

料１－２－②－５）。例えば，平成７年度より本校の研究活動を支援するために整えられたＡＣＴフ

ェローシップ（本校支援のために地域企業で構成される組織）の会員にも配付されている（資料１－

２－②－６）。さらに本校Ｗｅｂサイトにも学習・教育目標を掲載して，社会に広く公表する体制が

取られている（前述資料１－１－①－２）。 

 

 

資料１－２－②－５ 

『阿南工業高等専門学校 学校紹介』の配付先 

 

 

 

（出典 平成 17 年度学校紹介配布先一覧） 
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資料１－２－②－６ 

『学校紹介』を配布しているＡＣＴフェローシップ会員 

 

（出典 『ＡＣＴフェローシップパンフレット』） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の目的の中心たる学習・教育目標は，各種パンフレット等に明示されている。これらのパンフ

レット等を県内外の中学校に配付したうえで，中学校への学校説明会，中学生や保護者に対する入試

説明会等の機会を通して，広く公表している。また，ＡＣＴフェローシップを通して，地域の企業に

も広く公表されている。さらに学習・教育目標は，本校Ｗｅｂサイトにも掲載している。 

以上のように，本校の目的は社会に広く公表されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 特になし。 

（改善を要する点）  

学校の構成員，特に学生に対して，本校の目的の中心たる学習・教育目標の周知状況を確認する方

策については取り組みが不十分であり，今後，改善していく必要がある。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

本校の目的は，校訓，学習・教育目標，めざすエンジニア像として明確に定められているうえ，学

習・教育目標の中で最も重要なもの作り教育について，達成すべき成果を明示している。以上の内容

は，学校教育法第70条の２に規定された高等専門学校一般に求められる目的から，はずれるものでは

ない。 

本校の目的の中心たる学習・教育目標は，各種パンフレット等に明示されており，学校の構成員に

対して，教員会議やホームルーム等の機会を通じて，周知徹底が図られている。また，教室に学習・

教育目標のパネルを掲示して，日常的に目に触れさせる機会を作っている。 

また，目的の中心たる学習・教育目標を掲載した各種パンフレット等を県内外の中学校に配付した

うえで，中学校への学校説明会，中学生や保護者に対する入試説明会等の機会を通して，公表してい

る。また，学習・教育目標を掲載したパンフレットは，ＡＣＴフェローシップを通して，地域の企業

にも広く公表されている。さらに本校Ｗｅｂサイトにも学習・教育目標を掲載して，社会に公表して

いる。以上のように，さまざまな方法を通して，本校の目的を社会に公表している。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

２－１ 学校の教育に係る基本的な組織構成（学科，専攻科及びその他の組織）が，目的に照

らして適切なものであること。 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

本校の教育の目的は，「核となる分野に関する確固たる知識をベースとしてもち，その方法論・実

践力を幅広い工学分野を対象として創造的に活用できる可能性をもったエンジニア」の育成であり，

もの作り教育に重点を置き卒業生は製造業を中心に活躍している。昭和38年４月１日国立学校設置法

の一部を改正する法律（昭和38年法律第69号）の施行により本校（機械工学科２学級，電気工学科１

学級）が設置され，阿南市の見能林公民館及び見能林中学校の一部を借用して発足した。時代は高度

成長期で中堅技術者を欲しており，その要求に応えるべく本校は発足した。その後オリンピック以来

の建設ブームの到来に応え昭和42年４月１日土木工学科が増設された。そして高度情報化社会を目指

し平成元年４月１日機械工学科の１クラスを制御情報工学科に改組した。高度成長が一段落すると深

刻化する地球温暖化などの環境問題に対応すべく平成５年土木工学科を建設システム工学科へ改組し

た。平成14年４月１日電気工学科を電気電子工学科に改組し，電気エネルギー変換コースと電子情報

通信工学コースの２コース制にした。 

現在は，本科各入学定員40名の，機械工学科・電気電子工学科・制御情報工学科・建設システム工

学科を配置している。本科ではそれぞれの専門分野で必要となるもの作りを遂行できるための基盤技

術の教育を実施している（資料２－１－①－１）。 

 

学則（抜粋） 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学科の構成とその教育内容や目的は設置基準に適合し，教育の目的（専門分野で必要となるもの作

りを遂行できるための基盤技術の教育）と整合性がとれている。 

資料２－１－①－１

(出典 『高専生活のてびき』(平成 17 年度)82 頁) 
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観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

平成８年４月１日専攻科が設置された。専攻科の教育目標は，「本科から学習した内容を基礎と

し，専攻科における継続的な学習により専門知識及び専門技術を習得し，もの作りに関する創造性

を涵養することにより，世界に通用する複合型技術者の養成をめざす。」であり，機械工学科及び

建設システム工学科に対応した構造設計工学専攻，電気・電子工学科及び制御情報工学科に対応した

電気・制御システム工学専攻の２つの専攻科が設置されている（資料２－１－②－１）。専攻科では，

本科の基盤技術を活かした実践的なもの作り教育を行っている。 

また，もの作りの重視については，平成６年度に工業技術教育研究センターを設置（学内措置）し

て以降，地域の企業・研究所との共同研究等を通じてさまざまな研究実績を残していることから明ら

かである。さらには平成 15 年度に創造テクノセンター棟が完成し，地域との連携は一層強化されつ

つある。平成 16 年度には，企業と連携した学生研究開発支援プログラムとして５名の専攻科学生が

中心となって企業との共同研究を実施した。 

もの作りを重視した創造性を高めるために，各専攻の工学実験，工学演習においてもの作りのテー

マを採用している。また，企業実習等によって社会が要求する問題点の発見とその解決を図る能力を

養い，特別研究においてデザイン能力を養っている。方法としては，１年次の特別研究発表会，企業

実習報告会での発表，２年次の特別研究中間発表会，最終発表会を課し，かつ，学会での発表を修了

の条件として盛り込んでいる（資料２－１－②－２）。 

 

学則（抜粋） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 『高専生活のてびき』(平成 17 年度)85 頁)

資料２－１－②－１
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「創造技術システム工学」教育プログラム修了要件 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

専攻科の構成は，その教育内容や目的（本科の基盤技術を活かした実践的なもの作り教育）に適合

している。 

(出典 教育プログラム履修の手引き（平成 17 年度）７頁) 

資料２－１－②－２ 
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観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校においては，全学的なセンターとして地域連携・テクノセンターと情報処理センターを設置し

ている。 

地域連携・テクノセンターは，平成６年４月に学内措置として設置された工業技術教育研究センタ

ーを前身として，平成 15 年４月に創造テクノセンター棟が竣工したのを受けて，平成 17 年４月に規

則整備を行うとともに名称変更を行ったものである（資料２－１－③－１）。平成６年度に工業技術

教育研究センターを学内措置で設置した目的は，①高専における高度技術教育の組織的な取り組みを

行い，共同研究の企画・運営を通して技術者教育の質を高めること，ならびに，②研究活動を通して

地域社会に貢献すること，なった。地域連携・テクノセンターもこれらの目的はそのまま引き継いで

おり，この他に，公開講座等の地域住民との連携活動も担当している。現在のセンター活動の概要を

示す（資料２－１－③－２）。 

創造テクノセンター棟の平面図を示す（資料２－１－③－３）。三階には卒業研究・特別研究室が

設けられ，一部の学生を対象にして卒業研究・特別研究指導が行われている。また，一階，三階，四

階に設けられている実験室やプロジェクト室においても教員の研究活動のみならず，それらの研究に

関連した学生の卒業研究・特別研究が実施されている。四階にはマルチメディア室を設置し，ノート

パソコンを持ち込めば接続可能な無線ランが設置されており，総合情報処理室との連携で情報教育を

実施できる体制が整っている。このマルチメディア室は講演会や研究発表会を行うための視聴覚機材

も整えていて教育活動に活用されている（資料２－１－③－４）。さらに，二階に創造工房が設けら

れており，ロボットコンテストのためのロボット製作などの，学生の自発的な創作活動がここで行わ

れている。 

 

地域連携・テクノセンター規則 

 

 

資料２－１－③－１

(出典 地域連携・テクノセンター規則)



阿南工業高等専門学校 基準２ 

 - 44 - 

資料２－１－③－２ 

地域連携・テクノセンターの役割と組織 

 

（出典 技術の光 あなん高専 VOL.10，１頁，図１） 
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資料２－１－③－３ 

創造テクノセンター棟平面図 

 

（出典 創造テクノセンター棟平面図・研究紹介２頁) 
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資料２－１－③－４ 

センター活動概要 

 

（出典 技術の光 あなん高専 Vol．10，３頁） 
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また，本校の学習・教育目標（Ｂ）に見える「情報技術を利用しながら問題解決を遂行できる」

を達成するために情報処理センターを設置している。本校の情報処理センターとしての機能を持つ総

合情報処理室は，各教員室，実験実習室，図書館などへのネットワーク（校内ＬＡＮ）の維持管理や

ウェブ，メール等各種サーバーの維持管理を行っている。この校内ＬＡＮと専用回線を接続し，イン

ターネットへの接続を行い，校内から国内外の情報の閲覧や送受信が可能であり，教育研究に大いに

利用されている。 

また，近年では情報技術を利用して，情報収集，加工・編集，情報発信が出来るようにカリキュ

ラムを改正した。低学年において情報リテラシーを開講しその核となる演習を行うこと出来る演習室

は３室あり，情報処理技術の習得に使われている。 

学生に対する学習支援の一環として e-learning による英語にも利用されている（２－１－③－

５）。 

総合情報処理室の活動 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

センターの設置目的及び活動は，センター規則より，実践的技術者養成や情報技術の習得を目的と

している。地域連携・テクノセンターでは専攻科学生を中心に高度専門技術教育及び地域の企業との

共同研究の場として利用されている。また，総合情報処理室は情報技術を習得するためのカリキュラ

ムの設計や設備を有している。したがって，センターの構成や役割，実際の活動が教育の目的と整合

性がとれている。 

 

２－２ 教育活動を展開する上で必要な運営体制が適切に整備され，機能していること。 

観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開

するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するな

どの必要な活動を行っているか。 

（観点に係る状況） 

資料２－１－③－５ 

(出典 技術の光 あなん高専 Vol．９（平成 16 年度）10 頁) 
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 学校運営を調整するために，参与会，校長補佐会議，運営委員会，教員会議，人事委員会等が存在

している。教育面に関係するのは校長補佐会議，運営委員会，教務委員会，専攻科運営委員会，点検

・評価委員会，ＪＡＢＥＥ委員会などである。 

 その中心は教務委員会であり，教務主事，各学科主任，専攻科長，教務主事補で構成されている。

ここで教育に関することは全て取り扱われ，検討，企画・調整が行われる。審議された結果は，校長

補佐会議，運営委員会の決議を経て教員会議で周知される。専攻科については，専攻科運営委員会で

審議され，その結果を受け教務委員会で審議・承認され，校長補佐会議，運営委員会の決議を経て教

員会議で周知される（資料２－２－①－１，２－２－①－２）。 

 平成16年度において，教務委員会は11回開催されており，教育課程全体を企画調整している（資料

２－２－①－３）。 

 また，教員の資質の向上と自己点検を行う点検・評価委員会，ＪＡＢＥＥに対応したカリキュラム

設計や教育システムの点検を行うＪＡＢＥＥ委員会がある。 

 

阿南工業高等専門学校教務委員会規則 

 

 

資料２－２－①－１ 

(出典 阿南工業高等専門学校教務委員会規則)
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学校運営機構図 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教務委員会規則，委員会で審議されている内容，回数（11回）から教育課程全体を企画調整してい

ることは明らかである。したがって，規則や組織図から体制は整っており，議事録，開催回数から活

動は適切に行われている。 

 

 

教務委員会開催日 

●教務委員会 ---> 第1回（04/04/12）, 第2回（04/05/07）, 第3回（04/05/17）, 第4回（04/06/14） , 

第 5回（04/07/12）  , 第 6回（04/10/04）  , 第 7回（04/11/19） , 第 8回（04/12/17） , 第 9回

（05/01/26）, 第10回（05/02/16）, 第11回（05/02/25）, 

 

 

観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況）  

 教務委員会の下に教育連携専門委員会を組織し，その中で連携している。昨年度は，数学等につい

て，一般教科担当教員と専門科目を担当する教員の連携が成果を生む形で進められた（資料２－２－

②－１）。そして，専門科目担当教員間と技術職員の連携は教育連携専門委員会第四部会によるもの

作り教育を対象とした，アンケートを取ることから始められている（資料２－２－②－２）。 

資料２－２－①－２

(出典 『高専生活のてびき』（平成 17 年度）181 頁 学校運営機構図) 

資料２－２－①－３

（出典 阿南高専Ｗｅｂサイト）
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資料２－２－②－１ 

(出典 阿南高専Ｗｅｂサイト)
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資料２－２－②－２ 

(出典 もの作り教育アンケート) 



阿南工業高等専門学校 基準２ 

 - 52 - 

（分析結果とその根拠理由）  

一般科目及び専門科目を担当する教員間，また技術職員間の連携は，教育連携専門委員会を通じて

機能的に行われている。 

 

観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況）  

 学級担任に対し，学級担任の心得，学生指導の心得，学級担任の業務について具体的に説明し，1

年間を通してやるべきことをまとめた冊子を作成し，配布している。 

 また，各学年に於いて学年主任を置き，学年内の調整を行っている（資料２－２－③－２）。 

 ロングホームルーム（ＬＨＲ）の指導方法については，テーマ設定を教務委員会から指示をしてい

る（資料２－２－③－１）。 

 

 

 

 

 

 

資料２－２－③－１ 

人権教育の例 

１～３年生学級担任各位 

 

 ロングホームルーム（LHR）では，前期計画に基づいて進められていることと思います。その計画

の中で前期後期一回ずつ「人権教育」に関する内容を実施していただいています。それで教員の人権

意識を高めるために，夏休み中（７月下旬予定）に担任が集まり，ＨＲで実施している人権教育の具

体的内容を提供しあう研究会を開きたいと思います。 

 今年度の本校の人権教育年間計画書では 

・特別教育活動での人権教育の充実。資料集『じんけん』の活用。 

・インターネット，携帯メール等による人権問題に関する教育啓発の実施 

・特別教育活動での人権教育のための担任の研究会の実施 

(出典 阿南工業高等専門学校教員組織規則) 

資料２－２－③－１ 
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などの項目があります。 

 各担任の先生には上記の点を留意して，ＬＨＲを実施していただくよう，お願いいたします。昼休

みに上記の人権教育年間計画書を庶務課メールボックスに入れておきます。 

ご参照ください。 

 

教務委員会 

 

（出典 藤居副教務主事から担任宛メール（平成 16 年６月 22 日付けメール）） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学級担任を支援する体制は，学級担任の手引き作成や学年主任制，ロングホームルーム（ＬＨＲ）

のテーマ設定の指導など，多くの支援体制があり，機能している。しかし，課外活動を支援するため

の具体的な取り決めがなされておらず（体育設備の利用時間の調整会議や予算配分を調整する会議は

持たれている。），今後の課題である。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 学科の構成は教育目的を達成する上で学校教育法に照らし合わせて適切である。また，センターも

教育を達成する上で正常に機能している。教育組織においては一般・専門それぞれに於いて連携され

教育改善がなされている。その中心的な役割を果たしているのが教務委員会であり，教育課程の企画

調整を行っている。その成果を展開する組織も整備されている。 

（改善を要する点）  

 教員への支援体制として，学級担任を支援する体制があり機能しているが，課外活動をしている教

員を支援する体制は整っていない。これが，今後の課題である。 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

学科及び専攻科の構成は，教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。全学的なセンター

としては，地域連携・テクノセンター及び総合情報処理室を設置している。これらは，教育の目的を

達成する上で適切なものとなっている。 

また，教育課程全体を企画調整するための組織としては，教務委員会を中心に活動しており，種々

の重要課題を審議・検討している。また，その下部組織である教育連携委員会において，一般科目及

び専門科目を担当する教員間の連携や，教育活動を円滑に実施するための支援体制についても議論し

ている。 

以上のように教育組織について，教育の目的を達成するために適切なものになっている。  
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基準３ 教員及び教育支援者 

３－１ 教育課程を遂行するために必要な教員が適切に配置されていること。 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点にかかる状況） 

 本校の教育の目的の中心であるもの作り教育の基礎となる教養，コミュニケーション能力，倫理観，

基礎学力と健康な身体を養成するために，一般教科では，国語担当教員２名，数学担当教員５名，理

科担当教員３名，社会担当教員２名，英語担当教員３名，保健体育担当教員３名の計 18 名の常勤教

員が配置されている(資料３－１－①－１)。非常勤講師は，学生が社会の一員としての規範意識や豊

かな人間性を培うように，17 名が配置されている。 

 

資料３－１－①－1 

一般教科科目別現員表 

科目 教授 助教授 講師 計 非常勤講師 

国語 1 1  2 1 

数学 3 2  5 3 

理科 2 1  3 1 

社会  2  2 4 

英語  2 1 3 6 

保健体育  2 1 3 1 

芸術     1 

計 6 10 2 18 17 

（出典 一般教科科目別現員表） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 高等専門学校設置基準によると 18 名の一般教科常勤教員が必要であるが，現在 18 名が配置されて

いる。技術者として必要な基礎学力を養成する数学に５名，理科に３名，国際的にコミュニケーショ

ンをとるために英語に３名と重点的に配置されている。非常勤講師も交えて，将来エンジニアとなる

学生に対して，教育の目的を果たせるように一般科目担当教員が適切に配置されている。 

 

観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況） 

機械工学科では，教授６，助教授６，助手１名の計 13 名の常勤教員が配置されている。教員の配

置は，機械工学の基本力学である材料力学に５名，水力学に２名，熱力学に１名，工業力学３名とな

っており，他に情報処理１名，応用物理１名が，非常勤講師２名とともに，機械工学の専門基礎能力

を養成している(資料３－１－②－1)。 
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電気電子工学科では，教授５，助教授４，助手２名の計 11 名の常勤教員が配置されている。教員

の配置は，電磁気及び電気電子回路系に４名，計測制御機器系に４名，情報通信電力設備系に３名と

なっており，非常勤講師８名とともに，実践的電気電子技術者を育成している(資料３－１－②－１)。 

制御情報工学科では，教授５，助教授４，講師１，助手２名の計 12 名の常勤教員が配置されてい

る。教員の配置は，情報処理系に３名，電気電子系に５名，制御工学系に３名となっており，他に応

用数学１名が，非常勤講師３名とともに，制御システムの技術者を養成している(資料３－１－②－

１)。 

建設システム工学科では，教授３，助教授４，講師２，助手２名の計 11 名の常勤教員が配置され

ている。教員の配置は，構造系に３名，材料系に２名，土質系に１名，水理系２名，環境系２名，計

画系 1 名となっており，非常勤講師７名とともに，建設技術者を養成している(資料３－１－②－１)。 

 

資料３－１－②－1 

学科別現員表 

機械工学科 

 教授 助教授 講師 助手 計 

材料力学 2 3   5 

水力学 1 1   2 

熱力学 1    1 

工業力学 2   1 3 

情報処理  1   1 

応用物理  1   1 

計 6 6  1 13 

非常勤講師 ２名 

 

電気電子工学科 

 教授 助教授 講師 助手 計 

電磁気及び電気電子回路 2 1  1 4 

計測制御機器 2 1  1 4 

情報通信電力設備 1 2   3 

計 5 4  2 11 

非常勤講師 ８名 

 

制御情報工学科 

 教授 助教授 講師 助手 計 

制御 3    3 

電気電子 1 2 1 1 5 

情報 1 1  1 3 

応用数学  1   1 

計 5 4 1 2 12 
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非常勤講師 ３名 

建設システム工学科 

 教授 助教授 講師 助手 計 

構造  2 1  3 

材料 1 1   2 

土質  1   1 

水理 2    2 

環境   1 1 2 

計画    1 1 

計 3 4 2 2 11 

非常勤講師 7 名 

（出典 学科別現員表） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 高等専門学校設置基準によると，４学科で 29 名（助手を除く）の専門教科常勤教員が必要である

が，現在専攻科も含めて，40 名（助手を除く）が配置さている。また，５ヵ年一貫教育を柱に，本校

の教育の目的をふまえた各学科の教育目的を実現するために有効な教育カリキュラムを展開できるよ

うに，分野別に教員を配置している。しかし，機械工学科では４力学のうち材料力学が５名に対して，

熱力学が１名である。また建設システム工学科においては，水理が教授２名に対して環境が講師１名，

助手１名であり，バランスが取れていない点もある。 

 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

専攻科には，２専攻に共通な一般科目に３名，専門共通科目に 13 名の常勤教員を配置し，本科に

おいて学習した内容を基礎とし，世界に通用する複合型技術者の養成を目指している。構造設計工学

専攻は，24 名の教員が，専門科目担当として配置され，機械・建設分野の調査･企画及び施工･管理

能力を有する技術者養成を行っている。電気・制御システム工学専攻は，23 名の教員が専門科目担

当として配置され，電気制御計装，設計施工，電力設備，ＦＡシステムの保守運用管理技術者を養成

している。なお，非常勤講師は，配置していない（資料３－１－③－１）。 
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資料３－１－③－１ 

専攻科担当教員表 

 教授 助教授 講師 助手 計 

一般科目  3   3 

専門共通科目 11 2   13 

構造設計工学専攻

専門科目 

9 10 2 3 24 

電気・制御ｼｽﾃﾑ工

学専攻専門科目 

9 8 2 4 23 

計 29 23 4 7 63 

（出典 専攻科授業担当教員表） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本科での学習から継続した教育体制を構築し，もの作りに関する創造性を涵養することにより，世

界に通用する複合型技術者を養成するという専攻科の教育目的を達成できるように，63 名の担当教

員を適切に配置している。 

 

観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る。）が講じられているか。 

（観点に係る状況）  

 もの作りを行うために必要な複合的技術を習得するため，企業，大学等の教育機関での勤務経験を

持つ教員を配置している。採用については，年齢構成が適切になるように，配慮している(資料３－

１－④－１)。企業における勤務経験のある教員は21名，大学等の勤務経験のある教員は28名である

(資料３－１－④－１)。教員65名中，博士号取得者は，48名である(資料３－１－④－１)。教員の活

性化のため，文部科学省在外研究員・内地研究員若しくはその他必要な研修を教員に対して，実施し

ている(資料３－１－④－２)。 

 

資料３－１－④－１ 

教員の構成 

  年齢構成 

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 

３名 １７名 ２１名 １５名 ９名 

 

  他の機関における経験 

企業 公共団体 大学等教育機関 

２１名 ４名 ２８名 

 

  学位取得状況 
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学士 修士 博士 

５名 １２名 ４８名 

（出典 教員の構成） 

 

資料３－１－④－２ 

研修状況 

 文部科学省在外研究員 

年度 種別 所属 官職 滞在地名国名 派遣機関 

短期 機械 教授 アーヘン(独) アーヘン工科大学 平６ 

長期(若手) 機械 助教授 バーミンガム(英) バーミンガム大学 

平７ 長期(甲種) 電気 助教授 ラフェイニット(米) バディユ大学 

短期 電気 教授 オーストラリア(豪) オーストラリア国立大学 平８ 

若手 一般 助教授 デンマーク デンマーク工業大学 

平９ 長期 機械 助教授 ドイツ ケルン大学 

短期 制御 教授 ドイツ アーヘン工科大学衝撃波研究所 平10 

若手 一般 講師 イギリス ロンドン大学ユニバーシティカレッジ

平11 長期 一般 助教授 中国 復旦大学 

平13 長期（若手） 一般 講師 リッチモンド（米） バージニア州立大学 

平14 長期（甲種） 制御 助教授 ス タ ン フ ォ ー ド

（米） 

スタンフォード大学 

平15 長期（甲種） 電気 助教授 米国 オハイオ州立大学 

 

 文部科学省内地研究員 

年度 所属 官職 受入先 

平４ 一般 講師 大阪大学・文 

一般 講師 神戸大学・法 平５ 

一般 講師 鳴門教育大学・教 

平６ 電気 助手 徳島大学・工 

機械 助教授 大阪大学・溶接研 平７ 

制御 助手 徳島大学・工 

一般 助教授 鳴門教育大学・教 平８ 

電気 助手 徳島大学・工 

一般 講師 徳島大学・工 平９ 

制御 助手 徳島大学・工 

平10 機械 助手 徳島大学・工 

平11 電気 助手 徳島大学・工 

建設 助手 長岡技術科学大学・工 平12 

制御 助手 徳島大学・工 

平13 制御 助手 徳島大学・工 
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平14 一般 助教授 北里大学看護学部 

平15 建設 講師 麻布大学環境保健学部 

 

 文部科学省情報処理関係内地研究員 

年度 所属 官職 受入先 

平８ 建設 助手 徳島大学・工 

平９ 電気 助手 徳島大学・工 

平10 一般 講師 徳島大学・工 

（出典 研修状況） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 教員の年齢構成は，30代18名，40代21名，50代15名とバランスが取れている。常勤教員の約30％が

企業を，約40％が他の教育機関を経験しており，時代に即応した創造性に富む実践的技術者を養成す

る体制が完成している。博士号取得者も70％を超え，活発に校外での研修も行われており，教員組織

の活動の活性化が，適切に行われている。 

 

３－２ 教員の採用及び昇格等に当たって，適切な基準が定められ，それに従い適切な運用が

なされていること。 

観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 

（観点に係る状況）  

選考対象教員の募集は，阿南工業高等専門学校教員選考規則により，原則として公募によるものと

している（資料３－２－①－１）。教員選考は，教員選考規則及び人事委員会規則に基づいて行って

いる（前述資料３－２－①－１）。平成 17 年においては，規則に基づき，一般教科・英語担当教

員，機械工学科教員が公募により採用され，また，機械工学科教員の昇任人事があった（資料３－２

－①－２）。 

なお，非常勤講師については，本校の阿南工業高等専門学校における非常勤講師任用基準により採

用している。平成 17 年度は，各学科の英語，機械工学概論，発変電工学，言語処理，応用土質工学

等の科目で５名の採用があった（資料３－２－①－３）。 

 

資料３－２－①－１ 

阿南工業高等専門学校教員選考規則 

   第１章 総則 

 （趣旨） 

第１条 阿南工業高等専門学校（以下「本校」という。）における教員選考は，高等専門学校設置

基準（昭和 36 年８月 30 日文部省令第 23 号。以下「設置基準」という。）によるもののほか，こ

の規則に定めるところによる。 

   第２章 選考の手続 

 （選考の開始） 
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第２条 教員の選考は，校長が必要と認めた場合に行う。 

 （選考対象教員の職務等） 

第３条 校長は，選考の対象となる教員（以下「選考対象教員」という。）の担当授業科目及び教

育活動等の職務を決定する。 

２ 前項の決定に当たり，校長は，教員選考を行う学科又は一般教科（以下「選考学科」とい

う。）の主任等に意見を聴く。 

 （公募等） 

第４条 選考対象教員の募集は，原則として公募によるものとし，その手続は，選考学科の主任が

行う。 

 （人事委員会の設置） 

第５条 校長は，阿南工業高等専門学校人事委員会（以下「委員会」という。）を設置し，適任者

の選出を行う。 

２ 委員会に関し必要な事項は，校長が別に定める。 

 （選考の決定等） 

第６条 校長は，委員会で選出した適任者について，選考の決定を行い，運営委員会に報告する。 

   第３章 選考の基準 

 （資格） 

第７条 本校の教員となることのできる者は，設置基準第 11 条から第 14 条までに規定する資格を

有し，かつ，校長が別に定める資格基準を満たす者とする。 

 （選考） 

第８条 教員選考は，前条に定める者について，教育業績，研究業績及び特殊な能力に基づく業績

並びに学界及び社会における活動等を総合的に審査して行う。 

   第４章 雑則 

 （その他） 

第９条 この規則に定めるもののほか，教員選考に関し必要な事項は，校長が別に定める。 

   附 則 

 この規則は，平成 14 年４月１日から施行する。 

    附 則 

  この規則は，平成16年４月１日から施行する。 

（出典 阿南工業高等専門学校教員選考規則） 

 

資料３－２－①－２ 

選考経過（平成 17 年度採用・昇任） 

 

採用について（平成１７年度採用） 

（１）一般教科・英語 

    ８月          校長，教務主事，学科主任において，教員公募について打ち合わせ 

   ８月 ２日    教員の公募文書発送 

  １０月１５日  公募締め切り 

  １０月２７日  人事委員会（１次選考） 
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                  応募者の中から２名を採用候補者として選出 

  １１月２４日    採用候補者の面接（２次選考） 

                 人事委員会において適任者の選出 

          校長が選考の決定 

          運営委員会報告 

   ４月 １日    採用発令 

（２）機械工学科 

   １０月          校長，教務主事，学科主任において，教員公募について打ち合わせ 

  １０月１３日    教員の公募文書発送 

  １２月１５日  公募締め切り 

  １２月２２日  人事委員会（１次選考） 

                  応募者の中から１名を採用候補者として選出 

   １月２６日    採用候補者の面接（２次選考） 

                 人事委員会において適任者の選出 

          校長が選考の決定 

          運営委員会報告 

   ４月 １日    採用発令 

（３）一般教科・英語 

   １１月          校長，教務主事，学科主任において，教員公募について打ち合わせ 

  １１月２５日    教員の公募文書発送 

   １月１４日  公募締め切り 

   １月２６日  人事委員会（１次選考） 

                  応募者の中から１名を採用候補者として選出 

   ２月 ８日    採用候補者の面接（２次選考） 

                 人事委員会において適任者の選出 

          校長が選考の決定 

          運営委員会報告 

   ４月 １日    採用発令 

昇任について（平成１７年度昇任） 

（１）機械工学科 

    ２月          校長，教務主事，学科主任において，教員昇任人事について打ち合わせ 

   ２月１６日  人事委員会（１次選考）・・・昇任適任者の選出 

   ２月２４日    昇任適任者の面接（２次選考） 

          校長が選考の決定 

          運営委員会報告 

   ４月 １日    昇任発令 

（出典 選考経過（平成17年度採用・昇任）） 

 

資料３－２－①－３ 

各学科非常勤講師選考経過（平成 17 年度採用） 
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一般教科（英語等） 

   １０月          一般教科教室会議において，翌年度非常勤講師採用計画について検討 

  １１月１９日    教務委員会において，各学科非常勤講師採用計画の検討 

   １月２６日  教務委員会において，非常勤講師任用基準に基づき非常勤講師の資格 

          審査後・校長及び教務主事による面接・・・採用候補者の決定 

   ３月 ７日    採用候補者へ非常勤講師委嘱手続き 

   ４月 １日    非常勤講師採用発令 

 

機械工学科（機械工学概論等） 

   １０月          機械工学科教室会議において，翌年度非常勤講師採用計画について検討 

  １１月１９日    教務委員会において，各学科非常勤講師採用計画の検討 

   １月２６日  教務委員会において，非常勤講師任用基準に基づき非常勤講師の資格 

          審査後・校長及び教務主事による面接・・・採用候補者の決定 

   ３月 ７日    採用候補者へ非常勤講師委嘱手続き 

   ４月 １日    非常勤講師採用発令 

 

電気電子工学科（発変電工学等） 

   １０月          電気電子工学科教室会議において，翌年度非常勤講師採用計画について検討 

  １１月１９日    教務委員会において，各学科非常勤講師採用計画の検討 

   １月２６日  教務委員会において，非常勤講師任用基準に基づき非常勤講師の資格 

          審査後・校長及び教務主事による面接・・・採用候補者の決定 

   ３月 ７日    採用候補者へ非常勤講師委嘱手続き 

   ４月 １日    非常勤講師採用発令 

 

制御情報工学科（言語処理等） 

   １０月          制御情報工学科教室会議において，翌年度非常勤講師採用計画について検討 

  １１月１９日    教務委員会において，各学科非常勤講師採用計画の検討 

   １月２６日  教務委員会において，非常勤講師任用基準に基づき非常勤講師の資格 

          審査後・校長及び教務主事による面接・・・採用候補者の決定 

   ３月 ７日    採用候補者へ非常勤講師委嘱手続き 

   ４月 １日    非常勤講師採用発令 

 

建設システム工学科（応用土質工学等） 

   １０月          建設システム工学科教室会議において，翌年度非常勤講師採用計画について検

討 

  １１月１９日    教務委員会において，各学科非常勤講師採用計画の検討 

   １月２６日  教務委員会において，非常勤講師任用基準に基づき非常勤講師の資格 

          審査後・校長及び教務主事による面接・・・採用候補者の決定 

   ３月 ７日    採用候補者へ非常勤講師委嘱手続き 

   ４月 １日    非常勤講師採用発令 
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（出典 各学科非常勤講師選考経過（平成 17 年度採用）） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では，昇任，採用基準が明確かつ適切に定められ，適切に運用がなされている。 

 

観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。 

（観点に係る状況） 

点検・評価委員会，ＦＤ専門委員会の連携による教育活動に関する定期的な評価システムが整えら

れている(資料３－２－②－１から３－２－②－４)。また教員は教育研究活動の年次計画を立て，教

員が作成するカリキュラムに関しては外部の教育機関の評価を受けている（資料３－２－②－５）。

個々の教員は，自身の年度計画を立て，その達成度を評価し，校長に提出している。さらに教育活動

をポイントで評価するシステムが導入された。これには校長，三主事，各種委員会委員長，専攻科長，

学科主任の評価が加味され，予算に反映されている。予算配分を平成16年度より実施している。また，

学生保護者による授業参観の際に，授業参観アンケートを実施している（資料３－２－②－６）。 

 

資料３－２－②－１  

阿南高専における自己点検項目と主たる担当委員会 

 

項目･実施時期 計画・実施 点検・評価 

○研究活動等調べ 年度始め 5 月 運営委員会 運営委員会 

○教育研究活動自己申告書 年度始め 4 月 運営委員会 運営委員会 

○教育研究活動自己評価  年度末 3 月 運営委員会 運営委員会 

○シラバス実施確認表 毎時間 教務委員会 点検評価委員会 

○シラバス到達度チェック 学期末 ＪＡＢＥＥ委員会 点検評価委員会 

○カリキュラム外部評価  年 2 回程度 ＪＡＢＥＥ委員会 点検評価委員会 

○学生アンケート（マークカード・記述式）学期末 授業評価専門委員会 ＦＤ専門委員会 

○授業参観 教務委員会 点検評価委員会 

○夏期研修会 
教務委員会及び点検評価

委員会 
点検評価委員会 

                   （出典 阿南高専における自己点検項目と主たる担当委員会） 

 

資料３－２－②－２ 

阿南工業高等専門学校点検・評価委員会規則 

（平成16年４月１日） 

（規 則 第  2 7 号） 

（設置） 

第１条 阿南工業高等専門学校に阿南工業高等専門学校点検・評価委員会（以下「委員会」という）
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を置く。 

（審議事項） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

(1) 中期計画の達成度評価に関する事項 

(2) 自己点検評価に関する事項 

(3) 教員の自己点検の検証に関する事項 

(4) 教員のファカルティディベロップメント（以下「ＦＤ」という）に関する事項。 

(5) 教育方法改善等に関する事項 

(6) 授業評価に関する事項 

(7) 情報セキュリティの評価に関する事項 

(8) その他点検・評価に関する事項 

（組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 校長が指名する者３名 

(2) 一般教科教員のうちから選出された者１名 

(3) 各学科教員のうちから選出された者各１名 

(4) 専攻科担当教員のうちから選出された者１名 

（任期） 

第４条 前条に規定する委員の任期は，１年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の委員の任期は，

前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き，第３条第１号の委員をもって充てる。 

２  委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

３  委員長に事故あるときは，委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。 

（議事） 

第６条 委員会は委員の過半数が出席しなければ議事を開き，議決することができない。 

２  委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは委員長の決するところ

による。 

（審議結果） 

第７条 委員長は，委員会の審議結果を，速やかに校長に報告するものとする。 

（委員以外の者の出席） 

第８条 委員長が必要と認めるときは，委員会に委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができ

る。 

（専門委員会） 

第９条 委員会は，次の専門委員会を置く。 

(1) ＦＤ専門委員会 

(2) 授業評価専門委員会 

２  専門委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

（部会） 

第10条 委員会は，必要に応じて部会を置くことができる。 
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２  部会に関し必要な事項は，別に定める。 

（事務） 

第11条 委員会に関する事務は，庶務課及び学生課において処理する。 

（雑則） 

第12条 この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，別に定める。 

（出典 阿南工業高等専門学校点検・評価委員会規則） 

 

資料３－２－②－３ 

阿南工業高等専門学校ＦＤ専門委員会規則 

（平成16年４月１日） 

（規 則 第  2 8 号） 

（設置） 

第１条  この規則は，阿南工業高等専門学校点検・評価委員会規則第９条第２項の規定に，基づき阿

南工業高等専門学校ＦＤ専門委員会（以下「専門委員会」という。）に関し，必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第２条 専門委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

(1) 教職員のファカルティディベロップメント（以下「ＦＤ」という）に関する事項。 

(2) 教育方法等の改善に関する事項 

(3) その他ＦＤに関する事項 

（組織） 

第３条 専門委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 阿南工業高等専門学校点検・評価委員会（以下「点検・評価委員会」という。）副委員長 

(2) 点検・評価委員会副委員長の指名する者若干名 

２  点検・評価委員会副委員長が必要と認める教員を，その都度委員に加えることができる。 

（任期） 

第４条 前条第１項第２号に規定する委員の任期は，１年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の委

員の任期は，前任者の残任期間とする。 

（専門委員長） 

第５条 専門委員会に専門委員長を置き，点検・評価委員会副委員長をもって充てる。 

２  専門委員長は，専門委員会を招集し，その議長となる。 

３  専門委員長に事故あるときは，専門委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。 

（議事） 

第６条  専門委員会は，委員の過半数が出席しなければ議事を開き，議決することができない。 

２  専門委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは専門委 

員長の決するところによる。 

（委員以外の者の出席） 

第７条  専門委員長が必要と認めるときは，専門委員会に委員以外の者の出席を求め，意見を聴くこ

とができる。 

（部会） 

第８条  専門委員会は，必要に応じて部会を置くことができる。 
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２  部会に関し必要な事項は，別に定める。 

（事務） 

第９条  専門委員会に関する事務は，学生課教務係において処理する。 

（雑則） 

第10条  この規則に定めるもののほか，専門委員会の運営に関し必要な事項は，別に定める。 

（出典 阿南工業高等専門学校ＦＤ専門委員会規則） 

 

資料３－２－②－４ 

阿南工業高等専門学校授業評価専門委員会規則 

（平成16年４月１日） 

（規 則  第 2 9 号） 

（設置） 

第１条  この規則は，阿南工業高等専門学校点検・評価委員会規則第９条第２項の規定に基づき，阿

南工業高等専門学校授業評価専門委員会（以下「専門委員会」という。）に関し，必要な事項を定め

る。 

（審議事項） 

第２条  専門委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

(1) 授業評価に関する事項 

(2) 学生の授業アンケートに関する事項 

(3) その他学生達成度評価に関する事項 

（組織） 

第３条  専門委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 阿南工業高等専門学校点検・評価委員会（以下「点検・評価委員会」という。）副委員長 

(2) 点検・評価委員会副委員長の指名する者若干名 

（任期） 

第４条 前条第２号に規定する委員の任期は，１年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の委員の任

期は，前任者の残任期間とする。 

（専門委員長） 

第５条 専門委員会に専門委員長を置き，点検・評価委員会副委員長をもって充てる。 

２  専門委員長は，専門委員会を招集し，その議長となる。 

３  専門委員長に事故あるときは，専門委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。 

（議事） 

第６条  専門委員会は，委員の過半数が出席しなければ議事を開き，議決することができない。 

２  専門委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは専門委 

員長の決するところによる。 

（審議結果） 

第７条  専門委員長は，専門委員会の審議結果を，速やかに点検・評価委員会委員長に報告するもの

とする。 

（委員以外の者の出席） 

第８条  専門委員長が必要と認めるときは，専門委員会に委員以外の者の出席を求め，意見を聴くこ
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とができる。 

（部会） 

第９条  専門委員会は，必要に応じて部会を置くことができる。 

２  部会に関し必要な事項は，別に定める。 

（事務） 

第10条  専門委員会に関する事務は，学生課教務係において処理する。 

（雑則） 

第11条  この規則に定めるもののほか，専門委員会の運営に関し必要な事項は，別に定める。 

（出典 阿南工業高等専門学校授業評価専門委員会規則） 

 

資料３－２－②－５ 

カリキュラム外部評価 

 

阿南高専カリキュラム評価コメント 

 

                    外部評価委員名           印 

                    所属機関・職名 

 

科目名；                           

本科目の関連する学習･教育目標              

担当教員氏名                          

〇シラバスについて 

国際水準に達した教育内容である。 

（ 1.そうである  2.やや，そうである  3.やや，そうでない   4.そうでない ） 

コメント 

 

〇教科書について 

 国際水準に達する教育のできる教科書である。 

（ 1.そうである  2.やや，そうである  3.やや，そうでない   4.そうでない ） 

コメント 

 

〇試験問題について 

 国際水準として評価できうる試験問題である。 

（ 1.そうである  2.やや，そうである  3.やや，そうでない   4.そうでない ） 

コメント 

 

〇上記項目以外のコメント 

 

〇学習・教育目標について 

学習･教育目標（Ａ）～（Ｅ）の各項目は，阿南高専の技術者教育プログラムの特色を出し，評価可能で適切なもの
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であると思いますか。 

（ 1.そう思う  2.ややそう思う   3.やや思わない   4.思わない ） 

コメント 

 

 

 

 

平成１６年度 カリキュラム外部評価コメントへの見解と対応 

 

 科目コード  

 授業名  

 教員名  

 

 外部評価委員名  

 同所属機関・職名  

 

 １．シラバスについて  

 

 

 ２．教科書について  

 

 

 ３．試験問題について  

 

 

 ４．上記項目以外のコメント  

 

（出典 カリキュラム外部評価） 

 

資料３－２－②－６ 

平成17年度授業参観アンケート 

 

平成１７年度授業参観，担任・高専アンケート 



阿南工業高等専門学校 基準３ 

- 69 - 

 このアンケートは，【授業参観について】と【担任・高専について】（裏面）の２部で構成して

います。 

 授業参観なさっていない方も，【担任・高専について】にはご回答ください。 

 お手数ですが，ぜひご協力ください。提出先・ご記入用のスペースは，保護者懇談会受付です。 

◎授業参観について  ※授業参観なさっていない方は，記入の必要はありません。 

裏面のみご記入ください。 

 

  本校の授業を参観してくださり，ありがとうございました。 

  このアンケートは，授業参観をいっそう有意義なものにするための資料とします。 

 

 （１）参観学年・クラス・校時を○で囲み，参観時間をご記入ください。 

      【学 年】  １・２・３・４・５      【学 年】 １・２・３・４・５ 

     【クラス】  Ｍ（機械）          【クラス】  Ｍ（機械） 

           Ｅ（電気・電気電子）            Ｅ（電気・電気電子） 

           Ｓ（制御情報）               Ｓ（制御情報） 

           Ｃ（建設システム）              Ｃ（建設システム）               

     【校 時】 １･２校時           【校 時】  １･２校時 

           ３･４校時                  ３･４校時 

           ５･６校時                  ５･６校時 

           ７･８校時                  ７･８校時 

    【参観時間】約〔   〕分         【参観時間】約〔   〕分 

                                                      

 （２）以下の項目について，ご意見をお聞かせください。 

    各問いずれか一つを○で囲み，『よくない』と答えられた場合は理由を記入してください。 

   【実施時期・時間について】 

      Ａ：よい 

     Ｂ：よくない 

     理由                                      

 

   【実施方法について】 

       Ａ：よい 

     Ｂ：よくない 

     理由                                      

                                    

 （３）授業参観に参加された動機，目的をお教えください。 

    該当するものすべてを，○で囲んでください。 

         Ａ：子供のふだんの授業態度等を知りたかったため 

        Ｂ：阿南高専での授業内容・方法に興味があったため 

        Ｃ：担任の先生と懇談をしたかったため 
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        Ｄ：その他                                    

 

  (４)その他授業参観に関して，ご意見を記入してください。 

 

 

 

 

 

                                裏面もご記入ください。 

◎担任・高専について 

 保護者参観においでくださり，ありがとうございました。 

 このアンケートは，担任指導・高専の取り組みをいっそう有意義なものにするための資料と

します。 

 （１）担任教員へのご意見・ご要望を，記入してください。 

 現担任だけでなく，担任教員全般に求めることもお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 （２）阿南高専へのご意見・ご要望（担任に対するものを除く）を，記入してください。 

 

 

 

 

 

 

（３）阿南高専では，以下のような「めざすエンジニア像」「学習・教育目標」を設定しています。

これらにつきましてご意見がありましたら記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 阿南高専のめざすエンジニア像 
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「核となる分野に関する確固たる知識をベースとしてもち，その方法論・実践力を幅広い工学分

野を対象として創造的に活用できる可能性をもったエンジニア」 

 

 阿南高専の学習・教育目標 

  （A）国際人としての教養を身に付け，人間社会や自然環境に対して責任感及び倫理観を持つ技

術者を養成する。 

  （B）社会が要求している問題を見出し，数学・自然科学・情報技術を利用しながら問題解決を

計画的に遂行できる技術者を養成する。 

  （C）日本語で論理的に記述・討論ができ，専門分野において国際的にコミュニケーションがと

れ，表現力豊かに口頭発表ができる技術者を養成する。 

  （D）継続して専門知技術や知識を学習する習慣を身に付け，複合的な技術開発を進められる能

力を持った技術者を養成する。 

  （E）「もの作り」を重視し，技術的構想や創造的思考を実現させるためのデザイン能力を有す

る技術者を養成する。 

 

 ○ご協力ありがとうございました。 

（出典 平成17年度授業参観アンケート） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教育活動に関する定期的な評価システムが構築され，教育活動に対する評価システムとして，教育

業績ポイントにより，予算が適切に配分されており，実際に評価が行われている。 

 

３－３ 教育課程を遂行するために必要な教育支援者が適切に配置されていること。 

観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

学生課事務職員は，本科の教務を担当する教務係に４名，専攻科を担当する専攻科係に１名，学生

の生活指導を担当する学生係に３名，学生寮を担当する寮務係に２名，看護等の学生支援に３名の計

13名が配置されている（資料３－３－①－１，資料３－３－①－２）。技術職員は，機械・メカトロ

系担当の第１グループ５名，電気電子担当の第２グループ４名，構造設計担当の第３グループ３名に

分かれ，計12名でもの作り教育を支援している（資料３－３－①－３，資料３－３－①－４）。平成

16年度より，技術職員は学生課所属から教務主事直属になり，教育連携専門委員会で教員との連携を

図り，教育目標の達成に貢献している。 
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資料３－３－①－１ 

 

（出典 平成17年度『高専生活のてびき』181頁） 

 



阿南工業高等専門学校 基準３ 

- 73 - 

資料３－３－①－２ 

学生課運営機構図 

 

 

 

（出典 学生課運営機構図） 

教務係員 
教務係員 
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資料３－３－①－３ 

本校Ｗｅｂサイトの技術室のスタッフ箇所 

 

（出典 阿南高専Ｗｅｂサイト（http://www.anan-nct.ac.jp/gcenter/gijyutsu/）） 
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資料３－３－①－４ 

平成17年度技術職員別実験実習時間表 

 

（出典 平成17年度技術職員別実験実習時間表） 
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（分析結果とその根拠理由）  

もの作り教育を支援するため，事務職員を適正に配置している。技術職員を専門科目だけでなく一

般科目の実験にも配置し，５ヵ年一貫教育をより効果的なものにしている。また，事務職員，技術職

員の所属ならびに配置が，最適なものになるように継続的に組織を改善している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 一般科目，専攻科の授業科目担当教員は，ほぼ適切に配置させている。バランスの取れた年齢構成

であり，様々な教育経歴や実務経験を持った教員を有しており，博士号取得者も70％を超えている。 

教育活動に関する評価システムが整えられており，適切に運用されている。技術職員と教員は，教育

連携専門委員会において，教育目標達成のため連携している。 

 教員の採用，ならびに昇格は透明性の高い状態で行われている。 

（改善を要する点）  

専門科目の教員配置で，人数，役職の面でバランスにかけた点があり，改善が必要である。 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

 もの作りを中心とした技術者教育のため，一般科目教員，専門科目担当教員ならびに専攻科授業担

当教員が適切に配置されており，本科，専攻科において継続した教育システムが構築されている。企

業，大学の勤務経験のある教員も多く，年齢構成のバランスも取れている。教員の採用，昇格も明文

化され適切に実施されている。教員の教育活動評価には，教員自身の年度計画と達成度の評価を加味

した自己申告，ならびに学科主任，各種委員会委員長，三主事，専攻科長及び校長による評価を加え

たポイント制を設け，ポイントに応じた予算配分が行われている。もの作り教育を支援するため，事

務職員，技術職員についても適切に配置され，教員と協力して教育の目的を達成できる体制が構築さ

れている。 
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基準４ 学生の受入 

４－１ 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜の基本方針が記載されたアドミッシ

ョン・ポリシーが明確に定められ，公表，周知されていること。 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本

方針などが記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職

員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の教育目的に沿って，準学士課程入学生，準学士課程編入学生，専攻科入学生に対して以下の

アドミッション・ポリシーを設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－１－①―１

準学士課程のアドミッション・ポリシー 

 

 阿南工業高等専門学校は，しっかりした専門知識を，社会の中で実践的に活用できる可能

性をもつエンジニアの育成をめざします。 

 そのために必要な，次のような能力などの育成に向けて，揺らぐことのない目的意識と強

い意欲をもつ人を求めています。 

  ○エンジニアとしての責任感と倫理観 

  ○問題の解決能力 

  ○豊かなコミュニケーション能力 

○ 自立的な学習能力 

（出典 平成 17 年度 学生募集要項入学案内）

資料４－１－①－２

準学士課程編入学生のアドミッション・ポリシー 

 

 阿南工業高等専門学校は，専門分野における確固たる知識を基盤に，幅広い工学分野に

おいて，その知識を創造的かつ実践的に活用できる可能性をもつエンジニアの育成をめざ

します。そのために必要な，次のような能力・素養等の修得・育成に，揺らぐことのない

目的意識と強い意欲をもつ人を求めています。 

  ○国際人としての教養 

  ○社会・自然への責任感と倫理観 

  ○問題の発見・解決能力 

  ○幅広いコミュニケーション能力 

  ○自律的かつ柔軟な学習能力 

○ 「もの作り」につながる創造的思考力 

（出典 平成 17 年度 編入学生募集要項）
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 アドミッション・ポリシーの公表・周知について，準学士課程入学試験については，徳島県全域，

兵庫県（淡路島），高知県（一部）の中学校への訪問を校長，教務主事，教務主事補が中心となって

行い，進学に関する説明，アドミッション・ポリシーの概要についての周知を行っている（資料４－

１－①―４）。平成 16 年度は 178 校の中学校への訪問を実施した。 

 また，中学校生徒，保護者，中学校教員に向けた進学説明会を 11 月頃に徳島県西部地区で行なっ

てきた。その際，募集要項に関する説明も行っておりアドミッション・ポリシーの周知もなされてい

る。平成 17 年度には徳島市においても開催する予定で，より幅広い周知・公表を実施して行く予定

である。 

 ８月下旬に本校の１日体験入学を中学校生徒向けに実施している。生徒の付き添いとして教員，保

護者も参加しており，進学・入学検査に関する説明を全体に行っている。平成 16 年度は 66 校の中学

校が参加し，生徒は 271 名，教員は 59 名，保護者は 46 名の参加があった。 

 本校のＷｅｂサイトの入試情報に入学試験に関する情報が載せられており，アドミッション・ポリ

シーについても周知・公表がなされている（資料４－１－①―５）。 

 準学士課程編入学検査については，編入学生募集要項にアドミッション・ポリシーは明記されてお

り，周知公表がなされている。また，本校のＷｅｂサイトの入試情報にアドミッション・ポリシーが

公開されており，周知・公表がなされている（前述資料４－１－①―５）。 

 専攻科入学検査についてもアドミッション・ポリシーは，阿南高専Ｗｅｂサイトにおいて社会に公

開されており（前述資料４－１－①―５），専攻科学生募集要項にも記載している（前述資料４－１

－①―３）。在学生には，各科進学担当教員から希望学生に対して専攻科入学検査に関する説明が個

別にされている。準学士課程３年生には，ロングホームルーム（ＬＨＲ）の中で専攻科及びＪＡＢＥ

Ｅ教育プログラムについての説明がされている（資料４－１－①―６）。 

 

 

 

資料４－１－①―３

専攻科のアドミッション・ポリシー 

 

 専門分野における確固たる知識を基盤に，幅広い工学分野において，その知識を創造的

かつ実践的に活用できる可能性をもつエンジニアの育成をめざします。そのために必要

な，次のような能力・素養等の修得・育成に，揺らぐことのない目的意識と強い意欲をも

つ人を求めています。 

  ○国際人としての教養 

  ○社会・自然への責任感と倫理観 

  ○問題の発見・解決能力 

  ○幅広いコミュニケーション能力 

  ○自律的かつ柔軟な学習能力 

○ 「もの作り」につながる創造的思考力 

（出典 平成17年度 専攻科学生募集要項入学案内）
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資料４－１－①―４

学校説明会用資料 

 
（出典 学校説明会用資料（平成 17 年度））

資料４－１－①―５

入試情報 

 

入試情報のページ 

 

平成 18 年度専攻科入学者学力による選抜合格発表（H17/7/7(木) 午前 10:00）  

 

１． 本科入学検査  

アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）  

 阿南工業高等専門学校は，しっかりした専門知識を，社会の中で実践的に活用できる可能性を

もつエンジニアの育成をめざします。そのために必要な，次のような能力などの育成に向けて，

揺らぐことのない目的意識と強い意欲をもつ人を求めています。 

 ○エンジニアとしての責任感と倫理観 

 ○問題の解決能力 

 ○豊かなコミュニケーション能力 

 ○自立的な学習能力  

    

２．本科 4 年次編入学検査 

アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）  

 阿南工業高等専門学校は，専門分野における確固たる知識を基盤に，幅広い工学分野におい

て，その知識を創造的かつ実践的に活用できる可能性をもつエンジニアの育成をめざします。そ

のために必要な，次のような能力・素養等の修得・育成に，揺らぐことのない目的意識と強い意

欲をもつ人を求めています。 

 ○国際人としての教養 

 ○社会・自然への責任感と倫理観 
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 ○問題の発見・解決能力 

 ○幅広いコミュニケーション能力 

 ○自律的かつ柔軟な学習能力 

○ 「もの作り」につながる創造的思考力    

 

３．専攻科入学検査 

アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）  

 専門分野における確固たる知識を基盤に，幅広い工学分野において，その知識を創造的かつ実践的

に活用できる可能性をもつエンジニアの育成をめざします。そのために必要な，次のような能力・素

養等の修得・育成に，揺らぐことのない目的意識と強い意欲をもつ人を求めています。 

 ○国際人としての教養 

 ○社会・自然への責任感と倫理観 

 ○問題の発見・解決能力 

 ○幅広いコミュニケーション能力 

 ○自律的かつ柔軟な学習能力 

○「もの作り」につながる創造的思考力   

（出典 阿南高専Ｗｅｂサイト「入試情報」）

資料４－１－①―６

ＬＨＲの実施内容 

（出典 ３年生ホームルーム計画（平成 17 年度））
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 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜の基本方針などが記載されたアドミッション・ポ

リシーを明確に定め，準学士課程入学生，準学士課程編入学生，専攻科入学生における学生募集要項

に明記されている。また，本校Ｗｅｂサイトの中の入試情報においてアドミッション・ポリシーが記

載されている。本校の教職員はこのことを承知しており，本校Ｗｅｂサイトにアクセスすることによ

り，アドミッション・ポリシーを周知している。また，上記Ｗｅｂサイトは本校以外の者もアクセス

可能であり，将来の学生を含め社会に公表されている。しかし，本校教職員に対してアドミッション

・ポリシーの内容，周知・公表等についてのアンケートは実施されておらず，今後は本校教職員に対

するアンケートを実施する予定である。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

上述のように，アドミッション・ポリシーが明確に定められ，それが学校の教職員に十分周知され

ている。学生個別に対する公表・周知もなされている。 

また，将来の学生を含め社会に公表されている。 

 

４－２ 入学者の選抜が，アドミッション・ポリシーに沿って適切な方法で実施され，機能し

ていること。 

観点４－２－①： アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，

実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 具体的な選抜方法として，準学士課程１年次への入学検査については，推薦による選抜と学力によ

る選抜がある。 

 推薦による選抜では中学校長から推薦のあった者に対して面接を行い，推薦書，調査書を併せて評

価し運営委員会にて合格者を決定している。推薦基準については募集要項に明記されている。 

 学力による選抜では，数学，英語，国語，理科，社会の学力試験の成績と調査書の成績の合計を基

本データとして行っている。 

 準学士課程４年次への編入学検査については，高等学校長から推薦を受けている者に対して，数

学，英語，専門の学力選抜及び面接を行い，運営委員会にて合格者を決定している。 

 専攻科への入学検査については，推薦選抜，学力選抜，社会人特別選抜による入学試験がある。そ

れぞれの合否判定は，校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科長，各科主任による運営委員会

において行っている。 

 推薦選抜は，推薦書，調査書及び各専攻における口頭試問の結果を総合的に評価し判定している。 

 学力選抜は，調査書，数学及び英語の筆記試験ならびに各専攻における口頭試問の結果を総合的に

評価し判定している。 

 社会人特別選抜は，企業等の長から提出される推薦書，調査書，各専攻における口頭試問及び英語

筆記試験の結果を総合的に評価し判定している。ただし，出願日２年以内にＴＯＥＩＣ公開テストま

たはＴＯＥＩＣ ＩＰテストにおいて 350 点以上の成績を有する者は，英語筆記試験を免除する場合

がある。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 入学者の選抜は，推薦による選抜及び学力により行われており，いずれの選抜も推薦書ならびに調
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査書も併せて評価している。推薦による入試選抜では面接における口頭試問でアドミッション・ポリ

シーに沿った試問を行い，本校の求める学生の受入を目的に総合的な判定がなされている。一方，学

力選抜では面接を行っていないが，学生募集要項にアドミッション・ポリシーを明記していることか

ら受験生に周知が出来ている。 

 

観点４－２－②： アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうか

を検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

（観点に係る状況）  

入学選抜の改善は，運営委員会，教務委員会，そして専攻科運営委員会において検討されている。

アドミッション・ポリシーに沿った学生の受け入れに関しては，本校の目的が「創造力豊かな実践的

技術者を養成する」ことであることを，中学校における進学説明会等で十分な周知を行っている。そ

れに沿った学生を優先的に確保する目的で，これまで準学士課程推薦入試について，中学校一校あた

りの推薦者数の拡大,ならびに一学科への推薦者数の制限の撤廃などについて改善を重ねてきた。平

成 18 年度準学士課程入学生に対しては，選抜検査，調査書等の配点について数学と英語を重視した

傾斜配点を導入することとなっており，本校の求める学生をより優先的に受け入れる予定である。ま

た，専攻科については，平成 18 年度募集要項から推薦選抜においてＴＯＥＩＣ得点を出願要件に追

加している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 運営委員会，教務委員会，専攻科運営委員会においてアドミッション・ポリシーに沿った学生の受

け入れをするための改善は検討されているが，在学生，卒業生及び修了生の追跡調査は現在調査中で

あり，今年中には調査結果をまとめる予定である。 

 

４－３ 実入学者が，入学定員と比較して適正な数となっていること。 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況）  

 準学士課程においては過去５年間大幅に定員を越える，または下回る状況にない（資料４－３－①

―１）。 

 編入学者数についても，毎年各科０～３名程度であり，総入学定員を大幅に越えない数となってい

る（資料４－３－①－２）。 

 専攻科入学者数は，過去５年間で27名，20名，17名，27名，24名となっており，24名の入学者数で

は1.5倍の入学者数となっている（資料４－３－①―３）。しかしながら，これは専攻科の充実を図

るという積極的な目的を持って意識的に行われており，十分な教員組織，教育体制により対応ができ

ている。例えば，阿南高専「創造技術システム工学」教育プログラムにおける学習保証時間において

2500時間を越える十分な指導ができている。専攻科修了生の学位取得状況も良好である（資料４－３

－①―４）。 
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資料４－３－①－１

準学士課程入学者数 

 入学定員 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 

機械工学科 40 40 40 42 41 41 

電気電子工学科 40 41 41 41 40 40 

制御情報工学科 40 41 40 41 43 40 

建設システム工学科 40 40 41 40 43 42 

（出典 在学状況表（準学士課程））

資料４－３－①－３

専攻科入学者数 

 

 入学定員 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 

構造設計工学専攻 8 13 12 9 11 15 

電気・制御システム工学専攻 8 14 8 8 16 9 

合計 16 27 20 17 27 24 

（出典 在学状況表（専攻科））

資料４－３－①－４

専攻科修了生学位取得状況 

 

構造設計工学専攻 電気･制御システム工学専攻 計  

修了者数 申請者数 取得者数 修了者数 申請者数 取得者数 修了者数 申請者数 取得者数 

14年度 11 11 10 13 13 12 24 24 22 

15年度 12 12 12 7 7 7 19 19 19 

16年度 7 7 7 6 6 6 13 13 13 

（出典 学位取得状況表（専攻科））

資料４－３－①－２

準学士課程編入学者数 

 入学定員 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 

機械工学科 若干名 0 0 2 0 0 

電気電子工学科 若干名 1 1 2 3 1 

制御情報工学科 若干名 2 1 2 0 2 

建設システム工学科 若干名 0 0 1 0 0 

（出典 準学士課程編入学者数）
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（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程では，適正な入学定員の確保が十分できている。専攻科では入学者数が大幅に超える状

況になっているが十分な教育指導体制を取っていて，指導時間の確保ができている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 募集要項，本校Ｗｅｂサイトにアドミッション・ポリシーに関する記述がなされ，中学校に対して

は徳島県全域，兵庫県（淡路島），高知県の一部に対して学校訪問をし，徳島県内地区説明会などで

直接生徒，保護者，中学校教員への周知を行っている。また，入学者に対してもアドミッション・ポ

リシーに沿った選抜が実施されている。 

（改善を要する点）  

 学生受入に関する方針の策定，選抜検査の審査，改善などについては，現在，卒業生，修了生に対

する追跡調査を行っているところであり，まだ十分な施策がとられていない。今年中には調査結果を

まとめ，教務委員会で調査書や面接，学力試験結果の配点比ならびに推薦入学選抜の割合などについ

て現行の入学者選抜条件，選抜方法を再検討する予定である。 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

 本校の学習・教育目標に沿って，準学士課程入学生，準学士課程編入学生，専攻科入学生に対して

アドミッション・ポリシーを設定している。また，入試説明会資料，募集要項，本校Ｗｅｂサイトに

おいてアドミッション・ポリシーは公表されており，中学校訪問，入試説明会等でも直接的に周知・

公表がなされている。 

 入学者選抜については，準学士課程入学検査では推薦選抜，学力選抜が実施され，編入学検査では

学力選抜(面接を含む)を，専攻科入学検査では推薦選抜，学力選抜，社会人特別選抜による入学試験

が実施されている。それぞれの合否判定は運営委員会において行っている。 

 入学選抜の改善は，運営委員会，教務委員会，そして専攻科運営委員会において検討されているが，

在学生，卒業生及び修了生の追跡調査は現在調査中であり，今年中には結果をまとめる予定である。 

 入学定員については，準学士課程は適正な人数となっており問題はない。専攻科課程は定員より多

い場合もあるが，十分な教員組織で対応ができている。 
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基準５ 教育内容及び方法 

＜準学士課程＞ 

５－１ 教育課程が教育の目的に照らして体系的に編成されており，その内容，水準が適切であるこ

と。 

（１）観点ごとの分析 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程の体系性が確保されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 

（観点に係る状況） 

観点１－１－①で述べたとおり，平成８年度に掲げた本校の教育目標を，平成14年度より具体的な

表現（Ａ）～（Ｅ）に改訂した。さらに一般教科及び専門学科における教育目標も同年に設定した。

これを受け，平成15年度以降に一般教科及び各専門学科の教育課程を改定している。 

一般教科においては，教育目標（Ａ）及び（Ｃ）の達成，並びに，教育目標（Ｂ）における数学や

自然科学の知識を習得できることに留意して教育課程を編成した（資料５－１－①－１，５－１－①

－２）。具体的には，「国際人としての教養を身に付け，人間社会や自然環境に対して責任感及び倫

理観を持つ技術者を養成する。」という教育目標（Ａ）に対して，社会科，英語，保健系科目，体育

を配当している。また「日本語で論理的に記述・討論ができ，専門分野において国際的にコミュニケ

ーションがとれ，表現力豊かに口頭発表ができる技術者を養成する。」という教育目標（Ｃ）に対し

ては，日本語と英語を配当している。なお外国語習得には反復が重要である理由から，英語は全学年

に配当している。さらに「社会が要求している問題を見出し，数学・自然科学・情報技術を利用しな

がら問題解決を計画的に遂行できる技術者を養成する。」の教育目標（Ｂ）に対しては，数学，物理，

化学を配当している。特に数学については，現行の中学校教育課程との接続に配慮して文科省の検定

済み教科書を採用しながらも（資料５－１－①－３），専門学科で必要な数学知識もカバーするため

に３年次に微分方程式を教授するなどの工夫をしている（資料５－１－①－４）。 

また専門学科においては，一般科目と専門科目とを有機的に結合した楔形教育の実現（資料５－１

－①－５），並びに教育目標（Ｂ）と（Ｄ）の達成に留意し，さらには教育目標（Ｅ）の達成，すな

わちもの作りを重視した専攻科課程までの７年間一貫教育課程の実現にも留意した（資料５－１－①

－６から５－１－①－14）。具体的には，前述の教育目標（Ｂ）において，情報技術を習得させるた

めに情報リテラシーを１～３年次に配当し，４～５年次においては自然科学の応用系科目（応用数学

と応用物理）を配当している。さらには数学，自然科学，情報技術を利用しなければ問題解決ができ

ない専門科目も配当している。「継続して専門技術や知識を学習する習慣を身に付け，複合的な技術

開発を進められる能力を持った技術者を養成する。」の教育目標（Ｄ）に対して，低学年では専門基

礎科目を，高学年では専門科目をそれぞれ配当している。「もの作りを重視し，技術的構想や創造的

思考を実現させるためのデザイン能力を有する技術者を養成する。」の教育目標（Ｅ）に対しては，

実験実習系科目を中心とした専門科目を配当している。 

 次に学科の専門に照らした教育課程の体系性について述べる。全学科とも，準学士課程ではもの作

り基盤技術を習得させることを目標に教育課程を編成している（前述資料１－１－①－３）。特に，

機械工学科では機械工学基礎を，電気電子工学科では電気基礎・演習を，制御情報工学科では制御情
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報基礎実習を，建設システム工学科では建設システム工学概論をそれぞれ１年次に配当し，これらを

新入生への導入科目として位置付けて専門分野の平易な内容を教授するよう工夫している。また，専

門分野のもの作りに欠かすことのできない知識や技術の習得を義務づけるために専門分野の核となる

科目（講義及び実験実習）を必修科目として定め，さらに実験実習系科目を全学年に配当するなどし

てもの作り重視の教育課程を編成している（前述資料５－１－①－６から５－１－①－14）。なお観

点２－２－①で述べたとおり，教育課程の編成にあたり，教育課程全体の企画及び調整を検討する教

育連携専門委員会を組織し，教育の質の向上という観点からさまざまな教育連携度を高めるための議

論を重ね，教育課程の改定を継続している。 

 各科目の授業内容は，教育目標（Ａ）～（Ｅ）に基づいて科目担当教員がその達成目標（学生の到

達目標）を立てシラバスに記載している。また各科目がどの教育目標を達成するために配当されてい

るのかを示すために，授業内容と教育目標との関連性もシラバスに記載している（資料５－１－①－

15）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－１－①－１

教育目的に照らした科目系統図（一般教科） 

 

（出典 教育目的に照らした科目系統図）
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資料５－１－①－２

平成 17 年度教育課程表（一般教科） 

 

 

（出典 『高専生活のてびき』（平成 17 年度）94 頁）
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資料５－１－①－３

数学における文科省検定済み教科書の採用など 

 

（出典 教務委員会議録，平成 16 年７月 12 日）
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資料５－１－①－４

数学科における教授内容 

 

（出典 教務委員会議資料，平成 16 年７月 12 日）
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資料５－１－①－５

一般科目と専門科目の学年別配当単位数 

 

（注）各図とも横軸は単位数を表す。

 

 

（出典 一般科目と専門科目の学年別配当単位数）
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資料５－１－①－６

教育目的に照らした科目系統図（機械工学科） 

（出典 教育目的に照らした科目系統図）
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資料５－１－①－７

教育目的に照らした科目系統図（電気電子工学科） 

 

（出典 教育目的に照らした科目系統図）
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資料５－１－①－８

教育目的に照らした科目系統図（制御情報工学科） 

 

（出典 教育目的に照らした科目系統図）
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資料５－１－①－９

教育目的に照らした科目系統図（建設システム工学科） 

 

（出典 教育目的に照らした科目系統図）
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資料５－１－①－10

平成 17 年度教育課程表（機械工学科） 

 

（出典 『高専生活のてびき』（平成 17 年度）99 頁）
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資料５－１－①－11

平成 17 年度教育課程表（電気電子工学科） 

 

（出典 『高専生活のてびき』（平成 17 年度）104 頁）



阿南工業高等専門学校 基準５ 

- 97 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－１－①－12

平成 17 年度教育課程表（制御情報工学科） 

 

 

（出典 『高専生活のてびき』（平成 17 年度）109 頁）
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資料５－１－①－13

平成 17 年度教育課程表（建設システム工学科） 

 

（出典 『高専生活のてびき』（平成 17 年度）114 頁）
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資料５－１－①－14

本校が目指すもの作り教育の概要 

 

（出典 本校Ｗｅｂサイト，http://www.anan-nct.ac.jp/monozukuri/）
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資料５－１－①－15

シラバスの記載例 

 

（出典 『シラバス』（平成 17 年度）180 頁）
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（分析結果とその根拠理由）  

 教育の目的を達成するために，一般教科と専門科目の配当単位数が楔形になるよう学年ごとに適切

に配置しており，教育課程の体系性が充分に確保されている。また学科の専門に照らしても，もの作

り基盤技術の教育という観点から，その体系性が充分に確保されている。各科目の授業内容について

は，授業内容と教育目標との関連性をシラバスに記載しており各科目が教育目的を達成するための適

切な授業内容になっていることを示している。さらに教育課程の企画及び調整を行う組織が存在し，

種々の教育連携度を高めるための方策について議論を重ねつつ教育課程の改定を実施している。 

 

観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えら

れる。）に配慮しているか。 

（観点に係る状況） 

 各方面からの教育的ニーズを収集する取り組みとして，在校生，本科卒業生，専攻科修了生及び企

業に対するアンケート（資料５－１－②－１から５－１－②－４），ご意見・ご要望窓口を本校Ｗｅ

ｂサイト上に開設（資料５－１－②－５），並びに教育課程に対する外部評価を実施している（資料

５－１－②－６）。平成 15 年度に実施した企業や専攻科修了生に対するアンケートの集計結果から，

国際的コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力及びもの作り能力の強化を求める意見が多

く見られた（資料５－１－②－７）。このアンケートは本科４年次から専攻科２年次までの４年間の

ＪＡＢＥＥ教育プログラムを対象にしたものであるが（資料５－１－②－８），専攻科教育課程との

連携に考慮しつつ準学士課程全体の改定も必要であることを認識した。関係する委員会等で検討した

結果，一般教科においては英語，国語の教育課程を見直し（資料５－１－②－９），専門学科におい

てはもの作りを重視した教育課程へ改定した（資料５－１－②－10）。 

また，４年次にインターンシップ，四国地区高専との連携・交流事業に伴う特別講義を実施してお

り（資料５－１－②－11），各実習を受講して合格に値すると認められた場合には，４年次に開講し

ている校外実習の単位として認定している（資料５－１－②－12）。その他，米国カリフォルニア州

ソノマ州立大学と教育連携に関する覚書を交わし（資料５－１－②－13），海外での語学研修や企業

訪問ができるよう学生への便宜を図っている。平成 17 年度には，この語学研修に対して３名の学生

が参加を希望している。 

 補充教育については，外国人留学生，本科４年次編入生，各科目の理解度不足学生に対して実施し

ており，その詳細は観点７－１－⑤にて述べる。 
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資料５－１－②－１

在校生に対する要望アンケート（様式） 

 

（出典 平成 17 年度学生要望アンケート（実施時期：平成 17 年６月 20 日～30 日の間））
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資料５－１－②－２

本科卒業生に対するアンケート（様式） 

 

（出典 阿南高専卒業生に対するアンケート（実施時期：平成 17 年６月 23 日～））
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資料５－１－②－３

専攻科修了生に対するアンケート（様式） 

 

（出典 阿南高専専攻科修了についてのアンケート）
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資料５－１－②－４

企業に対するアンケート（様式） 

 

（出典 企業に対するアンケート（実施時期：平成 15 年 12 月８日））
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資料５－１－②－５

Ｗｅｂサイト上でのご意見・ご要望窓口の開設 

（出典 本校Ｗｅｂサイト，http://www.anan-nct.ac.jp/mailtable.html）
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資料５－１－②－６

実験系科目に対する外部評価 

 

（出典 ＪＡＢＥＥ保管資料 1-141 頁，電気電子工学科会議資料（平成 15 年 11 月 26 日など））
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資料５－１－②－７

専攻科修了生及び企業アンケート結果（自由記述部分） 

 

＜専攻科修了生からの要望＞ 

 

 

 

 

 

＜企業からの要望＞ 

 

 
 

（出典 ＪＡＢＥＥ検討委員会資料（平成 17 年 12 月 16 日））
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資料５－１－②－８

本校のＪＡＢＥＥ教育プログラム 

 

（出典 本校Ｗｅｂサイト，http://www.anan-nct.ac.jp/annnai/jabee/）
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資料５－１－②－９

一般教科における教育課程の見直し 

 

（出典 教育連携専門委員会議録（平成 16 年７月５日））
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資料５－１－②－10

もの作り教育への改定 

 

（出典 教育連携専門委員会及びＪＡＢＥＥ委員会との合同委員会議事録（平成 16 年８月５日））
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資料５－１－②－11

四国地区高専との連携・交流事業に伴う特別講義の実施要項 

 

（出典 四国地区高専との連携・交流事業に伴う特別講義の実施要項）
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資料５－１－②－12

四国地区高専との連携・交流事業に伴う特別講義の単位認定実績 

 

（出典 教務委員会議事録（平成 16 年 11 月 19 日））
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資料５－１－②－13

ソノマ州立大学との教育連携締結の覚書 

 
 

（出典 ソノマ州立大学との教育連携締結の覚書）
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（分析結果とその根拠理由） 

 学生や社会からの教育的ニーズ並びに学術の発展動向を調査する機会を設けている。各方面からの

意見や要請を受けて教育課程の改定を継続しつつ，インターンシップ，他の高等教育機関との連携事

業，海外での語学研修制度などの充実化も継続して実施している。なお他の高等教育機関との単位互

換制度の締結については現在検討中である。 

 

５－２ 教育課程を展開するにふさわしい授業形態，学習指導法等が整備されていること。 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

（観点に係る状況） 

観点５－１－①で述べたとおり，一般教科では主に教育目標（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）を達成するた

めの科目を配当し，専門学科では主に教育目標（Ｂ），（Ｃ），（Ｄ），（Ｅ）を達成するための科

目を配当している。一般科目の授業形態は基本的に講義及び演習で構成し（前述資料５－１－①－

１），専門学科における科目の授業形態は講義と実験実習系科目で構成している（前述資料５－１－

①－６から５－１－①－９）。以下，一般教科と専門学科の別に，具体的な授業形態について述べる。 

一般科目の基本的な授業形態は講義としているが，一部の理数系科目には実験実習も取り入れ（資

料５－２－①－１），また文系科目においても教授内容に合わせて対話・討論型授業やフィールド型

授業を取り入れている（資料５－２－①－２，５－２－①－３）。その他，英語科においては 

e-learningシステムを構築しており，学生は自習等で活用している（資料５－２－①－４）。 

専門学科においては，教育目標（Ｂ）を達成するための科目として情報リテラシーやコンピュータ

ープログラムに関する科目を配当しており，情報機器を活用しながら情報技術の基礎から応用までを

習得させている（資料５－２－①－５）。教育目標（Ｃ）については，実験実習科目におけるレポー

ト作成や卒業研究論文の作成を通じてその達成を図っている。教育目標（Ｄ）については，基本的に

講義を中心としながらも講義の理解を深めるための実験実習も多く取り入れている。教育目標（Ｅ）

についてはほとんどが実験実習系科目（演習も含む）で構成されており，それらの科目においては基

本的に少人数で実施している。また全体的にみれば，全開講科目のうち40～50％を実験実習系科目

（演習系科目も含む）が占めており（資料５－２－①－６），もの作り基盤技術を教育するために適

した科目を多く配当しているといえる。なお，授業形態のバランスや講義と実験実習系科目との連携

度について外部委員の評価を受け，概ね良好とのコメントを頂いている（前述資料５－１－②－６）。 

 その他，学生からの質問に答えられるよう各教員がオフィスアワーを設定して便宜を図っており，

教員１名に対し４名程度の学生（１学年当たり）を割り当てて数学等の補充教育を実施するチュータ

ー制（１～３年生のみ）や毎朝実施しているショートホームルーム（ＳＨＲ）におけるドリルなどを

通じて，基礎学力の定着及び不足分の補充を図っている（資料５－２－①－７）。 
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資料５－２－①－１

一般教科理数系科目の実験実習実施例 

 

（出典 『シラバス』（平成 17 年度）34 頁）
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資料５－２－①－２

対話・討論型授業の例 

 

（出典 『シラバス』（平成 17 年度）39 頁）
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資料５－２－①－３

フィールド型授業の実施例 

 

（出典 『シラバス』（平成 17 年度）55 頁）
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資料５－２－①－４

e-learning システム 

 

 

 

（出典 ＡＬＣ NetAcademy における演習画面）
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資料５－２－①－５

授業における情報機器の活用例 

 

（出典 『シラバス』（平成 17 年度）195 頁）
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資料５－２－①－６

講義と実験実習系科目との割合 

 

（出典 講義と実験実習系科目との割合）
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（分析結果とその根拠理由） 

 もの作りを重視して実験実習系科目を全体の 40～50％配当するなど，教育の目的に照らして講義，

演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切であり，外部評価委員からも概ね良好との評価を受

けている。また科目担当教員は，担当科目の教育内容に沿って対話・討論型授業またはフィールド型

授業などを取り入れたり，情報機器を活用したりして学習指導法を工夫している。その他オフィスア

ワーやチューター制などを設定するなど，基礎学力不足の学生へも充分に配慮している。 

資料５－２－①－７

基礎学力の定着及び不足分の補充への対応策 

 

＜オフィスアワーパネル（各教員室前に掲示）＞ 

 

＜チューター制度の活用＞ 

 

＜ＳＨＲで使用した課題プリント例＞ 

 

（出典 オフィスアワー掲示パネル，教育連携専門委員会議録（平成 16 年７月５日），

SHR 課題プリント）  
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観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

（観点に係る状況） 

 観点１－１－①で述べたとおり，養成する人材像を教育理念及び校訓に定め，それらに基づいて養

成すべく技術者像を教育目標として平成14年に設定している（前述資料１－１－①－１，１－１－①

－２）。また，この教育目標に照らして教育課程の編成がなされていることも観点５－１－①で述べ

ている（前述資料５－１－①－１，前述資料５－１－①－６から５－１－①－９）。シラバスは，こ

れらの教育理念，校訓，教育目標に充分留意した上で作成している。シラバスは平成８年度に初版を

発行し，その後様式の改訂を重ね，現在のシラバスには，授業目標と概要，到達目標，授業の詳細な

計画，履修上の注意，教科書，参考書，成績評価の方法，及び科目と本校の教育目標及びＪＡＢＥＥ

目標との関連性について記述するように定めている（前述資料５－１－①－15）。これらの項目のう

ち，特に到達目標及び本校の教育目標及びＪＡＢＥＥ目標との関連性の項目は，当該科目を受講する

ことによって習得できる能力及び当該科目と本校が目指す技術者像（教育目標）との関連が，学生に

とって明らかになるように設けたものである。 

シラバスの活用については，シラバス（冊子）を各学級に配置するとともに本校Ｗｅｂサイトにも

掲示しており（資料５－２－②－１），学生がいつでも閲覧できるように配慮している。また科目担

当教員は，授業ガイダンスを通じてシラバス記載内容を学生に周知している。授業がシラバス通りに

実施されているかどうかのチェック体制として，授業内容について授業実施毎に受講者に署名をもら

う（資料５－２－②－２），開講期の末頃にその科目の到達目標（シラバスに記載）に到達できたか

どうかを問うアンケートを実施（資料５－２－②－３），実際の授業がシラバス通り実施されている

かを問う授業評価アンケートを年１回実施している（資料５－２－②－４）。なお授業評価アンケー

ト結果を見ればシラバスとの整合性に関する回答ポイントは平均的に高く，シラバスが有効に活用さ

れていることを示している。 
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資料５－２－②－１

シラバスの公開 

 

 

 

（出典 本校Ｗｅｂサイト， 

http://www.anan-nct.ac.jp/kyomu/syllabus/h17/h17syllabus.html） 
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資料５－２－②－２

授業におけるシラバス実施確認表（様式と記載例） 

 

 

 

（出典 授業におけるシラバス実施確認表）
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資料５－２－②－３

シラバス記載の到達目標修得点検アンケート（集計例） 

（出典 シラバス記載の到達目標修得点検アンケート結果）



阿南工業高等専門学校 基準５ 

- 127 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－２－②－４

学生による授業評価アンケート集計結果（様式） 

 

 

（出典 阿南高専授業評価アンケート）
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（分析結果とその根拠理由） 

本校のシラバスは，教育課程の編成趣旨に沿って，授業内容と計画，成績評価方法，及び授業内容

と教育目的との関連性などが学生に充分理解できるように留意した上で作成されている。シラバス冊

子を各学級に配置しＷｅｂサイトにも掲載するなどして学生がいつでも閲覧できるように配慮すると

ともに，科目担当教員がシラバスの記載内容に関するガイダンスも行っている。またシラバスの活用

状況がチェックできる体制も整備している。 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況） 

 本科１年次から専攻科２年次までの７年間にわたり，本科ではもの作り基盤技術の教育，専攻科で

は実践的なもの作り教育という一貫したもの作り教育カリキュラムを設置している（前述資料５－１

－①－14）。準学士課程においては，もの作り基盤技術教育に適したＰＢＬを取り入れており，全学

科ともハードウェア製作並びにソフトウェア制作に関するコンテストを授業の一部として実施してい

る（資料５－２－③－１）。 

インターンシップについては，全学科とも企業実習または企業見学を４年次に実施している（前述

資料５－１－①－10から５－１－①－13）。企業等での実習状況または見学状況並びに報告書の内容

等を評価し合格と認められる者に対しては，校外実習の単位として認めている。また，四国地区高専

との連携・交流事業に伴う特別講義（前述資料５－１－②－11）に対して数名の学生が参加し，特別

講義の担当教員が採点した成績が合格に値すると判定された者には本校の校外実習の単位として認め

ている（前述資料５－１－②－12）。その他，ソノマ州立大学との教育連携契約に基づいた語学研修

及びアメリカ合衆国内企業の見学が実施できる制度も整備している（前述資料５－１－②－13）。 
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（分析結果とその根拠理由） 

 ７年間一貫したもの作り教育カリキュラム（準学士課程はもの作り基盤技術）を設置し，もの作り

基盤技術教育に適したＰＢＬを低学年時から実施するなどして創造性を育む教育方法を工夫している。

また，インターンシップや他の高等教育機関との教育連携事業を展開し，本校教育課程上の単位とし

て認定しているなど，校外における実習も充分に活用している。 

 

５－３ 成績評価や単位認定，進級・卒業認定が適切であり，有効なものとなっていること。 

観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

成績評価・単位認定規定及び進級・卒業認定規定は，学業成績評価に関する規則として教務委員会

が策定している（資料５－３－①－１）。成績評価は，定期試験の成績，中間試験の成績，平素の成

績等を総合して 100 点法により判断することとし，優（80 点以上），良（65～79 点），可（60～64

資料５－２－③－１

ＰＢＬ実施テーマ一覧表 

 

（出典 ＰＢＬ実施テーマ一覧表）
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点），不可（60 点未満）の 4 段階で評定している。また，可以上を単位認定の合格基準とすること

を明記し，進級や卒業に必要な最低履修単位数，最低修得単位数及びその他学科特有の進級条件を学

業成績評価に関する規則についての申し合わせ事項に規定している（資料５－３－①－２）。なお，

学業成績評価に関する規則及び学業成績評価に関する規則についての申し合わせ事項の一部を『高専

生活のてびき』に掲載し，その便覧を学生に配付することで開示している。各科目の成績評価方法は

この規則に基づいて科目担当教員が策定し，シラバスに記載することで学生に開示している（前述資

料５－１－①－15）。また，成績評価，単位認定，及び進級・卒業認定に関わる事項は教務主事補が

ロングホームルーム（ＬＨＲ）を利用して学生に周知し（資料５－３－①－３），各科目の成績評価

方法は担当教員が授業中に受講学生へ周知している。 

 各科目の成績は担当教員が評価することになるが，シラバスに成績評価方法を明示していること，

及び，成績評価に関わる証拠資料（シラバス，個人別成績表，試験問題，答案，平常点に係わるレポ

ートや小テスト等）を校内共通の成績保管室に保管していることから救済措置としての総合的判定を

行うことは困難であり，また保管されている試験答案等から適正かつ厳正な成績評価が実施されてい

ると考えられる。しかしながら試験の出題及び採点の統一的な具体的水準を規定しておらず，出題及

び採点は担当教員の裁量で行っているのが実情である。学生の学力を保証することが社会から求めら

れているが，この視点に対しては現状の成績評価方法に厳格性が保証されているとは言い難い。この

ため，学生の学力保証の厳格性を保つ具体的な方策の実施を計画している（資料５－３－①－４）。 

単位認定及び進級認定は，進級判定会議において学業成績評価に関する規則に基づいて慎重に審議

し（資料５－３－①－５），卒業認定は卒業者判定会議において学業成績評価に関する規則に基づい

て慎重に審議している（資料５－３－①－６）。各判定会議の審議結果に基づいて校長が進級及び卒

業の認定を行っている。 
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資料５－３－①－１

学業成績評価に関する規則 

（出典 『高専生活のてびき』（平成 17 年度）123～124 頁）
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資料５－３－①－２

進級及び卒業の認定に係る規則についての申し合わせ事項 

 

 

 

（出典 『高専生活のてびき』（平成 17 年度）14～15 頁）
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資料５－３－①－３

平成 16 年度ＬＨＲ実施計画表（１年生の例） 

 

 

（出典 １年生のＬＨＲ実施計画表（平成 16 年度））
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資料５－３－①－４

学生の学力を保証するための成績評価に関する方策 

 

 

（出典 運営委員会議事概要（平成 17 年５月 18 日））

 



阿南工業高等専門学校 基準５ 

- 135 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－３－①－５

単位認定及び進級認定に係る会議資料 

 

 

（出典 進級判定会議録（平成 17 年３月 18 日））
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資料５－３－①－６

卒業認定に係る会議資料 

 

 

（出典 卒業者判定会議録（平成 17 年３月 11 日））
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（分析結果とその根拠理由） 

成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定を組織として策定している。関連規則をシラバスや

便覧で学生に開示するとともに，その内容を学生にも周知している。また，成績評価はシラバスに記

載した方法に基づいて厳正に実施しており，単位認定，進級認定及び卒業認定は関連規則に基づいて

慎重かつ適切に実施している。 

 

５－４ 人間の素養の涵養に関する取組が適切に行われていること。 

観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか。 

（観点に係る状況） 

 １～３年次の教育課程において，特別活動を年間30単位時間以上（３年間で90単位時間以上）実施

することを義務付けており，さらに特別活動に合格することを２～４年次への進級要件の一つに設定

している（資料５－４－①－１）。 

 特別活動として，ロングホームルーム（ＬＨＲ），ショートホームルーム（ＳＨＲ）並びに学校行

事（始業式，合宿研修，球技大会，全体集会，特別講演会，終業式など（前述資料５－３－①－３，

資料５－４－①－２から５－４－①－６））を評価対象にすることを学業成績評価に関する規則の申

し合わせ事項に規定している（資料５－４－①－７）。基本的には，ロングホームルーム（ＬＨＲ）

を週１回（１単位時間）30週に渡り実施することで（前述資料５－３－①－３），４年次へ進級した

時点で高等専門学校設置基準第17条第5項に定められた特別活動の実施時間数が充分に確保できてい

る。なお４～５年生については，教育課程上，特別活動の実施義務は付与しておらず進級または卒業

の要件にも取り入れていないため，ロングホームルーム（ＬＨＲ）やショートホームルーム（ＳＨ

Ｒ）は実施していない。しかしながら，学級担任を中心とする関係教員の下で上記の学校行事には参

加するように指導している（資料５－４－①－８）。 
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資料５－４－①－１

教育課程表における特別活動の位置付け 

 

 

（出典：『高専生活のてびき』（平成 17 年度）115 頁）

 

 

 

 

学業成績評価に関する規則（特別活動に係る箇所のみを抜粋） 

 

 

（出典 『高専生活のてびき』（平成 17 年度）124 頁）
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資料５－４－①－３

始業式次第 

 

（出典 教職員への通知文書）

資料５－４－①－２

ＳＨＲの実施 

 

 

（出典 『高専生活のてびき』（平成 17 年度版）10 頁）
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資料５－４－①－５

球技大会実施要項 

 

 

 

（出典 球技大会実施要項）

資料５－４－①－４

新入生合宿研修実施要項 

 

 
 

（出典 新入生合宿研修実施要項）
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資料５－４－①－６

特別講演実施要項 

 

 

（出典 特別講演実施要項）
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資料５－４－①－７

特別活動の評価対象となる教育活動 

 

（出典 教務委員会（申し合わせ事項））
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（分析結果とその根拠理由） 

 １～３年次に30単位時間ずつ（計90単位時間）の特別活動を履修することを義務づけており，その

履修状況が不良でないことを進級要件の一つに設定している。また，学級担任制を採用して特別活動

にきめ細かく対応できる体制を敷いている。特に，人間性の涵養に特に大切な時期である１～３年生

については，ロングホームルーム（ＬＨＲ）及びショートホームルーム（ＳＨＲ）を実施することで

よりきめ細かい徳育を実施している。 

資料５－４－①－８

４，５年生の特別活動への参加実績（電気電子工学科４年生の例） 

 

（出典 行事出席簿）
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観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養

が図られるよう配慮されているか。 

（観点に係る状況） 

本校の教育理念「学業に専念するとともに規律を重んじ，礼儀を厳正にする」に基づいて，さまざ

まな生活指導に取り組んでいる。全学級に担任制を採用し，特に１～３年生は担任１名の他に副担任

１名を採用して２人体制で学級の運営にあたっている（資料５－４－②－１）。学級担任は，学生の

個人面談や保護者との３者懇談を通じて学生の学業や生活面での状況把握に努め，その指導状況を担

任指導記録に毎月記載し学科主任へ提出している（資料５－４－②－２）。また全教員が全学生に対

して生活指導をするという観点から，学生の登校時間帯に教員が構内への出入り口に立ち，学生への

身だしなみ指導などを行っている（資料５－４－②－３）。その他，学生の精神面や生活指導上の諸

問題に対応するために教職員と外部の専門医（臨床心理士）から構成される学生相談室を設置してお

り，学生をはじめ保護者や教職員の間でも利用されている（資料５－４－②－４）。 

教育理念「勤労に親しみ，強固な意志と頑健な身体を鍛錬する」を達成するために，体育部，文化

部及び同好会から成るクラブ委員会を結成している。体育部については，大会等での勝利を目標にし

た活動を展開することで，強固な意志を形成させ，かつ頑健な身体の鍛錬もさせている。一方文化部

については，主に文化祭などに作品を出展させるという芸術的指導を通じて人間性の涵養を図ってい

る（資料５－４－②－５）。また，平成15年度より課外活動の一環としてのボランティア活動を開始

後，平成16年度末にボランティア部を創設し，ボランティア活動を通した人間性教育も実施している

（資料５－４－②－６）。 

学寮においては，教養講座（茶道，華道），外部講師を招いての特別講演，及び，福祉施設へのボ

ランティア活動など，各種行事を通じて人間性向上のための指導を実施している（資料５－４－②－

７）。特に，長年にわたる社会福祉施設に対する寮生の活動に対して感謝状を得ている（資料５－４

－②－８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－４－②－１

学級担任配置表 

（出典 学級担任配置表）
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（出典 担任指導記録（記入例）） 

 

資料５－４－②－２

担任指導記録（記入例） 
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（出典 登校指導実施要項） 

資料５－４－②－３

登校指導実施要項 
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資料５－４－②－４

学生相談室資料 

 

（出典 本校Ｗｅｂサイト，http://www.anan-nct.ac.jp/soudan/ 他）
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資料５－４－②－５

クラブの活動実績 

 

（出典 阿南工業高等専門学校学校紹介（平成 17 年度）24 頁），体育局・文化局活動実績）
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資料５－４－②－６

ボランティア部の活動内容 

 

 

（出典 『エガリテ第 15 号』（2005 年３月 25 日），徳島県大学人権教育研究協議会発行）
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資料５－４－②－７

学寮運営方針 

 

 

（出典 『高専便り第 89 号』12 頁，平成 17 年 7 月 5 日発行）
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（分析結果とその根拠理由）  

 登校時の指導をはじめ，学級担任制度や学生相談室の設置，クラブ活動指導，並びに学寮行事を通

じた指導など，教育の目的に照らして学生の人間的素養の涵養を図るための体制を整備し充分活用し

ている。 

 

 

 

資料５－４－②－８

本校のボランティア活動に対する感謝状 

（出典 社会福祉法人双葉会からの感謝状）
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＜専攻科課程＞ 

本校は準学士課程４，５年から専攻科１，２年の課程に対応した「創造技術システム工学」教育プ

ログラムを設定し，日本技術者教育認定機構により認定されている。なお，本校の専攻科課程は本プ

ログラムの後半部分と完全に一致している。 

５－５ 教育課程が教育の目的に照らして体系的に編成されており，その内容，水準が適切で

あること。 

（１）観点ごとの分析 

観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか 

（観点に係る状況）  

「創造技術システム工学」教育プログラムを設定するに当たり科目間調整を行い，準学士課程との

連携を図った。その結果得られたもの作り教育における準学士課程と専攻科との連携を阿南高専Ｗｅ

ｂサイトに（資料５－５－①－１），また，各科目群における準学士課程と専攻科との連携を「創造

技術システム工学」教育プログラム履修の手引きに記載している（資料５－５－①－２）。これらの

連携により，準学士課程から専攻科への連続性が保持されており，専攻科に進学した学生は円滑に専

攻科課程を履修することが可能である。 
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資料５－５－①－１（内容は前述資料１－１－①―３と同じ（８頁）） 

各科もの作り教育概念図 
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（出典 阿南高専Ｗｅｂサイトhttp://www.anan-nct.ac.jp/monozukuri/） 
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資料５－５－①－２ 

科目群と教育プログラム修了要件との関連表 
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（出典 「創造技術システム工学」教育プログラム履修の手引き 10 頁～11 頁） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程との教育の連携を考慮した教育課程を定め，教員及び学生に周知し，実施している。 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目

等の配当等が考えられる。）され，教育課程の体系性が確保されているか。また，

授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成す

るために適切なものになっているか。 

（観点に係る状況） 

「創造技術システム工学」教育プログラム設定時に教育目標を達成するために必要な科目群を選定

し，それら科目群をバランス良く修得できるように授業科目を配置している（前述資料５－５－①－

２）。なお，開設されている授業科目を修得することにより，学士の学位取得条件を満たすように授

業科目を編成している（資料５－５－②－１）。また，全体として，全ての教育目標を達成できるよ

うに各授業に個別の教育目標を割り当て，それらを達成できるように授業内容を定めている。各授業

の具体的内容はシラバスに記載されている（資料５－５－②－２）。 

 

資料５－５－②－１ 

単位の修得 
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（出典 新しい学士への途 学位授与申請案内（平成 16 年度版）10 頁～13 頁） 
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資料５－５－②－２ 

専攻科授業例：技術者倫理 

 

 

（出典 平成 17 年度シラバス 320 頁） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置され，教育課程の体系性が確保されることに十分配

慮して授業科目及び授業の内容を定めている。  

 

観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮してい

るか。 

（観点に係る状況）  

幅広い専門知識を保有し，適応力の高い技術者を望む社会からの要請に対し，専門共通科目を設定

し，構造設計工学専攻，電気・制御システム工学専攻ともにこれを履修できるように配慮している

（前述資料５－５－①－２）。国際化に対応できる能力を身に付けたいと欲する学生のニーズとその

ような人材を望む社会からの要請に対し，米国ソノマ州立大学との教育連携を締結し，語学研修と米

国企業への訪問・実地調査の機会を提供している（資料５－５―③―１）。視野が広い技術者を望む

社会からの要請に対し，平成17年度中には徳島大学工学部と教育・研究に関する連携協力を締結する

計画である。また，社会の実態を知った実践的な技術者になりたいと欲する学生のニーズとそのよう

な技術者を望む社会からの要請に対し，専攻科１年生は全員インターンシップを実施し，その単位を

認定している（資料５－５－③－２，５－５－③－３）。 

 

資料５－５―③―１（内容は前述資料５－１－②―13と同じ（114頁）） 

阿南工業高等専門学校とソノマ州立大学との教育連携に関する覚書 
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（出典 阿南工業高等専門学校とソノマ州立大学との教育連携に関する覚書） 
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資料５－５－③－２ 

企業実習 
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（出典 専攻科平成 17 年度シラバス 346 頁，364 頁） 
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資料５－５－③－３ 

企業実習の趣旨 

 

 

 
 

（出典 平成 17 年度企業実習の手引き１頁） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 共通専門科目の履修，米国の大学との教育連携，インターンシップの実施と評価・単位認定などを

通じて学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程の編成を行って

いる。さらに，徳島大学工学部との教育・研究に関する連携協力を計画している。 

 

５－６ 教育課程を展開するにふさわしい授業形態，学習指導法等が整備されていること。 

観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用等が考えられる。） 

（観点に係る状況）  

「創造技術システム工学」教育プログラムでは各教育目標を達成するための科目群と必要単位を設

定し，科目群に偏りが生じないよう，学生がバランス良く単位を修得できるカリキュラムを組んでい

る（前述資料５－５－①－２）。このため，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスは適切

なものとなっている。 

学習指導法については，工学セミナーにおいて与えられた英語論文の解釈を学生がゼミ形式で行う

対話・討論型授業（資料５－６－①－１），パワーポイントを活用して講義するとともに，与えられ

た課題を調査して，その結果を発表させる授業（５－６－①－２），e-learningシステムを利用した

自学自習による英語教育等の工夫がなされている。 
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資料５－６－①－１ 

電気制御システム工学セミナー実施計画（１７年度） 
 
１．実施曜日 水曜日１～２時限（２単位通年 演習） 
２．１テーマは２週とする。授業は各専門の英語論文を中心に展開してください。 

授業方法の例として、第１週目に当該専門の基本となる用語、法則等を日本語で説明をします。そ

して次週に使用する英語論文を配布して、すべての日本語訳と内容の把握を宿題として課します。 
第２週目には、英語論文による学生の発表をゼミ形式でおこないます。最後に宿題に第２週に学習

したことを加味したレポートを授業終了後に提出させ当該テーマは終了となります。よって宿題をお

こなわず、当日のみの内容記載によるレポートはその評価は極めて悪くなります。 
３．宿題レポートについてはどのくらい時間を要したかを表紙に記載させてください。 
４．全演習の出席をもって評価とするため欠課がある場合は不可となります。本人の意思により、補講等

の措置は行っても良い。補講についての具体的な方法については各先生にお任せしますが、厳正な実

施をお願いします。 
５．指導書と学生レポートコピーの提出を JABEE 資料保存ルールにより、各実施終了後、2ES 担任に提

出願います。 
６．各教官のレポート評価の平均（６０％）と前後期のペーパー試験（４０％）を実施しますので、レポ

ートの返却は定期試験末には実施してください。 
７．ペーパー試験の実施は基本となる専門知識の定着を計ることを目的にしています。よって定期試験（中

間試験は除く）前に各テーマから１問の提出をお願いします。 
８．ｼﾗﾊﾞｽにある以下の授業目標と到達目標に従って実施してください。 

【授業目標と概要】 
各教官が保有している最新技術情報を知ることにより，学生の研究意欲や学修意欲を高めたり，

技術的視野を広めることを目的とする． 
【到達目標】以下の項目に合致していること。 

１．各分野の英語の科学技術論文を読解し，その内容を説明できる． 
２．技術者として必要な専門知識を修得し，その内容を説明できる． 
 

９．実施計画 
テーマ名、実施教員の変更は可能。ただしその旨、連絡願います。 
 
【前期】 
実施日 担当者 テーマ 
4 月 13 日、20 日  フーリエ変換とウェーブレット変換を用いた信号処理技術への応用 

4 月 27 日、5 月 11 日  倒立振子のモデリングと運動解析について 
5 月 25 日、6 月 1 日  光コンピュータについて 
6 月 8 日、22 日  レーザーについて 
6 月 29 日、7 月 6 日  電力系統の過渡安定度 
7 月 13 日、15 日  ニューラルネットワーク（ＢＰ法） 
8 月 31 日、9 月 7 日  ＤＶＤの動作原理 
注：6 月 22 日は答案返却期間、7 月 15 日は補講日であるが授業を実施する。9 月 14 日は予備日とする。 

 

(17 年度)
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【後期】 
実施日 担当者 テーマ 
10 月 5 日、12 日  半導体レーザ 

10 月 19 日、26 日  Introduction to Genetic Algorithms 
11 月 2 日、9 日  生体と電磁界のカップリング現象について 
11 月 16 日、30 日  マルチエージェントの原理 
12 月 7 日、21 日  放送業界の標準化について 
1 月 11 日、18 日  Differential Equations and Dynamical Systems 
1 月 25 日、2 月 1 日  CIM と Just-in-time production system について 
2 月 8 日、15 日  ナノテクノロジーについて 
注：12 月 21 日は答案返却期間であるが授業を実施する。 

 

（出典 電気制御システム工学セミナー実施計画（17年度）） 

 

資料５－６－①－２ 

学生のプレゼンテーション実施資料（材料加工学） 

 

 

 

 

（出典 学生のプレゼンテーション実施資料（材料加工学）） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 「創造技術システム工学」教育プログラムに基づき教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実

習等の授業形態のバランスが取れるようにカリキュラムを組んでいる。 

対話・討論型授業，パワーポイントを活用した講義，e-learningを利用した英語教育など，学習 

指導法についての工夫がなされているが，今後さらに拡大・深化させる必要がある。 

 

観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況）  

 専攻科２年時のメカトロニクスシステムデザインにおいて，メカトロ機器の考案から設計・製作ま

での一連の開発作業をグループで行うことで，習得した専門知識や技術をもの作りに反映させ，様々

な要求に対応する基礎的な構想力を養う総合実習を行っている（資料５－６－②－１）。また，工学

実験において，学生の創意・工夫により，橋梁模型を製作させたり，ライントレースロボットを設計

・製作させたりすることにより，学生の創造性を育む工夫がなされている（資料５－６－②－２，５

－６－②－３）。  

 専攻科１年生で１ヶ月のインターンシップを行っており，その成果を企業関係者も参加する企業実

習報告会で発表させている（前述資料５－５－③－２，前述資料５－５－③－３）。さらに，平成16

年度には地元企業と連携し，平成16年12月～平成17年３月までの４ヶ月間，専攻科学生７名が自ら企

業へ週に２回程度出向き，企業及び教員指導の下で研究開発を行う企業と連携した学生研究開発プロ

グラムを実施した。この成果発表会は企業の指導者の出席の下で，平成17年４月20日に発表時間と質

疑応答時間を合わせて一人当たり10分で実施した。本プログラムは企業，学生双方に良い結果をもた

らしたので平成17年度も続いて実施する予定である（資料５－６－②－４）。 
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資料５－６－②－１ 

メカトロニクスシステムデザイン 

 
 

（出典 平成 17 年度シラバス 339 頁） 
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資料５－６－②－２ 

橋梁模型の製作と載荷実験指導書 
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（出典 橋梁模型の製作と載荷実験指導書） 
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資料５－６－②－３ 

ライントレースロボットのマイコン制御指導書 
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（出典 ライントレースロボットのマイコン制御指導書） 
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資料５－６－②－４ 

プログラムの目的および実施要領 

 

（中略） 

 

（出典 企業と連携した学生研究開発支援プログラム研究成果報告書１頁） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 メカトロニクスシステムデザインや工学実験において，学生の創造性を育む工夫がなされているが，

今後さらに拡大・深化させる必要がある。また，インターンシップの活用が十分行われている。 

 

観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

（観点に係る状況） 

専攻科で開講している全科目についてシラバスを作成し，冊子による配布ならびに本校Ｗｅｂサイ
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トに掲載することで教員及び学生に開示している。シラバスには授業内容・方法，到達目標及び成績

の評価方法・基準が明示され，本校教育目標との関連を示している（前述資料５－５－②－２）。ま

た，各科目の予習・復習に活用できる参考書もシラバスに記載されており，これらは図書館の学習支

援コーナーに整備されている。授業におけるシラバス実施確認表を導入し，シラバスの記載内容に沿

った講義の実施状況に関して，学生による点検を受けている（資料５－６－③－１）。 

 

資料５－６－③－１（内容は前述資料５－２－②－２と同じ（125 頁）） 

授業におけるシラバス実施確認表様式 

 

（出典 授業におけるシラバス実施確認表様式） 
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（分析結果とその根拠理由）  

内容を明示した適切なシラバスが作成され，冊子及びＷｅｂサイトで開示されている。また，シラ

バスの記載内容に沿った講義が行われているかどうかを学生が点検するシステムを導入しており，十

分に活用している。 

 

５－７ 研究指導が教育の目的に照らして適切に行われていること。 

観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能

の活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）

が行われているか。 

（観点に係る状況）  

特別研究においては，研究時間報告書を学生に提出させるとともに（資料５－７－①－１），学習

支援ミーティングにおいても（資料５－７－①－２），特別研究の進ちょく状況や今後の研究予定を

確認している。また，専攻科の修了要件として学会発表，中四国高専専攻科交流会，学内の中間発表

を義務付けており，それらの実施を確認している。演習や実験科目において技術職員の派遣を依頼す

るとともに教員指導の下で学生が実施する研究についても技術職員が長期的に配置されている（資料

５－７－①－３，５－７－①－４）。さらに，複数教員による研究指導を実施している。本校出身の

学生に対して受験時に研究分野の希望を述べさせ，入学時に学生と相談して担任が指導教員を決定し，

指導教員の指導の下に各学生の研究テーマを選択している。 
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資料５－７－①－１ 

研究時間報告書様式 

研究時間報告（No.　　　） （　特別研究　・　卒業研究　） クラス　　　　　　氏名

　　　　　年　　　月　　　日（　　　　） 場所:：　　　研究室　　その他（　　　　　　　　　　　）
研究内容をキーワードで記載 □文献講読 □調査・分析 □その他

□レポート作成 □実験
□プログラミング □打合せ

時　刻 0 24 小　計
研究時間 時間
教官指導 時間

　　　　　年　　　月　　　日（　　　　） 場所:：　　　研究室　　その他（　　　　　　　　　　　）
研究内容をキーワードで記載 □文献講読 □調査・分析 □その他

□レポート作成 □実験
□プログラミング □打合せ

時　刻 0 24 小　計
研究時間 時間
教官指導 時間

　　　　　年　　　月　　　日（　　　　） 場所:：　　　研究室　　その他（　　　　　　　　　　　）
研究内容をキーワードで記載 □文献講読 □調査・分析 □その他

□レポート作成 □実験
□プログラミング □打合せ

時　刻 0 24 小　計
研究時間 時間
教官指導 時間

　　　　　年　　　月　　　日（　　　　） 場所:：　　　研究室　　その他（　　　　　　　　　　　）
研究内容をキーワードで記載 □文献講読 □調査・分析 □その他

□レポート作成 □実験
□プログラミング □打合せ

時　刻 0 24 小　計
研究時間 時間
教官指導 時間

　　　　　年　　　月　　　日（　　　　） 場所:：　　　研究室　　その他（　　　　　　　　　　　）
研究内容をキーワードで記載 □文献講読 □調査・分析 □その他

□レポート作成 □実験
□プログラミング □打合せ

時　刻 0 24 小　計
研究時間 時間
教官指導 時間

　　　　　年　　　月　　　日（　　　　） 場所:：　　　研究室　　その他（　　　　　　　　　　　）
研究内容をキーワードで記載 □文献講読 □調査・分析 □その他

□レポート作成 □実験
□プログラミング □打合せ

時　刻 0 24 小　計
研究時間 時間
教官指導 時間

　　　　　年　　　月　　　日（　　　　） 場所:：　　　研究室　　その他（　　　　　　　　　　　）
研究内容をキーワードで記載 □文献講読 □調査・分析 □その他

□レポート作成 □実験
□プログラミング □打合せ

時　刻 0 24 小　計
研究時間 時間
教官指導 時間

このシートでの研究時間累計 時間
このシートでの指導時間累計 時間

指導教官　　　　　　　印 全研究時間累計 時間
全指導時間累計 時間

20 226 12 1814 162 4 8 10

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

 

（出典 研究時間報告書様式） 
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資料５－７－①－２ 

学習支援ミーティング様式 

学習支援ミーティング総括表 
クラス（    ）  学生名（         ） 

 
１．ミーティング実施履歴 
ミーティ ング日 時間 教員メンバー名 場所 学生サイン 

 月  日 ：     

 月  日 ：     

 月  日 ：     

 月  日 ：     

 
 
２．特別研究の進捗状況（研究時間報告の記載状況・研究活動全般） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．TOEIC の取り組み 

成績 実施日 備考 

L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 

L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 

L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
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４．自宅での学習状況（３時間の学習を学生から聞き取り） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．出欠状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．進路に関する指導（本人の希望を聞く） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．その他生活指導 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．教育支援として特別なプログラム（補習、再試験等）が必要と思われる場合にその内容を

学生に提案 
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（出典 学習支援ミーティング様式） 
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資料５－７－①－３ 

技術職員派遣年間計画書 

 

 

（出典 技術職員派遣年間計画書） 
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資料５－７－①－４（内容は前述資料３－３－①―４と同じ（75 頁）） 

平成 17 年度前学期技術職員別実験実習時間表 

 

（出典 平成 17 年度前学期技術職員別実験実習時間表） 
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（分析結果とその根拠理由）  

研究時間報告書でのコンタクトタイムの確認や学習支援ミーティングにおける研究指導及び学会発

表等の義務付けにより，一定レベル以上の研究指導がなされている。その成果の一例として，専攻科

生の国際会議での発表が継続して行われている。 

 

５－８ 成績評価や単位認定が適切であり，有効なものとなっていること。 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 各科目の成績評価方法は前述の通りシラバスに記載されており，学生に十分周知されている。専攻

科における成績評価及び修了要件は，学生に配付される『「創造技術システム工学」教育プログラム

履修の手引き』，『高専生活のてびき』に掲載されている。また，学習支援ミーティングを通しても

学生に十分周知している（前述資料５－５－①－２，資料５－８－①－１，前述資料５－７－①－

２）。成績評価・単位認定は科目の担当教員がシラバス記載の評価方法で決定するが，成績評価に用

いた合否資料は平成14年度から専攻科で開講される全科目に関して保管されており，常時確認できる

仕組みになっている（資料５－８－①－２）。専攻科修了は専攻科担当教員全員による修了判定会議

において審議され，校長により認定される（資料５－８－①－３）。 

 

 

資料５－８－①－１ 

専攻科の学業成績評価に関する規則 
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（出典 平成 17 年度 『高専生活のてびき』134 頁～137 頁） 
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資料５－８－①－２ 

成績保管ファイル様式 

 

【　　】は１４年度科目名で１５ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ１ Ｄ２ Ｅ１ Ｅ２

工業英語 2 専攻全 1 ○ 1 3 1 15 25
英語講読 2 専攻全 1 ○ 1 3 15 25
英語講読 2 専攻全 2 ○ 1 3 15 22.5
環境政策論 2 専攻全 1 　 3 15 25
国際協力論 2 専攻全 1 3 15 25
比較文化論 2 専攻全 2 3 1 15 22.5
技術者倫理 2 専攻全 1 ○ 3 1 1 1 15 25
国語（注１） 1 本科全 5【4】 3 30 25
英語総合 2 本科全 4 1 3 30 50
英語総合 2 本科全 5 1 3 30 50
法学 2 本科全 5 3 30 50
哲学概論 2 本科全 4 3 1 30 50

線形代数論 2 専攻全 1 　 3 3 1 15 25
応用数学演習 2 専攻全 1 　 3 1 3 30 50
応用数学特論 2 専攻全 1 3 1 1 15 25
数値計算力学 2 専攻全 1 3 3 1 15 25
応用数学１（注２） 2 本科全 4 3 1 30 50
応用数学２ 2 本科全 4 3 1 30 50
現代物理学 2 専攻全 2 　 3 1 1 15 22.5
化学工学基礎 2 専攻全 1 ○ 3 3 1 15 25
生化学 2 専攻全 1 1 3 1 15 25
応用物理（注３） 2 本科全 4 1 3 30 50

（１）基礎工学の知識・能力
生産システム工学 2 専攻全 2 3 1 3 1 15 22.5
ﾒｶﾄﾛﾆｸｽｼｽﾃﾑﾃ゙ｻ゙ｲﾝ 2 専攻全 2 3 1 3 3 15 22.5
非線形ｼｽﾃﾑ工学特論 2 専攻ES 2 3 3 1 15 22.5
電気回路論・演習 2 本科E 4 　 3 1 3 30 50
制御工学１ 2 本科E 4 　 3 1 3 30 50
制御工学２ 2 本科E 5 　 3 1 3 30 50
生産管理工学 1 本科MES 5 3 1 　 1 30 25
信号処理工学 2 専攻全 2 3 1 1 15 22.5
情報処理演習 2 専攻全 1 3 1 1 30 50
情報工学 2 本科ES 5 　 1 3 3 1 30 50
電子物性 2 専攻ES 2 3 1 15 22.5
生命科学 2 本科全 5 3 1 3 30 50
電子工学 2 本科E 4 3 1 30 50
半導体電子工学（注４） 1 本科E 4 3 1 30 25
半導体電子工学（注５） 1 本科E 5 3 1 30 25
電気電子材料 2 本科E 4 3 1 30 50
基礎物理学 2 専攻全 1 3 1 15 25
ロボット工学 2 専攻ES 2 3 1 1 15 22.5
電気回路解析 2 専攻ES 1 3 1 15 25
電気磁気学・演習 1 本科E 4 　 3 3 1 3 30 25
電気磁気学特論 1 本科E 4 3 1 3 30 25
電磁波工学 1 本科E 5 3 1 30 25
送配電工学（注６） 2 本科E 4,5 1 3 30 50
発変電工学（注６） 2 本科E 4,5 1 3 30 50
安全工学 2 専攻全 1 ○ 1 1 3 3 15 25
経営工学 2 専攻全 1 　 1 3 3 15 25
環境工学特論 2 専攻全 2 ○ 3 　 3 3 15 22.5

　
専門分野
９００時間

得
点

再
試
結
果

3
9
5

3
4
7
.
5

2
4
1
7
.
7
5

開講
学科

欠
課
時
数

単
位
あ
た
り
の
時
間
数

科
目
別
学
習
時
間
数

学
習
保
証
時
間
数

欠
課
時
数

履
修
の
有
無

単位
数

得
点

欠
課
時
数

得
点

履
修
の
有
無

再
試
結
果

再
試
結
果

学年 必修

学習保証
時間要件
（JABEE
基準２）

数学、自然
科学、情報
技術２５０時

間以上

人文科学、
社会科学等
（語学教育
を含む）２５
０時間以上

Ⅰ
群

Ⅱ
群

　
科目名

群

Ⅳ
群

Ⅲ
群

Ⅵ
群

成績保管ファイル様式（電気電子工学科出身用） 平成１６年度修了生

履
修
の
有
無

再
試
結
果

履
修
の
有
無

得
点

欠
課
時
数

Ⅶ
群

Ⅴ
群
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（２）専門工学の知識・能力
人間工学 2 専攻全 1 　 1 1 3 1 3 15 25
ﾊ゚ﾜー エレクトロニクス 2 専攻ES 2 1 3 1 1 15 22.5
シーケンス制御 2 専攻ES 1 1 3 1 1 15 37
電子回路解析 2 専攻ES 1 1 3 1 1 15 25
光通信工学 2 専攻ES 1 1 3 　 1 15 25
電子計測工学 2 専攻ES 2 1 3 　 1 15 22.5
現代制御工学 2 専攻ES 1 3 3 3 15 25
電子回路・設計 2 本科E 4 　 1 3 1 3 30 50
無線工学 2 本科E 5 3 1 30 50
高周波測定 1 本科E 4 3 1 30 25
電子機器設計 1 本科E 5 1 3 30 25
電気制御ｼｽﾃﾑ工学実験 4 専攻ES 2 ○ 3 3 3 1 45 135
電気電子工学実験 3 本科E 4 1 3 1 30 75
電気電子工学実験 3 本科E 5 3 1 3 3 30 75
電気制御ｼｽﾃﾑ工学ｾﾐﾅー 2 専攻ES 2 ○ 3 3 1 3 1 30 45
電気制御ｼｽﾃﾑ工学特別研究 7 専攻ES 2 ○ 3 3 3 3 3 45 236.25
電気制御ｼｽﾃﾑ工学特別研究 3 専攻ES 1 ○ 3 3 3 3 3 45 112
卒業研究 10 本科全 5 ○ 3 3 3 1 3 1 30 250
企業実習 4 専攻全 1 ○ 3 3 3 3 3 3 45 150
電気制御ｼｽﾃﾑ工学演習 4 専攻ES 1 ○ 3 3 1 3 30 100

149 35 44 35 118 93 51 62
注１ ： １６年度より５年で実施
注２ ： 平成１４年度以前の制御情報工学科のみ３年で履修
注３ ： 平成１４、１５年度Ｃ学科の卒業者は対象外（開講されていないため）
注４ ： 平成１８年度より廃止
注５ ： 平成１９年度より廃止
注６ ： 隔年開講

3110

Ⅹ
Ⅰ

Ⅹ
群

Ⅸ
群

Ⅷ
群

 

 

（出典 成績保管ファイル様式） 
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資料５－８－①－３ 

専攻科修了要件確認表（平成 16 年度） 

 

（出典 専攻科修了要件確認表（平成 16 年度）） 

 
氏  名 
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（分析結果とその根拠理由） 

成績評価・修了要件等に関する規程が策定されており，これらの規定は『シラバス』，『高専生活

のてびき』などの冊子に記載され，学生への周知が十分なされている。成績評価・単位認定及び修了

認定は上述したシステムにより適切に実施されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

＜準学士課程＞ 

教育の目的に沿って，科目間の連携や教員と技術職員間との連携など，さまざまな連携度を高める

ための議論を行う委員会を設置し，活発な議論を経て連携度を高めるための方策が実施されている。

シラバスを作成するのみならず，授業がシラバス通りに実施されていることをチェックするために，

さまざまなチェックシートを設けている。専攻科課程も含めた７年間一貫のもの作り教育課程を掲げ，

準学士課程では「もの作り基盤技術」を専攻科課程では「もの作り実践技術」の習得を目指した教育

を行っている。そしてこれらの教育に適したＰＢＬを低学年次から導入することで創造力の早期育成

にも取り組んでいる。人間の素養に関しても，クラブ活動やボランティア活動などのさまざま特別活

動を通じて涵養を図っている。 

＜専攻科課程＞ 

本校の専攻科課程は「創造技術システム工学」教育プログラムの後半部分と完全に一致しており，

同プログラムを設定する際，十分な検討が行われたため，教育目標との整合性が高い充実した教育内

容及び方法になっている。 

（改善を要する点）  

＜準学士課程＞ 

特になし。 

＜専攻科課程＞ 

学習指導法や創造性を育む教育方法についてかなり工夫しているが，今後，さらに充実させること

が必要である。 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

＜準学士課程＞ 

 教育の目的に照らし，授業科目が適切に配置されていると同時に教育課程の体系性も充分に確保さ

れている。また各科目間の連携度を高めるために教育連携専門委員会を組織し，一般教科と専門科目

の授業内容，講義と実験実習系科目の授業内容，本科と専攻科間の教育課程などについて，より一層

の連携を図るために議論を重ねつつ教育課程の改定を継続している。その改定例として，「専攻科課

程も含めた７年間一貫のもの作り教育を掲げ，準学士課程の教育目標（もの作り基盤技術の習得）と

専攻科課程の教育目標（もの作りの実践）を定義したとともに，それぞれの課程における教育目標に

適したＰＢＬを低学年次から導入することで創造力の早期育成にも取り組んでいる」ことが挙げられ

る。 

またこれら教育課程の全体像を学生が容易に理解できるよう，本校の教育目標，学科の教育目標や

教育課程の編成方針，もの作り教育課程，シラバスなどを本校Ｗｅｂサイトに掲載している。なおシ

ラバスには，授業計画と到達目標を記載するだけでなくその授業の教育課程における位置付けが理解
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できるように教育目標と授業内容との関連性についても記載し，授業がシラバス通りに実施されてい

ることをチェックするために種々のアンケートも実施している。また科目の習得を判定する成績評価

基準やその評価方法，単位認定，進級認定及び卒業認定の基準をシラバスや学生便覧に掲載して学生

に開示しているとともに，学級担任からも充分に周知している。なお，実際の成績評価，単位認定，

進級認定及び卒業認定がシラバスや関係規則に基づいて適切かつ厳正に実施されていることも付記し

ておく。 

 このように技術教育の充実化を図るとともに，人間としての素養を高めるための特別活動や課外活

動も本校の教育理念「学業に専念するとともに規律を重んじ礼儀を厳正にする，勤労に親しみ強固な

意志と頑健な身体を鍛錬する」に基づいて実施している。具体的には，ショートホームルーム（ＳＨ

Ｒ），ロングホームルーム（ＬＨＲ）及び各種学校行事を通じて規律や礼節を指導し，クラブ活動や

ボランティア活動を通じて強固な意志の形成と身体の鍛錬を図っている。 

＜専攻科課程＞ 

準学士課程との教育の連携を考慮した教育課程を定め，それを教員及び学生に周知するとともに，

定めた通り実施している。 

教育の目的に照らして，授業科目を適切に配置し，教育課程の体系性を確保している。シラバスに

記載された授業内容は適切であり，それが実施されていることを確認している。  

共通専門科目の履修，米国の大学との教育連携，インターンシップの実施と評価・認定などを通じ

て学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程の編成を実施してい

る。 

教育の目的に照らして，授業形態のバランスが取れるようにカリキュラムを作成するとともに，対

話・討論型授業，パワーポイントを活用した講義，e-learningシステムを利用した英語教育等，工夫

された学習指導法を実施している。 

設計から加工・製作及びプログラミングまでを行う授業や学生の創意・工夫により模型やロボット

を製作させる実験等の創造性を育む教育方法を実施するとともに，インターンシップの活用により，

技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力を育成している。 

授業内容を明示した適切なシラバスを作成し，それを冊子及びＷｅｂサイトで開示するとともに，

シラバス実施確認を実施している。 

研究時間報告書や学習支援ミーティングによる研究指導及び学会発表等の義務付けにより，一定レ

ベル以上の研究指導を実施している。 

成績評価・修了要件等に関する規程を策定し，これらを学生へ周知するとともに，成績評価・単位

認定及び修了認定も適切に実施している。 



阿南工業高等専門学校 基準６ 

 - 204 - 

基準６ 教育の成果 

６－１ 教育の目的において意図している，学生が身に付ける学力，資質・能力や養成しよう

とする人材像等に照らして，教育の成果や効果が上がっていること。 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，自己の得意分野を核としてもち，学んだ専門技術や工学知識をシステムとして幅広く有

機的に活用できる方法論・実践力を養成する教育を行っている。本校がめざす人材像としては，核と

なる分野に関する確固たる知識をベースとしてもち，その方法論・実践力を幅広い工学分野を対象と

して創造的に活用できる可能性をもったエンジニアである。このエンジニア像をめざして，本校では

学習・教育目標を定めて技術者の育成を行っている。この学習・教育目標の達成状況を把握・評価す

るために，点検・評価委員会が設置され，授業評価や教育方法改善などを行っている（資料６－１－

①－１）。平成 15 年度からは全授業科目において，学生に対して，シラバス記載の到達目標修得点

検アンケートを行い，各科目における到達目標の到達度を４段階で評価させている（資料６－１－①

－２）。また，準学士課程では，進級判定会議及び卒業判定会議において，学生の修得単位数及び卒

業研究の評価によって達成状況を適切に把握・評価し（資料６－１－①－３），進級・卒業を判定し

ている。専攻科課程では，進級判定会議及び修了判定会議において，修得単位数や特別研究論文など

の達成状況を適切に把握・評価し（資料６－１－①－４），進級・修了を判定している。なお，４年

生から専攻科２年生まで４年間においては，｢創造技術システム工学｣教育プログラムを設定して，こ

れを専攻科の修了用件としている。さらに，専攻科学生に対しては，専攻主任，クラス担任，指導教

員等の数名の教員からなる学習支援チームを構成し，チェックシートを用いた学習支援ミーティング

を年間４回程度実施している（資料６－１－①－５，前述資料５－７－①－２）。これにより，各学

生の履修状況や学習・教育目標の達成状況を点検し，科目の修得単位数，履修時間数などのチェック

や特別研究の進ちょく状況などの把握を行っている。 

 

資料６－１－①－１（内容は前述資料３－２－②－２と同じ（63 頁）） 

阿南工業高等専門学校点検・評価委員会規則 

                              （平成 16 年４月１日） 

                               （規則第 27 号） 

 

 （設置） 

第１条 阿南工業高等専門学校に阿南工業高等専門学校点検・評価委員会（以下「委員会」とい

う。）を置く。 

 （審議事項） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

 (1) 中期計画の達成度評価に関する事項 

  (2) 自己点検評価に関する事項 

 (3) 教員の自己点検の検証に関する事項 
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 (4) 教員のファカルティディベロップメント（以下「ＦＤ」という。）に関する事項 

 (5) 教育方法改善等に関する事項 

 (6) 授業評価に関する事項 

 (7) 情報セキュリティの評価に関する事項 

 (8) その他点検・評価に関する事項 

 （組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 (1) 校長が指名する者 ３名 

  (2) 一般教科教員のうちから選出された者 １名 

 (3) 各学科教員のうちから選出された者 各１名 

 (4) 専攻科担当教員のうちから選出された者 １名 

 （任期） 

第４条 前条に規定する委員の任期は，１年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の委員の任期

は，前任者の残任期間とする。 

 （委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き，第３条第１号の委員をもって充てる。 

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

３ 委員長に事故あるときは，委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。 

 （議事） 

第６条 委員会は，委員の過半数が出席しなければ議事を開き，議決することができない。 

２ 委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは委員長の決するとこ

ろによる。 

 （審議結果） 

第７条 委員長は，委員会の審議結果を，速やかに校長に報告するものとする。 

 （委員以外の者の出席） 

第８条 委員長が必要と認めるときは，委員会に委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことがで

きる。 

 （専門委員会） 

第９条 委員会は，次の専門委員会を置く。 

 (1) ＦＤ専門委員会 

 (2) 授業評価専門委員会 

２ 専門委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 （部会） 

第 10 条 委員会は，必要に応じて部会を置くことができる。 

２ 部会に関し必要な事項は，別に定める。 

 （事務） 

第 11 条 委員会に関する事務は，庶務課及び学生課において処理する。 

 （雑則） 

第 12 条 この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，別に定める。 

（出典 阿南工業高等専門学校点検・評価委員会規則） 
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資料６－１－①－２

シラバス記載の到達目標修得点検アンケート結果例 

ｼﾗﾊﾞｽ記載の到達目標修得点検アンケート 

 
科目名：構造力学２  クラス：４Ｃ  担当教官： 

 
本科目受講を終わるにあたり，ｼﾗﾊﾞｽに記載してある【到達目標】 について，あなたはどの程度理解

および修得できたと思いますか。各項目について以下の自己評価をして，A, B, C, D で記入してくだ
さい。 

A: よく理解できた 
B: やや理解できた 
C: あまり理解できなかった 
D: 全く理解できなかった 

【到達目標】 

 

１．柱部材の応力およびトラス構造物の部材力の算定が出来る。 

 

２．静定ばりのたわみの算定が出来る。 

 

３．不静定次数の低い不静定構造物の反力および断面力の算定が出来る。 

柱部材の応力およびトラス構造物の部材力
の算定が出来る

b:やや理
解できた

49%

d:全く理解
できな
かった

9%
c:あまり理
解できな
かった
12%

a:よく理解
できた
30%

・

静定ばりのたわみの算定が出来る。

b:やや理
解できた

55%

d:全く理解
できな
かった

9%c:あまり理
解できな
かった

9%

a:よく理解
できた
27%

 

不静定次数の低い不静定構造物の反力お
よび断面力の算定が出来る。

b:やや理
解できた

46%

d:全く理解
できな
かった
12%

c:あまり理
解できな
かった
27%

a:よく理解
できた
15%

 
 

（出典 シラバス記載の到達目標修得点検アンケート結果）
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資料６－１－①－３ 

卒業研究評価シート例 

卒業研究評価シート                       平成１７年２月１５日 

                    教員名：              
（１）卒業研究論文・内容梗概について（各 5 点×３）           評点１［１  ２  ３  ４  ５］ 
  評価基準（研究グループ単位での評価）                    （劣）         （良） 

① 論文・内容梗概の形式は整っているか？ 
② 研究内容（目的，方法，結果，検討，今後の課題など）が系統立てて説明されているか？ 
③ 卒業研究において創造性を発揮し，ものづくり（実験装置，ソフトウェア等を含む）の能力を高めているか？ 

（２）卒業研究の発表（プレゼンテーション）方法について（各 5 点×３）  評点２［１  ２  ３  ４  ５］ 
  評価基準（主として個人単位での評価）                    （劣）         （良） 

① 発表形式（視覚的情報，発声，時間，態度など）が整っているか？ 
② 発表内容（目的，方法，結果，検討，今後の課題など）が系統立てて説明されているか？ 
③ 質疑に対して的確に応答できているか？ 

（３）卒業研究を通じてのデザイン能力（各 5 点×２）           評点３［１  ２  ３  ４  ５］ 
  評価基準（主として個人単位での評価）                   （劣）         （良） 

① 卒業研究を計画的に遂行し，論理的に結果を導いているか？ 
② 論文の考察から問題点と発展性がみられるか？ 

以上，40 点満点で採点していただき，集計後，発表・梗概 30％として成績評価します． 

評点1 評点2 評点3 
テーマ名 

① ② ③ 小計
氏名 

① ② ③ 小計 ① ② 小計 

合  計   

(40点満点)

データベースソフトによる資料検索システムの構築      

     
低域通過型フィルタと統計的手法を用いた小型風車の簡易状態診断法

     

試験時間割作成のためのＷｅｂデータベース構築に関する研究      

遺伝的アルゴリズムを用いた試験時間割作成システムの開発      

LED 発電特性自動測定システムの構築      

２次元 LED ディスプレイ移動方式による３次元表示装置の製作      

フレキシブルライトデザインモジュール及び 3 次元空間の表出について

の研究開発 
     

無線を使った表示システム      

太陽光パネルの出力特性について      

状態推定理論を用いたパラメータ推定への試作研究      

H8/3048F によるインターフェース応用回路の開発      

     
ライントレースロボットの開発 

     

風車の振動信号による状態診断について      

無線ＬＡＮ構築に関する一検討      

行列固有値法による電波吸収体の特性解析      

超微細回折格子における数値解析とその応用      

構造性発色作用の解析と応用      

     
基板バイアス電圧が Si 反転層内の二次元電子ガス状態に与える影響

      

     

     イルミネーションＬＥＤの製作 

     

ＰＩＣを用いたフルカラーＬＥＤマトリックスモジュールの制御      

     
結合発振回路の製作と解析 

      

ニューラルネットワークのＢＰ学習シミュレータの作成      

ＤＳＰを用いたアクティブノイズ制御      

歪みゲージを用いたマルチスイッチの製作      

調光機能付発熱抑制回路の作製       

PIC を用いた校内案内システムの構築       

レーザーを用いたクリスタルガラス内部への彫刻       

時間分解光熱分光法による GaN 薄膜の波長依存性       

      
電力系統の過渡安定度に及ぼす設計要素の影響評価 

      

      
差動増幅回路定数の最適化 

      

      

      かご形三相誘導電動機設計プログラムの開発 

      

      
ＢＵＣＫ－ＢＯＯＳＴコンバータ回路の動作解析とパラメータ表示 

      

  

（出典 卒業研究評価シート） 
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資料６－１－①－４ 

特別研究発表の評価シート例 

特別研究発表の評価シート （平成１６年度２ＥＳ：２月１０日） 

 

下記項目に関して５、４、３、２，１の評価をお願いします。 

注意：３評価以上が本特別研究発表に関しての合格レベルといたします。なお、１，２

評価がひとつでもあれば、本発表が不合格ということではありません。特別研究

の評価は本発表以外にも下記項目（シラバス参照）により評価します。 

 

 

５：優秀   ４：良   ３：可    ２以下：不合格 

発表に関する評価 研究内容に関する評価  

氏 名 発表態度（質疑

応答を含む） 

プレゼンテー

ション能力注1 

国際人として

の教養等注２ 

デザイン能力及び

複合能力注３ 

概要のまと

めかた 

 
     

 
     

 
     

 
     

 
     

 
     

注１ 英語発表含む 

注２ 他に社会、環境に対する責任感、倫理観；教育プログラムにおける学習教育目標の（Ａ） 

注３ 教育プログラムにおける学習教育目標の（Ｄ）及び（Ｅ） 

 

 
特別研究の評価 
１年 ２年 
・指導教官による評価 ５０％ 
・中間発表の評価   ３５％ 
・中間発表の概要   １５％ 

・指導教官による評価      ５０％ 
・中間発表および概要集の評価  １０％ 
・本論文の査読による評価    １５％ 
・発表会および概要集の評価   ２５％ 

 
 

（出典 特別研究発表の評価シート） 
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資料６－１－①－５（内容は前述資料５－７－①－２と同じ（190 頁）） 

学習支援ミーティング様式 

学習支援ミーティング総括表 
クラス（    ）  学生名（         ） 

 
１．ミーティング実施履歴 
ミーティ ング日 時間 教員メンバー名 場所 学生サイン 

 月  日 ：     

 月  日 ：     

 月  日 ：     

 月  日 ：     

 
 
２．特別研究の進捗状況（研究時間報告の記載状況・研究活動全般） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．TOEIC の取り組み 

成績 実施日 備考 

L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 

L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 

L: R: 総合：   年  月  日 公開 ・  IP ・  校内模試 
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４．自宅での学習状況（３時間の学習を学生から聞き取り） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．出欠状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．進路に関する指導（本人の希望を聞く） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．その他生活指導 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．教育支援として特別なプログラム（補習、再試験等）が必要と思われる場合にその内容を

学生に提案 
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（出典 学習支援ミーティング様式） 
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（分析結果とその根拠理由） 

準学士課程においては，シラバス記載の到達目標修得点検アンケートを行い，各科目における到達

目標の到達度を４段階で評価している。進級判定会議及び卒業判定会議において，学生の修得単位数

及び卒業研究の評価により，学習・教育目標の達成状況を適切に把握・評価して，進級・卒業を判定

している。専攻科課程においては，シラバス記載の到達目標修得点検アンケートだけでなく，学習支

援ミーティングを年間４回程度実施し，履修状況や学習・教育目標の達成状況を点検している。その

うえで，各学生の科目の修得単位数，履修時間数などのチェックや特別研究の進ちょく状況などの把

握につとめていることなどから，学習・教育目標の達成状況を把握・評価するための適切な取組を行

っている。 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につい

て，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等から，

あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や効果が

上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では，学生課教務係によって，単位取得率，進級率，留年・休学・退学状況，卒業者数，進学

先及び就職先一覧が組織的・体系的に整理され，教育の成果が検証できる体制が整備されている

（資料６－１－②－１から９）。単位の取得，修了時の成績等の評価は，準学士課程においては

ＪＡＢＥＥに準拠した基準により，また，専攻科においてはＪＡＢＥＥに対応した基準により適切に

行われている。学生の資格取得については，各学科とも積極的に取得することを奨励している（資料

６－１－②－10）。卒業研究（特別研究）は，各学科（各専攻）とも中間発表会及び最終の発表会を

実施しており，概要集を作成して，各発表において質疑応答も含め，聴講教員全員による評価がなさ

れている。過去５年間の卒業論文及び特別研究論文は各学科で保存され，内容・水準が検証できる体

制が整えられている。また，専攻科の学生は，特別研究の内容について学会で発表を行うことも修了

要件に含まれている（資料６－１－②－11）。さらに，教育の成果が総合的に要求される各種コンペ

ティションにも積極的に参加しており，優秀な成績を収めている（資料６－１－②－12）。 
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資料６－１－②－１

単位取得率 

準学士課程 

 

専攻科 

（出典 単位取得率一覧）
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資料６－１－②－２

進級率一覧 

（出典 進級率一覧）
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資料６－１－②－３

退学者の状況 

（出典 退学者状況一覧）
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資料６－１－②－４

休学者の状況 

 

（出典 休学者状況一覧）
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資料６－１－②－５

卒業者数，進学状況（就職・進学） 

 

 

 

（出典 卒業者数，進学状況（就職・進学）一覧）
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資料６－１－②－６

就職率・進学率 

 

 

（出典 就職率・進学率一覧）
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資料６－１－②－７

進学先一覧（準学士課程） 

（出典 技術の光 あなん高専 中学生の皆さんへ（平成18年度版）18頁）
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資料６－１－②－８

進学先一覧（専攻科） 

 

 
（出典 進学先一覧（専攻科））

 

資料６－１－②－９

就職先一覧 

（出典 技術の光 あなん高専 中学生の皆さんへ（平成 18 年度版）16 頁）
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資料６－１－②－10

資格取得者数(1) 

 

機械工学科 

 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 

資格試験名 受験数 合格数 受験数 合格数 受験数 合格数 

機械設計技術者試験３級             

英検準２級  3 3

英検３級 8 8 3 3 13 13 
英検４級 4 4 3 3 5 5 
英検５級 4 4   

工業英検３級  6 1 
工業英検４級 13 12 17 14 
CAD 利用技術者２級 1 1 1 0 
基礎製図検定 1 1   

機械製図検定 1 1  

Ｃ言語プログラミング検定３級   

コンピューター検定５級 1 1  

情報技術検定３級   

２級ボイラー技士 1 1 8 5 1 0 
危険物取扱責任者乙種１類 1 1   

危険物取扱責任者乙種２類 1 1   

危険物取扱責任者乙種３類 1 1  

危険物取扱責任者乙種４類 8 8 2 2 3 3 
危険物取扱責任者乙種５類 1 1  

危険物取扱責任者乙種６類 1 1  
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資格取得者数(2) 

 

電気電子工学科 

 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 

資格試験名 受験数 合格数 受験数 合格数 受験数 合格数 

第３種電気主任技術者試験 2 0 9 5 17 8 
第１種電気工事士試験 9 3 5 1  

第２種電気工事士 10 10 2 0  

危険物取扱者 乙種 17 13 3 2 5 4 
危険物取扱者 丙種  1 1 
マルチメディア 3 級 1 1 1 1 1 1 
マルチメディア２級 1 1   

ＣＧ部門  2 2 
ＣＡＤ利用技術者検定 1 1   

基本情報技術者 2 2  

デジタル技術検定 2 級 制御 1 1  

デジタル技術検定 2 級 情報 1 1  

電気工事担当者 デジタル 3 種 1 1   

電気施工管理者 2 級  1 1 
情報技術検定１級  1 0 
情報技術検定２級 1 0  

第３種冷凍機械主任技術者 1 1  

2 級ボイラー技士 1 1  

計算技術検定 1 級 1 0 1 1 
Ｃ言語３級 1 1  

電卓検定８級 1 1   

数学検定４級 1 1   

英語検定準２級 1 1 1 1 10 4 
英語検定２級 1 0 3 1 
英語検定 3 級 4 3 1 1 9 8 
工業英語検定４級   

工業英語検定５級  1 0 
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資格取得者数(3) 

 

制御情報工学科 

 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 

資格試験名 受験数 合格数 受験数 合格数 受験数 合格数

数学検定４級 1 1 5 5 
英語検定２級 1 0   

英語検定準 2 級 2 2  12 11 
英語検定 3 級 2 2  11 11 
英語検定４級  1 1 
パソコン検定４級 1 1 11 11 11 11 
パソコン検定３級 6 6 29 28 
パソコン検定２級 1 1 3 1 
パソコン検定準１級   

情報セキュリティアドミニストレータ  1 0 
デジタル技術検定２級 9 8  

デジタル技術検定３級 7 7 14 10 14 10 
デジタル技術検定４級 17 17 10 10  

画像処理  1 1 
ＣＧ検定２級  4 0 
ＣＧ検定３級  7 3 
ＰＡｔ試験 2 級  1 1 
初級システムアドミニストレータ 1 1 2 1 
危険物取扱者  1 1 
ＣＡＤ利用技術者１級   

ＣＡＤ利用技術者２級 8 7 2 1 
ＣＡＤ利用技術者３級  6 6 
マルチメディア検定 2 級  3 2 
マルチメディア検定３級  3 3 
基本情報技術者 2 1  

第２種電気工事士 1 1   
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資格取得者数(4) 

 

建設システム工学科 

 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 

資格試験名 受験数 合格数 受験数 合格数 受験数 合格数 

アマチュア無線 ４級  1 1

危険物取扱者 乙種第２類 1 1  

危険物取扱者 乙種第４類 1 1 2 2 
危険物取扱者 乙種第６類  1 1 
デジタル技術検定４級  1 1 
英語検定３級 4 4 4 4 
英語検定４級 1 1 1 1 
情報処理技術者能力検定２級  1 1 
施工技術者         1 1  

MOUS 試験 Excel 一般  1 1 
 

（出典 資格取得者数一覧）

 

 



阿南工業高等専門学校 基準６ 

- 225 - 

資料６－１－②－11

平成 16 年度専攻科生の学会発表実績(1) 

 

構造設計工学専攻 

氏名 題目 学会名 発表年月 発表会場 

Ａ solidification of blast-furnace 

slag with wood waste under 

hydrothermal conditions 

14th International 

Conference on the 

Properties of Water and 

Steam 

2004.8 京都国際会館 

Ｂ レーザー圧接による SPCC と

A6061 アルミニウム合金異材界

面のミクロ観察 

第 10 回四国地区材料

関連学協会支部・研究

会連合講演会 

2005.3 高知工業技術

センター 

Ｃ レーザー圧接法による AZ31 マ

グネシウム合金と A6061 アルミ

ニウム合金の接合 

第９回四国地区材料関

連学協会支部・研究会

連合講演会 

2004.3 高松高専 

Ｄ 輪荷重が作用するときの埋設

管の設計法の検討 

土木学会四国支部第 9

回技術研究発表会 

2003.5 香川大学 

Ｅ 更生されたコンクリート管の

載荷実験に対する FEM 解析 

土木学会四国支部第 10

回技術研究発表会 

2004.5 高知工科大学 

Ｆ 

 

ウェーブレット変換を用いた

鉛直アレー観測記録の分析 

土木学会四国支部第 10

回技術研究発表会 

2004.5 高知工科大学 

Ｇ 電動オートバイの最適スリッ

プ比制御に関する研究（直流

モータの特性を利用した測定

システム） 

日本機械学会  中国四

国学生会 第 35 回学生

員卒業研究発表講演会 

2005.3 愛媛大学 

 

Ｈ 放電励起酸素－ヨウ素レーザー

の研究現状 

第６回光量子科学研究

シンポジウム 

2004.11 日本原子力研

究 所  関 西 研

究所 
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平成 16 年度専攻科生の学会発表実績(2) 

 

電気制御システム工学専攻 

氏名 題目 学会名 発表年月 発表会場

Ａ Analysis of Current Density 
Induced in an Ungrounded 
Human Model by the 
Method Combining the 
Surface-Charge Integral 
Equation and the Finite 
Element Method 

2005 RIPS International 

Workshop on Nonlinear 

Circuits and Signal 

Processing 

2005.3 Honolulu, 

Hawaii, 

USA 

Ｂ Characteristics for 10-kW 
Small Wind Power 
Generation System 

2005 RIPS International 

Workshop on Nonlinear 

Circuits and Signal 

Processing 

2005.3 Honolulu, 

Hawaii, 

USA 

Ｃ A Feature Extraction for 
Summary Condition 
Diagnosis of Windmill 

2005 RIPS International 

Workshop on Nonlinear 

Circuits and Signal 

Processing 

2005.3 Honolulu, 

Hawaii, 

USA 

Ｄ ウェーブレット変換による

風車の状態簡易診断法 

平成 16 年度電気関係学

会四国支部連合大会 

2004.9 徳島大学 

Ｅ 介助用車椅子の補助動力制

御に関する一提案 

平成 16 年度電気関係学

会四国支部連合大会 

2004.9 徳島大学 

Ｆ 分光エリプソメトリーによ

る窒化ガリウム薄膜の光学

定数測定 

平成 16 年度電気関係学

会四国支部連合大会 

2004.9 徳島大学 

Ｇ Si/SiGe ヘテロ構造における

二次元電子ガス状態の圧力

効果 

平成 16 年度電気関係学

会四国支部連合大会 

2004.9 徳島大学 

Ｈ リカレントネットワークの

学習則におけるパラメータ

の変遷 

平成 16 年度電気関係学

会四国支部連合大会 

2004.9 徳島大学 

Ｉ 原子力プラント異常事象説

明機能の開発 

平成 16 年度電気関係学

会四国支部連合大会 

2004.9 徳島大学 

 

（出典 平成16年度専攻科生の学会発表実績）
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資料６－１－②－12

平成 16 年度各種コンテスト参加実績 

 

コンテスト名 内容 成績 開催年月

四国 EV ラリー大会 地球環境の保全や低公害自動車の普及

を呼びかけることを目的としたＥＶカ

ーの性能を競う大会 

エコタイムラ

リー部門優勝 

2004.8 

全国高等専門学校

デザインコンぺテ

ィション 

ブリッジコンテスト（木製の橋で載荷

実験を行って，その耐荷性能を競う） 

総合順位 14 位

（21 作品中） 

2004.9 

全国高等専門学校

プログラムコンテ

スト 

競技部門：「記憶のかけら」と題し，

ジグソーパズルをイメージした競技

で，いかに早く元の画像に復元できる

かを競技 

課題部門：「Road of The Benki －解

放への序曲－」と題して，個人の好み

に応じた公衆トイレナビゲーションシ

ステムを展示 

敢闘賞 2004.10 

アイディア対決全

国高等専門学校ロ

ボットコンテスト

四国地区大会 

２チームのロボットが与えられたテー

マのもとで対決し，アイディアを競う 

技術賞 

ロボット名 

B-Process 

（ビー・プロ

セス） 

2004.10 

アイディア対決全

国高等専門学校ロ

ボットコンテスト

全国大会 

２チームのロボットが与えられたテー

マのもとで対決し，アイディアを競う 

 2004.11 

（出典 平成16年度各種コンテスト参加実績）

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生個人の進路変更・希望等により留年・休学・退学はあるが，全体的に高い単位取得率であり，

その結果，高い進級率，卒業率，進学率，就職率となっている。また，卒業研究の内容については，

一部の学生は専攻科進学後また就職後の比較的早い時期に，本人が学会でその成果を発表している例

もあり，内容的にも十分妥当なレベルである。平成16年度専攻科修了生は，各専攻とも全員が国内外

の学会で発表を行っている。近年では，専攻科生が国際会議で発表を行っている例も見られる。また，

各種コンペティションにおいても優秀な成績をおさめており，特にロボットコンテストにおいては，

平成15年に初めて全国大会に出場して以来，２年連続技術賞を取得しての全国大会出場である。その

他にも，プログラムコンテスト敢闘賞や機械工学科学生による四国ＥＶラリーフェスティバル優勝が

ある。以上のことから，教育の成果や効果が上がっている。 
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観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や進

学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の成果

や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 

各学科とも就職率，進学率は，ほぼ 100％である（前述資料６－１－②－６）。平成 16 年度卒業

生の就職先を産業別に見ると，機械工学科では製造業に 100％就職しており，他の学科においては製

造業だけでなく情報通信業や建設業にも就職している。これらは本校の教育目的において目指してい

る人材像として相応しい進路先である（資料６－１－③－１）。また，本科卒業生及び専攻科修了生

の進学先については，ほとんどが工学部や理工学部であり，これらについても本校の教育目的におい

て目指している人材像として相応しい進路先である（前述資料６－１－②－７（準学士課程），前述

資料６－１－②－８（専攻科））。 

 

資料６－１－③－１

準学士課程卒業生の就職先（産業別・職業別等）（平成16年度） 

（出典 本校Ｗｅｂページ（http://www.anan-nct.ac.jp/annnai/sinro.htm））
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（分析結果とその根拠理由） 

就職先及び進学先は，いずれも本校の教育目的において目指している人材像として相応しい進路先

であり，各学科ともほぼ 100％の就職率である。しかし，建設システム工学科では，ここ数年卒業生

の進路は，就職先の１割程度が建設以外の分野であるが，これは地元に雇用条件の魅力的な日亜化学

工業があることも影響している。公共事業費の削減等の影響により，建設業界にとって非常に厳しい

状況であるが，現在のところほぼ 100％の就職率を保っており，教育の効果が上がっている。 

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果が

上がっているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，核となる分野に関する確固たる知識をベースとしてもち，その方法論・実践力を幅広い

工学分野を対象として創造的に活用できる可能性をもったエンジニア像をめざして，学習・教育目標

を定めて技術者の育成を行っている。この学習・教育目標の達成状況を把握・評価するために，点検

・評価委員会が設置され，学生による授業評価アンケートや教員による授業参観などを行うことによ

り，授業評価や教育方法改善等について検討している（資料６－１－④－１）。また，平成15年度か

らは全授業科目において学生にシラバス記載の到達目標修得点検アンケートを実施し，各科目におけ

る到達目標の到達度をＡ：よく理解できた，Ｂ：やや理解できた，Ｃ:あまり理解できなかった，

Ｄ:全く理解できなかった，の４段階の評価を行っている（資料６－１－④－２）。その結果，前

年度に比べて次年度では改善の兆しが確認できる。 
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資料６－１－④－１

阿南高専 授業評価アンケート 

 

（出典 阿南高専 授業評価アンケート）
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資料６－１－④－２

シラバス記載の到達目標修得点検アンケート 

 

ｼﾗﾊﾞｽ記載の到達目標修得点検アンケート 

 

科目名：構造力学２  クラス：４Ｃ  担当教官： 

 

本科目受講を終わるにあたり，ｼﾗﾊﾞｽに記載してある【到達目標】 について，あなたはど

の程度理解および修得できたと思いますか。各項目について以下の自己評価をして，A, B, 

C, D で記入してください。 

A: よく理解できた 

B: やや理解できた 

C: あまり理解できなかった 

D: 全く理解できなかった 

 

【到達目標】 

 

１．柱部材の応力およびトラス構造物の部材力の算定が出来る。 

 

２．静定ばりのたわみの算定が出来る。 

 

３．不静定次数の低い不静定構造物の反力および断面力の算定が出来る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 シラバス記載の到達目標修得点検アンケート）
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（分析結果とその根拠理由） 

授業評価アンケート結果やシラバス記載の到達目標修得点検アンケート結果によれば，前年度に比

べて次年度では改善の兆しが確認できる。しかし，概ねその傾向は見られているものの長期的な傾向

は，まだ十分には確認できていない。 

 

６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付けた学

力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。また，その結

果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 

平成 15 年度専攻科修了生及びその勤務先にアンケートを実施した結果，教育目標Ａについては，

過半数が満足していないことがわかる。教育目標Ｂ，Ｃ及びＤついては，80％程度が普通以上，教育

目標Ｅについては，70％程度が普通以上である。また，英語を中心とするコミュニケーション能力を

学生時代により積極的に磨いておくべきとの声も多く見られた。これを踏まえ，平成 15 年度と平成

16 年度には，特に英語のコミュニケーション能力についての具体的目標を定めた。このように，本

校では，社会で活躍する専攻科修了生の声も踏まえながら学習・教育目標を設定している。また，平

成 15 年度及び 16 年度準学士課程卒業生に対しても，アンケートを実施しており，現在，結果の集計

中である（資料６－１－⑤－１，前述資料５－１－②－２）。以上のように，本校では，教育の成果

を確認すべく，卒業（修了）生などからの意見を聴取する取組を積極的に行っている。 
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資料６－１－⑤－１

阿南高専卒業生に対するアンケート(1) 

 

阿南高専卒業生に対するアンケート（依頼） 

 

 

阿南工業高等専門学校 

校長 米山 宏 

 

拝啓  時下，阿南高専卒業生の皆様にはご清栄のこととお喜び申し上げます。 

  さて，本校では，平成１４年度より以下に示す(A)～(E)の学習・教育目標を設定し，創造力

豊かな実践的技術者の育成に努めています。今般，その学習・教育目標に対するアンケートを実

施いたします。阿南高専が今後ともより充実した教育ができる高等教育機関であり続けられるよ

う，ご協力のほど，お願い申し上げます。なお，このアンケートは，大学評価・学位授与機構に

提出する認証評価自己評価書における「教育の成果」の記述において，下記の設問の回答結果を

パーセンテージで表示するためだけに使用するので，それ以外の用途には使用いたしません。 

敬具 

 

 

阿南高専の学習・教育目標 

 

（A） 国際人としての教養を身に付け，人間社会や自然環境に対して責任感及び倫理観を持つ技

術者を養成する。 

（B） 社会が要求している問題を見出し，数学・自然科学・情報技術を利用しながら問題解決を

計画的に遂行できる技術者を養成する。 

（C） 日本語で論理的に記述・討論ができ，専門分野において国際的にコミュニケーションがと

れ，表現力豊かに口頭発表ができる技術者を養成する。 

（D） 継続して専門知技術や知識を学習する習慣を身に付け，複合的な技術開発を進められる能

力を持った技術者を養成する。 

（E）「もの作り」を重視し，技術的構想や創造的思考を実現させるためのデザイン能力を有す

る技術者を養成する。 

 

 

設問１ あなたは阿南高専卒業時点で上の(A)～(E)の学習・教育目標について，総じてどの程度

満たしていたかを○印で囲んでください。 

(A)：①良く満たしている,②やや満たしている,③普通程度,④やや満たしていない,⑤全く満たしていない 

(B)：①良く満たしている,②やや満たしている,③普通程度,④やや満たしていない,⑤全く満たしていない 

(C)：①良く満たしている,②やや満たしている,③普通程度,④やや満たしていない,⑤全く満たしていない 
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(D)：①良く満たしている,②やや満たしている,③普通程度,④やや満たしていない,⑤全く満たしていない 

(E)：①良く満たしている,②やや満たしている,③普通程度,④やや満たしていない,⑤全く満たしていない 

設問２ 阿南高専を卒業後，高専で学んだことの中で現在も役に立っていることは何でしょう

か。該当する項目の記号に○を付けてください。 

 

(A)国際人としての教養      (B)人間社会や自然環境に対しての責任感及び倫理観 

(C)数学など基礎的な学力     (D)各専門分野における基礎知識     (E)情報技術 

(F)日本語で論理的に記述・討論する能力     (G)プレゼンテーション能力 

(H)継続して学習する習慣     (I)基礎的な「ものつくり」能力 

(J)その他（                                   ） 

 

 

設問３ 高専でしっかり学んでおくべきだと考えられることは何でしょうか。ご自分の実感もま

じえて，該当する項目の記号に○を付けてください。 

 

(A)国際人としての教養      (B)人間社会や自然環境に対しての責任感及び倫理観 

(C)数学など基礎的な学力     (D)各専門分野における基礎知識     (E)情報技術 

(F)日本語で論理的に記述・討論する能力     (G)プレゼンテーション能力 

(H)継続して学習する習慣     (I)基礎的な「ものつくり」能力 

(J)その他（                                   ） 

 

 

設問４ あなたは阿南高専の教育内容に満足していますか。該当するものを○印で囲んでくださ

い。 

①満足している ②やや満足している ③普通程度 ④やや満足していない ⑤全く満足していない 

 

 

設問５ 阿南高専の教育に関して，ご意見をご自由にお書きください。（記入欄が不足の場合，

裏面をご利用ください） 

 

 

 

 

 

平成        年３月             工学科 卒業 

 

ご回答，ありがとうございました。 

（出典 阿南高専卒業生に対するアンケート）
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（分析結果とその根拠理由） 

卒業生への意見聴取の取組については，まだ始めたばかりであり，定期的かつ継続的な調査が十分

に行われておらず，教育の成果及び効果についての体系付けられた評価ができていない。また，英語

科目の充実化による効果は，まだ十分に現れていないが，今後その評価は明らかになる。今後も，定

期的かつ継続的な卒業生へのアンケートを実施していく必要がある。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

就職先及び進学先は，いずれも本校の目指すべき技術者として相応しい進路先であり，各学科とも

ほぼ100％の就職率である。卒業研究については，一部の学生は専攻科進学後また就職後の早い時期

に本人が学会で成果を発表している。専攻科の特別研究については，平成16年度は，専攻科生全員が

在学中に学会発表を行っている。最近では，専攻科生の国際会議での発表も行われており，内容的に

も十分妥当なレベルであると思われる。ロボットコンテストの２年連続技術賞を獲得しての全国大会

出場など，近年の各種コンペティションの好成績からも，教育の成果や効果が上がっている。 

（改善を要する点） 

専攻科修了生や準学士課程卒業生へのアンケートは，まだ実施し始めたばかりであるので，継続的

な調査が行われておらず，教育の成果及び効果についての体系付けられた評価がまだ十分にはできて

いない。英語科目の充実化による効果も，現れつつあるが，まだ十分ではない。 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

単位の取得，修了時の成績等の評価は，準学士課程においてはＪＡＢＥＥ基準に準拠し，専攻科に

おいてはＪＡＢＥＥ基準に対応した基準により適切に行われている。資格取得については，各学科と

も積極的に取得することを奨励している。就職先及び進学先は，いずれも本校の目指すべき技術者と

して相応しい進路先であり，各学科ともほぼ 100％の就職率である。卒業研究及び特別研究の成果に

ついては，積極的に国内外の学会で発表が行われている。ロボットコンテストなど各種コンペティシ

ョンにおいても，近年，優秀な成績をおさめている。以上のことから，本校では，教育の成果や効果

が上がっている。 
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基準７ 学生支援等 

７－１ 学習を進める上での履修指導，学生の自主的学習の相談・助言等の学習支援体制が整

備され，機能していること。また，学生の課外活動に対する支援体制等が整備され，機

能していること。 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況） 

本科における学習を進める上でのガイダンスとして，入学時の新入生オリエンテーション及び新入

生合宿研修での学科説明を実施している（資料７－１－①－１，資料７－１－①－２）。さらに，１

年生から３年生に対しては週１回のロングホームルーム（ＬＨＲ）及び毎朝のショートホームルーム

（ＳＨＲ）を通じてガイダンスを行っている（資料７－１－①－３）。４年生以上に対しては，ＪＡ

ＢＥＥ対応の教育プログラムについて手引き書を配付し，ガイダンスを行っている。 

本科学生が自主的学習を進める上での相談・助言を行うため，全学年でクラス担任制（１～３年生

までは副担任も設定している）を採用しており，クラス担任・副担任が全般的な相談に応じている

（資料７－１－①－４）。また，全教員が週１回以上のオフィスアワーを設定しており，担当科目に

対する相談を受け付けている（資料７－１－①－５）。 

専攻科における学習を進める上でのガイダンスとして，入学時に新入生オリエンテーションを実施

し，教育プログラム履修に関するガイダンスを行っている（資料７－１－①－６）。 

専攻科学生が自主的学習を進める上での相談・助言を行うため，各学生に対して専攻主任，クラス

担任，特別研究指導教員からなる学習支援チームを構成している。学生と支援チームによる年間４回

程度のミーティングを行い，学習上の相談を行っている（資料７－１－①－７）。専攻科でもクラス

担任の配備やオフィスアワーを実施している。 
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資料７－１－①－１（前述資料１－２－①－７と同じ内容（28頁））

本科新入生に対するオリエンテーションの実施について 

＜中略＞ 

＜中略＞ 

＜後略＞ 

 

（出典 平成17年度年度当初行事予定表）
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資料７－１－①－２

新入生合宿研修での学科説明の実施 

 

（出典 平成17年度新入生合宿研修のしおり・日程表）
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資料７－１－①－３

ロングホームルーム（ＬＨＲ）における学習ガイダンスの実施（２年生の例） 

 

（出典 平成16年度後学期ホームルーム計画）
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資料７－１－①－４

クラス担任・副担任の配置 

 

（出典 平成17年度 主事・学級担任等一覧表）

 

資料７－１－①－５（内容は前述資料５－２－①－７と同じ（122頁））

オフィスアワーの案内 

＜オフィスアワーパネル（各教員室前に掲示）＞ 

 

（出典 オフィスアワーの案内）
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資料７－１－①－６

専攻科新入生に対するオリエンテーションの実施 
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（出典 履修のしおり（平成17年度版））
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資料７－１－①－７

学習支援ミーティングの実施 
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（出典 学習支援ミーティング・チェックシート）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本科及び専攻科において定期的なガイダンスを実施している。クラス担任制やオフィスアワーによ

り，相談・助言を行う体制を整えている。さらに，専攻科においては学生毎に支援チームを編成，ミ

ーティングを行いきめ細かな指導が行えている。 

以上のことから，本科・専攻科とも学習を進める上でのガイダンスが整備・実施されている。また，

自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制があり，機能している。 
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観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況）  

学生の自主学習に供されている施設としては，ⓐ総合情報処理室・演習室ⓑ図書館ⓒ実習工場卒論

研究室，実験室等がある。また，厚生施設及びコミュニケーションスペースとしてはⓓ集会室，研修

室，宿泊室等の課外教育共同施設を設けている。 

総合情報処理室・演習室は，演習室１，２，３と校内に３ヶ所設けられており，各々，48台，46台，

46台のパソコンが設置されている。英語のe-learningの導入により，これまでの専門授業以外に一般

教科にも使用されている。また，学生に対しては昼休みの時間と授業終了後18：00まで開放している。

利用は定めた規則の下で行われている（資料７－１－②－１）。演習室の利用状況は資料に示す通り

である（資料７－１－②－２）。 

図書館には平成16年度末現在，蔵書79,000冊，雑誌256種を備えており，図書館閲覧室以外にも学

生の自習用として，学習閲覧室，雑誌閲覧室が整備されている。利用状況は資料に示す通りである

（資料７－１－②－３）。 

実習工場の利用については，指導教員または技術職員の指導の下であること限られるが，授業以外

の時間帯も使用を認めている。創造テクノセンターの卒業研究室及び実験室等については，事前の許

可があれば時間帯に関係なく使用することが可能である（入退室はカード方式）（資料７－１－②－

４）。実習工場の利用状況は資料に示す通りである（資料７－１－②－５）。 

課外教育共同施設として，集会室，研修室，宿泊室があり学生がサークル活動の場として使用して

いる。課外教育共同施設は，課外活動指導教員（顧問教員）の指導の下で，サークルの合宿等にも利

用している（資料７－１－②－６）。利用状況は資料に示す通りである（資料７－１－②－７）。 
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資料７－１－②－１ 

総合情報処理室利用細則 
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（出典 総合情報処理室利用細則 平成17年度『高専生活のてびき』160頁～161頁） 

 



阿南工業高等専門学校 基準７ 

 - 250 - 

資料７－１－②－２

総合情報処理室・演習室の利用状況 

自 由 利 用 時 間 の 利 用 状 況 (例 ：5月 23日 ～ 5月 30日 1週 間 ）

番 号 端 末 番 号 日 時 利 用 開 始 時 間
1 sr1pc26 2005/5/23 12 :26 :02
2 sr1pc30 2005/5/23 12 :38 :13
3 sr1pc31 2005/5/23 12 :40 :55
4 sr1pc02 2005/5/23 17 :14 :50
5 sr1pc01 2005/5/23 17 :49 :43
6 sr1pc25 2005/5/24 12 :20 :37
7 sr1pc47 2005/5/24 12 :24 :05
8 sr1pc46 2005/5/24 12 :24 :09
9 sr1pc04 2005/5/24 12 :25 :46

10 sr1pc28 2005/5/24 12 :30 :29
11 sr1pc11 2005/5/24 12 :33 :12
12 sr1pc02 2005/5/24 12 :33 :44
13 sr1pc01 2005/5/24 12 :33 :48
14 sr1pc07 2005/5/24 12 :37 :46
15 sr1pc29 2005/5/24 12 :40 :35
16 sr1pc48 2005/5/24 16 :14 :13
17 sr1pc39 2005/5/24 16 :17 :08
18 sr1pc25 2005/5/24 16 :46 :13
19 sr1pc06 2005/5/24 17 :18 :50
20 sr1pc04 2005/5/25 12 :13 :27
21 sr1pc40 2005/5/25 12 :17 :16
22 sr1pc25 2005/5/25 12 :22 :08
23 sr1pc35 2005/5/25 12 :30 :58
24 sr1pc43 2005/5/25 12 :35 :53
25 sr1pc11 2005/5/25 12 :37 :32
26 sr1pc03 2005/5/25 12 :39 :37
27 sr1pc10 2005/5/25 12 :41 :13
28 sr1pc44 2005/5/25 16 :06 :47
29 sr1pc37 2005/5/25 16 :09 :24
30 sr1pc16 2005/5/25 16 :38 :57
31 sr1pc13 2005/5/25 17 :27 :11
32 sr1pc02 2005/5/25 18 :05 :22
33 sr1pc12 2005/5/26 12 :25 :32
34 sr1pc14 2005/5/26 12 :27 :39
35 sr1pc37 2005/5/26 12 :32 :37
36 sr1pc13 2005/5/26 12 :40 :29
37 sr1pc07 2005/5/26 12 :42 :55
38 sr1pc10 2005/5/26 16 :00 :32
39 sr1pc11 2005/5/26 16 :01 :58
40 sr1pc25 2005/5/26 16 :02 :24
41 sr1pc09 2005/5/26 16 :02 :35
42 sr1pc07 2005/5/26 16 :03 :17
43 sr1pc27 2005/5/26 16 :05 :18
44 sr1pc32 2005/5/26 16 :11 :37
45 sr1pc38 2005/5/26 16 :31 :49
46 sr1pc32 2005/5/27 12 :26 :46
47 sr1pc31 2005/5/27 12 :27 :04
48 sr1pc33 2005/5/27 12 :27 :22
49 sr1pc12 2005/5/27 12 :28 :43
50 sr1pc02 2005/5/27 12 :29 :15
51 sr1pc26 2005/5/27 12 :37 :29
52 sr1pc23 2005/5/27 12 :41 :27
53 sr1pc37 2005/5/27 16 :05 :10
54 sr1pc11 2005/5/27 16 :15 :26
55 sr1pc41 2005/5/27 16 :33 :14
56 sr1pc01 2005/5/27 17 :02 :24
57 sr1pc17 2005/5/27 17 :02 :39
58 sr1pc03 2005/5/27 17 :05 :54
59 sr1pc38 2005/5/27 17 :08 :26
60 sr1pc06 2005/5/27 17 :24 :16
61 sr1pc07 2005/5/27 17 :34 :50
62 sr1pc10 2005/5/27 17 :51 :13
63 sr1pc15 2005/5/27 18 :03 :20 １ 日 当 た り の 使 用 人 数 12.6 人  

 

（出典 総合情報処理室・演習室の利用状況）
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資料７－１－②－３

図書館の利用状況 
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（出典 図書館の利用状況）
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資料７－１－②－４ 

実験実習工場利用細則 

 

（出典 実験実習工場利用細則 平成17年度『高専生活のてびき』159頁） 
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資料７－１－②－５

実習工場等の利用状況 

 

（出典 実習工場等の利用状況）
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資料７－１－②－６ 

課外教育共同施設使用細則 
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（出典 課外教育共同施設使用細則 平成17年度『高専生活のてびき』162頁～163頁） 
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資料７－１－②－７

課外教育共同施設・研修所の利用状況 

 

（出典 課外教育共同施設・研修所の利用状況）
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（分析結果とその根拠理由）  

学生の自主学習に供されている施設としては，演習室，図書館，実習工場卒論研究室，実験室等が

ある。また，厚生施設及びコミュニケーションスペースとして，集会室，研修室，宿泊室等が整備さ

れ，効果的に利用されている。しかしながら，これらの利用性を一層高めるためにはさらに学生への

周知徹底等を図り，より効果的な利用方法等の検討が必要である。 

以上のことより，自主的学習環境，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境が整備さ

れている。また，これらの施設は十分に活用されている。 

 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

（観点に係る状況）  

 学習支援に関する学生のニーズを把握するため，各種アンケートを実施している。平成15年度には

他大学との交流に関するアンケートとして徳島大学工学部との単位互換に関する事柄及び外国留学に

関する事柄についてアンケートを実施した（資料７－１－③－１）。また，今年度からは定期的に学

習環境等に関するアンケートを実施し，学生のニーズを見出し，適切に把握している（資料７－１－

③－２）。平成17年度の学生要望アンケートでは，回答者数の40％以上の学生が外国留学に対して興

味を持っていることがわかった（資料７－１－③－３）。 
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資料７－１－③－１

他大学との交流に関するアンケート 

 



阿南工業高等専門学校 基準７ 

 - 260 - 

 



阿南工業高等専門学校 基準７ 
 

- 261 - 



阿南工業高等専門学校 基準７ 

 - 262 - 

 

（出典 他大学との交流に関するアンケートについて（平成１５年度））
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資料７－１－③－２

学生要望アンケート項目 

 

（出典 平成17年度学生要望アンケート）
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資料７－１－③－３

学生要望アンケート集計結果 

 

（出典 平成17年度学生要望アンケート）
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（分析結果とその根拠理由）  

各種アンケートを定期的に実施し，学生からの要望を調査している。アンケートの実施方法や結果

の利用法については今後さらに検討する必要があるが，本校は，学習支援に関する学生のニーズを把

握している。 

 

観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況）  

資格試験や検定試験受講のための支援として，各学科において推奨する資格試験を定めている。

ＴＯＥＩＣに対しては模擬試験を定期的に実施している（資料７－１－④－１）。さらに，ＴＯＥＩＣ対応の

e-learning環境を構築し，校内のどのパソコンからアクセスできるよう整備している。 

外国留学のための支援として，アメリカ合衆国カリフォルニア州にあるソノマ州立大学と教育連携

を行っている。同大学が，本校の学生を受け入れ，語学研修プログラムを受講させるとともに，アメ

リカ企業への訪問・実地調査を含む国際経験を学ぶ機会を提供することで合意している。本年度はす

でにガイダンスを行い，夏休み期間中の５週間のプログラムについては３名が参加した（前述資料５

－１－②－13）。 
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資料７－１－④－１

ＴＯＥＩＣ学内模擬テストおよびＩＰテストの実施状況 

 

（出典 ＴＯＥＩＣ学内模擬テストおよびＩＰテスト（平成17年度））

 

（分析結果とその根拠理由）  

各学科で推奨する資格試験を定めている。また，ＴＯＥＩＣなどへの支援環境・体制が整っている。

ソノマ州立大学との提携で外国留学の制度が整いつつある。 

以上のことより，本校は資格・検定試験，外国留学のための支援体制が整備されている。 
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観点７－１－⑤： 特別な学習支援が必要な者（例えば，留学生，編入学生，社会人学生，障害を

持つ学生等が考えられる。）がいる場合には，学習支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 

留学生に対する学習支援として，留学生特別授業を実施している。日本語，日本事情を開講し，日

本語能力の向上や日本文化の理解のために支援を行っている。また，留学生向けに特別時間割を組み，

就学上の便宜を図っている（資料７－１－⑤－１）。留学生経費を利用して留学生用ＰＣを購入する

などの支援も行っている。 

編入学生に対する学習支援として，編入学前に説明会を実施し，使用教科書・参考書等の情報を案

内している（資料７－１－⑤－２）。また，編入学後はクラス担任による学習支援が行われている。 

障害を持つ学生に対する学習支援として，現在在学している聴覚障害者にノートテイカーを配置して

いる（資料７－１－⑤－３）。 
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資料７－１－⑤－１

留学生に対する特別時間割 

 

（出典 平成17年度外国人留学生前学期授業時間割）
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資料７－１－⑤－２

編入学生に対するガイダンスの実施 
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（出典 編入学説明会資料（平成16年８月））
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資料７－１－⑤－３

聴覚障害学生に対するノートテイカーの配置 

 

（出典 身体障害者（聴覚）学生学習支援実施要綱）
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（分析結果とその根拠理由）  

留学生に対して就学の便宜上，日本語の特別授業や特別時間割を実施している。編入学生に対して

は編入学前の説明会を実施し，学習のガイダンスを行っている。障害を持つ学生に対しては，ノート

テイカーの配置などを整備している。 

以上のことより，本校は，留学生，編入学生及び障害を持つ学生に対する学習支援体制が整備され

ている。 

 

観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況）  

クラブ活動に対しては，学生委員会が中心となって支援を行っている（資料７－１－⑥－１）。平

成17年４月現在，クラブ（体育系18団体，文化系17団体）と同好会（12団体）が複数顧問の指導のも

と活動している（資料７－１－⑥－２）。クラブ顧問会議，クラブリーダー研修などを実施し，活動

の活性化に努めている（資料７－１－⑥－３）。また，学生課を中心に危機管理体制を確立し，クラ

ブ活動時の万一の事故に備えている（資料７－１－⑥－４）。 

学生会活動に対しても，学生委員会が中心となって支援を行っている（資料７－１－⑥－１）。学

生会では，高専祭，球技大会などの活動を行っており，学生委員会メンバーを各行事に対して担当を

割当て，指導・支援を行っている（資料７－１－⑥－３）。さらに，課外活動の現況について，平成

17年２月末に自己点検し，３月14日の参与会で意見をいただき，改善を図っている。 
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資料７－１－⑥－１

課外活動に対する支援組織 
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（出典 阿南工業高等専門学校学生委員会規則）
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資料７－１－⑥－２

クラブ活動への顧問教員の配置 

　　　　　　　※ は代表者顧問

報道局部門

英会話 写真 ラジオ無線 落語研究 美術 軽音楽

林田　栄治 正木　和夫 松本　高志 三谷　英機 正木　和夫 武知　英夫
松本　高志 笹田　修司 長谷川竜生

漫画研究 自動車 吹奏楽 茶道 合唱 Lego

奥本　良博 宮城　勢治 宮本　陽生 藤本　憲市 長谷川竜生 福見　淳二
原野　智哉 三木　哲志 當宮　辰美

安野恵実子

人権 ロボット研究 棋道 書道 ボランティア

今田　浩之 多田　博夫 松本　高志 高山　直子 高山　直子
福田　耕治 高山　直子 石橋　賢諭
釜野　勝

川畑　成之

ソフトテニス テニス 剣道 サッカー ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 硬式野球

櫛田　雅弘 原野　智哉 湯城　豊勝 川畑　成之 今田　浩之 小松　実
天羽　和夫 吉川　勝幸 橋本　温 藤井　浩美 宮本　陽生 高中村　雄一
大谷　良治 大北　裕司 大田　直友 林田　栄治 釜野　勝 低岡本　浩行
中野　好典 森山　卓郎 三谷　英機 吉村　洋 三谷　英機 堀井　克章

西岡　守 畑中　伸男 中村　厚信 福田　耕治
柏原　健司
中村　克孝

卓球 陸上競技 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ ラグビー 水泳

田上　隆徳 正木　和夫 新井　修 小柴　俊彦 一森　勇人 長谷川竜生
當宮　辰美 伊丹　伸 藤本　憲市 奥本　良博 島田富美男 松本　高志
正木　和夫 小柴　俊彦 多田　博夫 藤居　岳人 田中　達治 森住　昇
安野恵実子 藤居　岳人 杉野隆三郎

岩佐　健司

柔道 ソフトボール 弓道 バドミントン 居合 フットサル

尾崎　眞行 武知　英夫 錦織　浩文 福見　淳二 石橋　賢諭 三木　哲志
加藤　研二 松保　重之 坪井　泰士 中村　厚信 高山　直子 松本　高志

宮城　勢治 奥本　良博 安宅　健 正木　和夫
笹田　修司 和田　英作 多田　公昭

勝藤　和子 釜野　勝

３on３

釜野　勝
中野　好典

沖縄文化交流会 音楽研究会 ｺﾝｸﾘｰﾄ研究会 プログラミング 杖道 ｱｺｰｽﾃｨｯｸｷﾞﾀｰ

藤居　岳人 今田　浩之 堀井　克章 杉野隆三郎 石橋　賢諭 長谷川竜生
田中　達治
中村　雄一
岡本　浩行

工作ｵｰﾃﾞｨｵ 化学 英字新聞研究会 アクト StreetDance同好会 演劇

釜野　勝 一森　勇人 林田　栄治 高山　直子 長谷川竜生 長谷川竜生
正木　和夫

ハンドボール 食品工学 空手道

高山　直子 一森　勇人 中野　好典
藤井　浩美

同好会顧問

平成１７年度　クラブ顧問教員一覧表
平成１７年度６月１日現在

文化局顧問

体育局顧問

 

 

（出典 平成17年度クラブ顧問教員一覧表）
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資料７－１－⑥－３

課外活動への支援行事 
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（出典 平成17年度予定行事等（学生委員会））
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資料７－１－⑥－４

阿南工業高等専門学校学生危機管理対策室設置規則 

（出典 阿南工業高等専門学校学生危機管理対策室設置規則）
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（分析結果とその根拠理由）  

クラブ活動に対しては複数顧問の配置，クラブ顧問会議，クラブリーダー研修などを実施している。

学生会活動に対しては，学生委員会メンバーを各行事に割当て，指導を行っている。 

以上のことより，本校は学生のクラブ活動や学生会活動への支援体制が整っている。 

 

７－２ 学生の生活や経済面並びに就職等に関する相談・助言，支援体制が整備され，機能し

ていること。 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況）  

学生の生活面に関わる指導・相談・助言を行うため，学生相談室が設置されている。学生相談室は

室長，相談室主査，看護士及び非常勤カウンセラーで構成されている。非常勤カウンセラーは２名で

それぞれ毎週１回来校し，カウンセリングを実施している。定期的に相談室案内や学生相談室便りを

発行している（資料７－２－①－１）。 

学生の経済面に係わる指導・相談・助言を行うため，各種奨学金（日本学生支援機構，徳島県奨学

会，各市町村奨学金など）の斡旋を学生課学生係にて行っている（資料７－２－①－２）。また，本

校の入学料及び授業料の免除制度がある。さらに，課外活動時における経済的支援として，後援会よ

り公式大会への参加経費（旅費）の一部援助を行っている。 
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資料７－２－①－１

学生相談室の配置 

 

（出典 阿南工業高等専門学校学生相談室規則）
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資料７－２－①－２

各種奨学金の受給状況 

 

 

（出典 日本学生支援機構奨学金受給状況調査，民間等奨学金受給・貸与状況調査）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校では，学生の生活面に係わる相談・助言等を行うため学生相談室を体制化している。また，学

生の経済面に係わる相談・助言等には各種奨学金を整備できている。 

 

観点７－２－②： 特別な支援が必要な者（例えば，留学生，障害を持つ学生等が考えられる。）

がいる場合には，生活面での支援が適切に行われているか。 

（観点に係る状況）  

留学生に対する生活面での支援としては，留学生委員会を組織し，そこが中心となって行っている

（資料７－２－②－１）。留学生には１人につき１名の留学生学生相談員（チューター）を配置して

いる（資料７－２－②－２）。留学生は全員学寮で生活しており，留学生専用シャワーやイスラム教

徒に配慮した専用捕食室を設置している（資料７－２－②－３）。 

障害を持つ学生に対する生活面での支援としては，学内の施設（エレベーター，身障者用トイレ，

車椅子用スロープ）においてバリアフリー化が整備されている。また，現在在学している聴覚障害学

生に対して校内放送のメール配信を行っている。 
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資料７－２－②－１

留学生への支援組織 
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（出典 阿南工業高等専門学校留学生指導・国際交流専門委員会規則）

 

資料７－２－②－２

留学生に対するチューターの配置 

 

（出典 阿南工業高等専門学校外国人留学生学生相談員（チューター）実施要項）
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資料７－２－②－３

             留学生用施設・設備の整備状況 

１ シャワー室 １カ所（１４㎡） 

２ 和室 １カ所（３１㎡） 

３ パソコン室 １カ所（１７㎡）校内用 LAN 利用可 

４ 補食室 男子用２カ所，女子用１カ所（各２４㎡） 

（出典 学寮資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

留学生の生活面での支援として，留学生学生相談員（チューター）を配置している。学寮の設備の

面でも留学生専用シャワーなどを考慮している。障害を持つ学生の生活を支援するため，学内施設の

バリアフリー化を進めている。以上のことより，本校は留学生，障害を持つ学生の生活面に対して適

切な支援を行っている。 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

（観点に係る状況）  

女子寮１棟を含む全５棟が，設置されている。学生寮収容定員は常にほぼ充足されており，平成

17 年４月５日現在で 453 名が入寮している。食堂，３つの浴場に加え，自習室・補食室・ＴＶ室が

設置されて全寮生に供されるとともに，留学生専用補食室を備え自炊希望にも対応できている。留学

生専用シャワー・パソコン室も備えている。平成 17 年度より，３号館及び５号館の２棟にはクーラ

ーが設置されている。 

寮務主事の下，副主事１名，一般教科を含む各科より１名の主事補５名に加え，寮務係長と寮務係

員が，学生の指導を行っている（資料７－２－③－１）。一般寮生を指導・支援する寮生として，役

員寮生を高学年男子・低学年男子・女子ごとに配し，寮関係教職員との連携のもと活動させている。

（資料７－２－③－２） 

年２回の寮祭を初め，学外清掃活動・特別講演（年８回，学外講師）・防災訓練（年２回）・清掃

活動や点呼（在寮確認）などの寮生の指導・支援については役員寮生の積極的参加があり，寮関係教

職員との緊密な連携の下で実施している。役員寮生の自主的活動には，定期的な下駄箱清掃・毎朝の

寮周辺清掃・寮各階の清掃・風呂掃除・寮ゴミ捨て場の分別などがあり，役員寮生が自主的自律的に

活動している。また，原則として授業日には寮関係教員（平成 17 年度は月曜日から木曜日と，第２

・４日曜日）が宿直し，寮生の指導に当たるとともに，救急対応などを行っている。寮生活の指針を

示す寮生活のしおりを毎年，全寮生に配布し，指導の基本として周知している。 

自習時間を設けて学習を促し，試験前には自習時間を延長する措置をとっている（資料７－２－③

－３）。中でも，学習習慣確立がとくに必要な１年生を対象に役員寮生が巡回し，学習態度について

指導している。 

朝は，寮関係教職員による寮室巡回を行い，遅刻を注意するとともに，体調不良寮生については速

やかに保健室と連絡を取り，救護を行っている。また，週末以外の平日において事情により寮外（自

宅など）で宿泊した寮生については，朝，寮より全教員にメール送信して連携を図っている（資料７

－２－③－４）。 
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 寮生の指導・支援のための情報ネットワークを整備し，活用している。とくに支援を要する１年生

と新編入学生・新留学生を対象に，月１回寮務主事補との懇談を実施。その懇談結果とあわせて，専

門学科における学生指導情報と寮内での寮生指導を一元化して寮生支援情報として集約している（資

料７－２－③－５）。寮生支援情報は，定期的に各学科へ配信し，寮と学科との指導連携を図ってい

る。また，主事・副主事の指導の下，高学年男子・低学年男子・女子ごとの役員寮生会議を開催し，

役員寮生との意見交換をふまえて寮生の指導・支援などの寮運営の円滑化を図っている。 
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資料７－２－③－１

学寮における指導管理組織 

 

 

 

 

（出典 阿南工業高等専門学校寮務委員会規則）
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資料７－２－③－２

役員寮生の役割 
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（出典 寮生活のしおり（平成17年度））
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資料７－２－③－３

自習時間の設定 

 

（出典 寮生活のしおり（平成17年度））
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資料７－２－③－４

寮生の特別外泊を全教員に知らせるメール 

 

From: senoo@jm.anan-nct.ac.jp (瀬尾 ) 

Date: Wed, 22 Jun 2005 08:33:10 +0900 

To: kyokan-all2@jm.anan-nct.ac.jp (全教員) 

Subject: 寮生の特別外泊について 

MIME-Version: 1.0 

X-Mailer: AL-Mail32 Version 1.12 

 

               平成１７年６月２２日（水） 

 

 

    このことについて下記のとおり連絡します。 

 

            記 

 

    ４S  ＊＊ 

    ５M  ＊＊ 

    ５C  ＊＊ 

 

 

 

                       以上  寮務係 
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資料７－２－③－５

寮生支援情報 

（出典 寮生支援情報）
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（分析結果とその根拠理由）  

勉学を含む寮生活のための施設を備え，指導体制が機能している。役員寮生を中心とする自主的活

動が確認され，教職員との連携がとれている。寮生支援情報が一元化され，寮と専門学科の指導連携

体制が構築されている。ただし，寮施設の改修改築など老朽化対策，住環境改善が必要である。 

 

観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

本科において，就職や進学などの進路指導を行う体制として，学科毎に就職指導担当者（主に５年

生のクラス担任）及び進学指導担当者を配置し，進路の相談・指導を行っている（資料７－２－④－

１）。また，学生支援室が就職・進学情報の整理を行っている。（資料７－２－④－２）。さらに，

卒業研究の各指導教員と連携し，学生毎にエントリーシート・願書の作成から模擬面接まで指導が行

われている。また第４学年終了時には，学生・保護者とクラス担任が面談し，進路相談に応じている

（資料７－２－④－３）。 

専攻科においては，学習支援ミーティングにおいて進路指導が行われている（前述資料５－７－①－

２）。また，特別研究の各指導教員と連携し，学生毎にエントリーシート・願書の作成から模擬面接

まで指導が行われている。 
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資料７－２－④－１

就職担当者および進学担当者の配置 

（出典 就職担当一覧表（2005年度））
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資料７－２－④－２

学生支援担当専門員の配置について 

 

（出典 阿南工業高等専門学校職員組織規則）
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資料７－２－④－３

保護者と学級担任による進路相談 

 

（出典 平成17年度新5年生保護者と学級担任による懇談会実施要項）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では進路指導に対して，学習支援室，進路指導担当者，卒業研究・特別研究指導教員による進

路指導体制が整備され，学生毎の指導が行われている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

学生の支援体制としてクラス担任・副担任を配置している。また，本科５年生・専攻科生において

は指導教員による学生毎の指導が実施できている。 
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学寮では，とくに支援を要する新１年生・新編入学生・新留学生との定期的懇談を，実施している。

この懇談結果や専門学科における学生指導情報，寮での寮生指導を一元化した寮生支援情報を活用し

た連携指導体制が整えられている。役員寮生の自主的自律的活動が活発であり，１年生の学習習慣確

立や寮周辺清掃などを役員寮生が発案・企画し，主事に提案しその承認のもと，役員寮生による運営

が円滑になされている。 

（改善を要する点）  

学寮においてクーラーの設置だけでなく，寮施設の改修改築など老朽化対策，住環境改善が必要で

ある。 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

本校では学習への支援体制・制度として，学習及び生活に対する各種ガイダンスを本科・専攻科と

もに入学時から継続的に実施している。図書館，演習室，集会室等の自主的学習環境や厚生施設の整

備に努めている。学習のニーズを把握し，資格試験・検定試験や外国留学について支援体制を整えて

いる。クラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援，生活面や経済面に係わる相談等を行う体制を

整備している。勉学を含む寮生活のための施設を備え，指導体制が機能している。さらに，学生支援

室，就職・進学指導担当者及び研究室指導教員等による進路指導を行う体制が整っている。 

 

 



阿南工業高等専門学校 基準８ 

 - 298 - 

基準８ 施設・設備 

８－１ 教育課程に対応して施設，設備が整備され，有効に活用されていること。 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されている

か。 

（観点に係る状況） 

平成12年３月に作成した阿南工業高等専門学校教育環境改善計画に基づき教育環境の改善整備を図

っている（資料８－１－①－１）。具体的には，平成13年４月に狭隘化解消工事を施工し，学生１人

当りの面積を拡大するとともに安全性にも配慮した。平成15年２月には創造テクノセンター棟が新設

され，創造工房，マルチメディア室２室，実験室５室等が配置されている。また，平成17年には，一

般教科棟改修に伴い狭隘な教室の解消などに取り組んでいる。 

また，主な施設及び設備とその使用状況は資料のとおりである（資料８－１－①－２，資料８－１

－①－３）。教室・合併教室・視聴覚教室・セミナー室・第一演習室・第二演習室・ＣＡＤ室の使用

状況は授業時間割表のとおりである。実験実習工場については，実習授業以外に卒論研究等にも利用

している（資料８－１－①－４）。学生宿舎の利用状況は入居率92％である（資料８－１－①－５）。

体育施設については，授業のほか，教職員及び学生の福利厚生用として使用されるだけでなく，テニ

スコート・野球場等は公開講座で使用され，使用料徴収のうえ一般に開放している。研修室，宿泊施

設等の施設の利用率は極めて低いのが現状である。 
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資料８－１－①－１ 

阿南工業高等専門学校 教育環境改善計画 
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（出典 『阿南工業高等専門学校 教育環境改善計画』（１～３頁）） 
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資料８－１－①－２

 

施 設 一 覧 表 

 

１．校舎・管理部（教室，合併教室，第二演習室，実験室，研究室，教員室，事務室等） 

２．総合情報処理室（情報処理演習室等，第一演習室） 

３．制御情報工学科棟（実験室，教員室等） 

４．専攻科棟（実験室，講義室，研究室等） 

５．創造テクノセンター（マルチメディア，実験室，創造工房，卒研室，研究室等） 

６．実験実習工場（実験室，実習工場等） 

７．図書館（閲覧室，書庫，保健室，事務室，セミナー室，視聴覚教室等） 

８．体育施設（第１体育館，第２体育館，武道場，プール，野球場，陸上競技場，弓道場， 

  テニスコート等） 

９．学生寄宿舎（男子学生寮室，女子学生寮室，留学生寮室，食堂，浴室，談話室等） 

10．福利厚生施設（食堂，集会室，研修室等） 

11.  課外活動共同施設（研修室，宿泊室等） 

（出典 施設一覧表）

 

資料８－１－①－３ 

 

大 型 設 備 一 覧 表    

 

機械工学科 

   ￮ フライス盤（NC縦型ﾌﾗｲｽ） 

     昭和５９年１２月１０日設置 11,536,000円 

     授業（実験実習）及び卒業研究に使用 

￮ 放電加工機（ﾋﾀﾁｾｲｺｳ ＮＣ精密放電加工機） 

昭和６０年 ６月２７日設置 17,774,000円 

     教員研究及び学生の卒業研究に使用 

   ￮ CAEシステム（ﾖｺｶﾜﾋﾟｭｰﾚｯﾄ社製ﾓﾃﾞﾙ730PVRX外） 

     平成 ３年１２月 ３日設置 15,612,586円 

￮ マシニングセンター（ﾓﾘｾｲｷ MV-40A外） 

平成 ６年 ３月２２日設置 15,460,300円 

     授業（実験実習）及び卒業研究に使用 

￮ 顕微鏡（日本電子社製ミクロ表面構造三次元） 

平成１０年 ３月２３日設置 30,030,000円 

教員研究及び学生の卒業研究に使用 

￮ レーザー装置（固体レーザー先端加工システム） 
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     平成１２年 ３月２４日設置 34,552,950円 

     教員研究及び学生の卒業研究に使用 

￮ 放電ﾌﾟﾗｽﾞﾏ焼結機（住友石炭鉱業社製SPS-515S外） 

     平成１５年 ３月２５日設置 14,595,000円 

     教員研究及び学生の卒業研究に使用 

 

電気電子工学科 

￮ 光学実験装置（ｲﾒｺﾝ790 ｶﾒﾗｼｽﾃﾑ外） 

平成 元年 ３月２３日設置 10,074,600円 

￮ 波長可変ﾚｰｻﾞｰｼｽﾃﾑ（ｺﾝﾃﾆｭｱﾑ・ｴﾚｸﾄﾛ・ｵﾌﾟﾃｨｸｽ・ｲﾝｸ社製小型QｽｲｯﾁNd:YAGﾚｰｻﾞｰ外） 

平成１５年 ３月１２日設置 23,142,000円 

教員研究及び学生の卒業研究に使用 

 

制御情報工学科 

￮ 内燃機関（ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝCUSSONSP9005） 

平成 ４年 ２月２６日取得 11,536,000円 

 

総合情報処理室 

￮ 校内LANシステム 

平成 ８年 ３月２１日設置 48,553,127円 

校内及び学生のネットワーク利用に使用 

￮ 超高速ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ（ｼｽｺｼｽﾃﾑｽﾞ社製WS-C6506外） 

平成１４年 ３月２８日設置 47,019,000円 

校内及び学生のネットワーク利用に使用 

 

地域連携・テクノセンター 

￮ 風力発電システム（WestWind社製10kwﾀｲﾌﾟ外） 

平成１５年 ３月２５日取得 13,440,000円 

教員研究及び学生の卒業研究に使用 

（出典 大型設備一覧表） 
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資料８－１－①－４ 

実 習 工 場 時 間 割 表 

平成 16年度 第 １ 学年 予定表 平成 16年 6月2日現在制御情報工学科 制御情報基礎実習

実習担任 岩佐、岡本 実習日 毎週 火曜日 は人数 場所：阿南工業高等専門学校 実験実習工場他１～４ 校時 （8:50～12:00）[ ]

回 数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33

班 月 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3

日 13 20 11 18 25 1 8 15 22 29 6 13 7 14 5 12 19 26 2 9 16 30 7 21 11 18 25 1 8 22 8

オ安

出席番号 リ全 手仕上・ 旋盤・ＣＮＣ 旋盤 溶 接 ＬＥＧＯ フライス・

１ エ教 マイクロロボット ＮＣフライス

１～8 ン育 （森時） レ （木原） レ （小土手） レ (澤田) レ (高岸） レ

[８] テ・ ポ ポ ポ ポ ポ

｜測 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

シ定 ト ト ト ト ト

出席番号 ョ器 フライス・ 指 手仕上・ 指 旋盤・ＣＮＣ 旋盤 指 溶 接 指 ＬＥＧＯ 指

２ ン・ ＮＣフライス 導 マイクロロボット 導 導 導 導

9 ～16 ・レ (高岸） （森時） （木原） （小土手） (澤田) ・

[８] 基ポ 実

礎｜ 習

実ト 総

出席番号 習・ ＬＥＧＯ フライス・ 手仕上・ 旋盤・ＣＮＣ 旋盤 溶 接 括

３ 概も ＮＣフライス マイクロロボット

17～25 要の (澤田) (高岸） （森時） （木原） （小土手）

[９] とつ

目く

的り 岩 岩 岩 岩 岩

出席番号 他 溶 接 佐 ＬＥＧＯ 佐 フライス・ 佐 手仕上・ 佐 旋盤・ＣＮＣ旋盤 佐

４ ・ ・ ＮＣフライス ・ マイクロロボット ・ ・

26～34 岩 （小土手） 岡 (澤田) 岡 (高岸） 岡 （森時） 岡 （木原） 岡

[９] 佐 本 本 本 本 本

・

岡

出席番号 本 旋盤・ＣＮＣ 旋盤 溶 接 ＬＥＧＯ フライス・ 手仕上・

５ ・ ＮＣフライス マイクロロボット

35～43 柳 （木原） （小土手） (澤田) (高岸） （森時）

[９] 坂
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平成 16 年度 第 学年 予定表 平成16年4月6日(6/4訂正機械工学科 ２ 機械工作実習2

実習担任 吉 川 実習日 毎週木曜日 は人数 阿南工業高等専門学校 実験実習工場５，６，７校時（12:50～） [ ]

回 数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

班 月 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2

日 8 15 22 13 20 27 3 10 17 24 1 8 2 7 16 7 14 21 28 4 11 18 25 2 16 13 20 27 3 17 24

出席番号 オ安 ＮＣフライス レ 塑 性 加 工 ＣＮＣ旋盤 レ エンジン分解･ レ マ イ ク ロ レ

１ リ全 ポ ポ 組み立て ポ ロ ボ ッ ト ポ

１～８ エ教 （高岸） ｜ （柳坂） （木原） ｜ (森時） ｜ （小土手） ｜

[８] ン育 ト ト ト ト

｜レ 指 指 指 指

出席番号 シポ 導 導 導 導

ョ｜ マ イ ク ロ ・ ＮＣフライス 塑 性 加 工 ・ ＣＮＣ旋盤 ・ エンジン分解･ ・

２ ９～16 ント ロ ボ ッ ト 諸 諸 諸 組み立て 諸

[８] ・・ （小土手） 注 （高岸） （柳坂） 注 （木原） 注 （森時） 注

概塑 意 意 意 意

要性

と加 当 当 当 当

出席番号 目工 エンジン分解･ 教 マ イ ク ロ ＮＣフライス 教 塑 性 加 工 教 ＣＮＣ旋盤 教

３ 的他 組み立て 官 ロ ボ ッ ト 官 官 官

17～24 (森時） ＋ （小土手） （高岸） ＋ （柳坂） ＋ （木原） ＋

[８] 技 技 技 技

官 官 官 官

出席番号 ＣＮＣ旋盤 シ エンジン分解･ マ イ ク ロ シ ＮＣフライス シ 塑 性 加 工 シ

４ ョ 組み立て ロ ボ ッ ト ョ ョ ョ

25～33 （木原） ッ （森時） （小土手） ッ （高岸） ッ （柳坂） ッ

[9] 吉 プ プ プ プ

別 別 別 別

川 指 指 指 指

出席番号 塑 性 加 工 導 ＣＮＣ旋盤 エンジン分解･ 導 マ イ ク ロ 導 ＮＣフライス 導

５ 34～42 組み立て ロ ボ ッ ト

[9] （柳坂） （木原） （森時） （小土手） （高岸）
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平成１６年度　機械工学実験２　実施スケジュール 2004.6.1

週 実施日 加工工学 熱工学Ⅰ 熱工学Ⅱ 自動制御 流体工学 1 粟飯原  史　和
1 4 月 9 日 Ⅰ 1 2 3 4 5 2 天　野  修　治
2 4月16日 Ⅱ 1 2 3 4 5 3 石　見  　　淳
3 4月23日 Ⅲ 1 2 3 4 5 4 井　内　誉　史
4 4月30日 Ⅰ 5 1 2 3 4 5 岩　浅  由　資
5 5月14日 Ⅱ 5 1 2 3 4 6 江　本  裕　美
6 5月21日 Ⅲ 5 1 2 3 4 7 太　田　裕幸
7 5月28日 Ⅰ 4 5 1 2 3 8 大　西　裕幸
8 6 月 4 日 Ⅱ 4 5 1 2 3 9 岡　部  泰　斗
9 6月11日 Ⅲ 4 5 1 2 3 10 尾　崎  拓　也

10 6月18日 Ⅰ 3 4 5 1 2 11 風　尾  賢　太
11 6月25日 Ⅱ 3 4 5 1 2 12 神　本  政　明
12 7 月 2 日 Ⅲ 3 4 5 1 2 13 木　村  拓　司
13 7 月 9 日 Ⅰ 2 3 4 5 1 14 楠　本  光　生
14 9 月 3 日 Ⅱ 2 3 4 5 1 15 倉　津  礼　雄
15 9月10日 Ⅲ 2 3 4 5 1 16 郡　　  昭　彦

7月16日（補講日）と9月17日（実験最終日）は公欠者の再実験日とます． 17 小　竹  将　史
18 佐　野  元　樹
19 七五三  博　司

１．加工工学実験 実験実習工場ほか 20 乗　島  秀　幸
（１）デジタル逐次塑性加工１ 21 ズルキフリ  　
　　（パソコンによる形状自動創製） 22 武　田　光　市
（２）デジタル逐次塑性加工２ 23 武　田　真　義
　　（NC機による薄板のシェル加工） 24 永　井  　　敦
（３）デジタル逐次塑性加工３ 25 中　津  弘　詔
　　（薄板成形材のひずみと破断） 26 林　　  博　司

27 布　川　丈　二
２．熱工学実験Ⅰ　スターリングエンジンカー製作 実験実習工場ほか 28 福　岡  陽　志

スターリングエンジンカー製作と性能試験及びコンテスト 29 藤　井  貴　正
（１）スターリングエンジンカー製作；部品の加工 30 藤　井  建　史
（２）スターリングエンジンカー製作；組立 31 前　田  桂　吾
（３）スターリングエンジンカー製作；調整 32 松　坂　　　顕

33 松　原  　　工
実験実習工場ほか 34 松　本  あたか

（１）試走及び調整・改良 35 宮　城  由美子
（２）走行コンテストと性能試験 36 山　村  　　卓
（３）性能試験の解析及びレポート作成 37 横　山  卓　史

38 吉　崎  広　記
４．自動制御実験 自動制御実験室 39 吉　永  克　仁

（１）サーボモータ制御系の特性計測 40 吉　原  菜　美
（２）自動車エンジンの騒音分析 41 吉　原  裕　二
（３）計測データの分析およびレポート作成 42 米　澤  優　介

成績評価の方法
５．流体工学実験 水力実験室 レポートを８０%，習熟度検査結果を２０%で評価する．

（１）ポンプ性能の自動計測 レポート成績は各実験担当教官の評価を平均したものとする．
（２）ウォータージェットによる切断加工
（３）実験データの解析，レポート作成

ショップ　→

１判

２班

第１クール

第２クール

第３クール

第４クール

３班

４班

５班

第５クール

↓実験場所↓

３．熱工学実験Ⅱスターリングエンジンカーの性能試験とコンテスト

 

（出典 実験工場時間割表） 

 

資料８－１－①－５ 

学寮の収容人員及び現員 

 

（出典 『阿南工業高等専門学校 学校紹介（平成 17 年度）』（20 頁）） 

学 

生 

氏 

名 
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（分析結果とその根拠理由） 

 平成13年４月に狭隘化解消工事を施工し，学生１人当りの面積を拡大するとともに安全性にも配慮

した。平成15年２月には創造テクノセンター棟が新設された。また，平成17年には，一般教科棟改修

に伴い狭隘な教室の解消など学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備の整備

に取り組んでいる。 

 施設・設備の整備は進んでいるが，今後の教育・研究のさらなる発展及び創造教育を充実させるた

めには，よりいっそう整備の充実と効果的利用方法等の改善が必要である。 

 

観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の学習・教育目標（Ｂ）に見える「情報技術を利用しながら問題解決を遂行できる」を達成す

るために情報処理センターを設置している。 

 平成14年度に光ファイバによる１ＧＢ（幹線）のネットワークを構築し，運用している。これによ

り校内の伝送速度は幹線：１ＧＢ,支線：100Ｍの超高速ネットワークが利用できようになった。また，

外部接続は10Ｍイーサネット方式である。 

 セキュリティ対策はファイアウオールによるアクセス制御とアンチウイルスソフトウエアによるウ

イルス防御システムを採用している。また，学生が誤った操作によって研究・教育以外のＷｅｂサイ

トへ飛ばされることを防ぐためにコンテンツ制御も行っている。この校内ＬＡＮシステムを24時間稼

働させ，学生はいつでも研究室からメールやインターネットサービスを利用できる。 

 平成15年度より学生の英語学習支援のため，e-learningシステムを導入した。現在，工業基礎英語

とＴＯＥＩＣ学習プログラムの２コースを提供している。２コースともに校内の全ての端末，（教員

室，研究室，実験室，総合情報処理室・演習室，図書館（約600台））から利用可能である。 

 本校では平成 15 年にセキュリティポリシーを策定し，校内Ｗｅｂで公開しているほか，毎年利用

者に講習会を実施し，安全なネットワーク運用に努めている。 

 低学年に於いては図書館（20:30まで），総合情報処理室(18:00まで)で自由に利用できるパーソナ

ルコンピューターを設置して利用させている。 

 演習室の時間割によれば稼働率は，平均して60％である。また，昼休みと放課後の自由利用時間の

利用状況は１日平均13人程度である (資料８－１－②－１)。 
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資料８－１－②－１ 

演習室稼働状況・自由利用時間の利用状況 

第1演習室
時間 月 火 水 木 金

1

2

3

4

5

6

7

8 稼働率 70 %

第２演習室
時間 月 火 水 木 金

1

2

3

4

5

6

7

8 稼働率 55 %

第３演習室
時間 月 火 水 木 金

1

2

3

4

5

6

7

8 稼働率 55 %

３Ｍ機械設計製図
多田博

１２：００～１２：５０　自由利用時間

１６：００～１８：００　自由利用時間

５Ｃ応用情報処理
笹田

１Ｅ科学英語
三浦

専2情報処理演習
岩佐

３Ｍ英会話・英作文
ディヴィス

３Ｓプログラミング演習
福田

３Ｍ機械工学実験
機械工学科教員

３Ｓ基礎ＣＡＤ
田中

１Ｅ情報リテラシー１
多田公

１Ｓ科学英語
藤井

２Ｅ情報リテラシー２
中村雄

２Ｍ情報処理
大北

２Ｃ英会話・英作文
勝藤

専１数値計算力学
中村克

１Ｅ電気電子製図
田中

２Ｍ英会話・英作文
勝藤

３Ｃデータ処理
島田

２Ｓプログラミング演習
福田

３Ｃ英会話・英作文
ディヴィス

２Ｍ情報リテラシー２
中村雄

２Ｃ情報リテラシー２
中村雄

３Ｅ英会話・英作文
ディヴィス

５Ｍプログラミング演
習

原野

５Ｍ計算力学
長町

２Ｓ英会話・英作文
勝藤

３Ｓ英会話・英作文
ディヴィス

１Ｍ情報リテラシー１
多田公

専１構造設計、電気・
制御システム工学演

習
専攻科教員

ＣＡＤ２
笹田

１Ｓ情報リテラシー１
多田公

１Ｍ・Ｃ科学英語
林田・藤井

２Ｍ機械製図
原野

２Ｓ情報リテラシー２
中村雄

１Ｃ情報リテラシー１
多田公

２Ｅ英会話・英作文
藤井
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自 由 利 用 時 間 の 利 用 状 況 (例 ：5月 23日 ～ 5月 30日 1週 間 ）

番 号 端 末 番 号 日 時 利 用 開 始 時 間
1 sr1pc26 2005/5/23 12 :26 :02
2 sr1pc30 2005/5/23 12 :38 :13
3 sr1pc31 2005/5/23 12 :40 :55
4 sr1pc02 2005/5/23 17 :14 :50
5 sr1pc01 2005/5/23 17 :49 :43
6 sr1pc25 2005/5/24 12 :20 :37
7 sr1pc47 2005/5/24 12 :24 :05
8 sr1pc46 2005/5/24 12 :24 :09
9 sr1pc04 2005/5/24 12 :25 :46

10 sr1pc28 2005/5/24 12 :30 :29
11 sr1pc11 2005/5/24 12 :33 :12
12 sr1pc02 2005/5/24 12 :33 :44
13 sr1pc01 2005/5/24 12 :33 :48
14 sr1pc07 2005/5/24 12 :37 :46
15 sr1pc29 2005/5/24 12 :40 :35
16 sr1pc48 2005/5/24 16 :14 :13
17 sr1pc39 2005/5/24 16 :17 :08
18 sr1pc25 2005/5/24 16 :46 :13
19 sr1pc06 2005/5/24 17 :18 :50
20 sr1pc04 2005/5/25 12 :13 :27
21 sr1pc40 2005/5/25 12 :17 :16
22 sr1pc25 2005/5/25 12 :22 :08
23 sr1pc35 2005/5/25 12 :30 :58
24 sr1pc43 2005/5/25 12 :35 :53
25 sr1pc11 2005/5/25 12 :37 :32
26 sr1pc03 2005/5/25 12 :39 :37
27 sr1pc10 2005/5/25 12 :41 :13
28 sr1pc44 2005/5/25 16 :06 :47
29 sr1pc37 2005/5/25 16 :09 :24
30 sr1pc16 2005/5/25 16 :38 :57
31 sr1pc13 2005/5/25 17 :27 :11
32 sr1pc02 2005/5/25 18 :05 :22
33 sr1pc12 2005/5/26 12 :25 :32
34 sr1pc14 2005/5/26 12 :27 :39
35 sr1pc37 2005/5/26 12 :32 :37
36 sr1pc13 2005/5/26 12 :40 :29
37 sr1pc07 2005/5/26 12 :42 :55
38 sr1pc10 2005/5/26 16 :00 :32
39 sr1pc11 2005/5/26 16 :01 :58
40 sr1pc25 2005/5/26 16 :02 :24
41 sr1pc09 2005/5/26 16 :02 :35
42 sr1pc07 2005/5/26 16 :03 :17
43 sr1pc27 2005/5/26 16 :05 :18
44 sr1pc32 2005/5/26 16 :11 :37
45 sr1pc38 2005/5/26 16 :31 :49
46 sr1pc32 2005/5/27 12 :26 :46
47 sr1pc31 2005/5/27 12 :27 :04
48 sr1pc33 2005/5/27 12 :27 :22
49 sr1pc12 2005/5/27 12 :28 :43
50 sr1pc02 2005/5/27 12 :29 :15
51 sr1pc26 2005/5/27 12 :37 :29
52 sr1pc23 2005/5/27 12 :41 :27
53 sr1pc37 2005/5/27 16 :05 :10
54 sr1pc11 2005/5/27 16 :15 :26
55 sr1pc41 2005/5/27 16 :33 :14
56 sr1pc01 2005/5/27 17 :02 :24
57 sr1pc17 2005/5/27 17 :02 :39
58 sr1pc03 2005/5/27 17 :05 :54
59 sr1pc38 2005/5/27 17 :08 :26
60 sr1pc06 2005/5/27 17 :24 :16
61 sr1pc07 2005/5/27 17 :34 :50
62 sr1pc10 2005/5/27 17 :51 :13
63 sr1pc15 2005/5/27 18 :03 :20 １ 日 当 た り の 使 用 人 数 12.6 人  

（出典 演習室稼働状況・自由利用時間の利用状況） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

超高速ネットワークが整備され，かつセキュリティ対策も十分であるネットワークを学生はいつで

も利用できる環境にある。 
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８－２ 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備されてい

ること。 

観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 

（観点にかかる状況） 

図書館全所蔵図書 79,000 冊のうち，54,000 冊が開架されている（資料８－２－①―１）。個人学

習用コーナー，視聴覚メディア用ＡＶ機器４台，蔵書検索用パソコン３台に加え，Ｗｅｂ接続用パソ

コン５台を設置している。Ｗｅｂ用パソコンのうち３台を平成 16 年度に更新するなど，機器の更新

も計画的に実施している。また，平成 17 年度より，閲覧室に無線ＬＡＮを導入し，情報検索や e-

learning 利用環境を拡大した。蔵書は館内図書館システムで管理され，図書の貸出・返却をはじめ

として蔵書点検・新着図書受入なども同システムにより運用し，学生等に供している（前述資料７－

１－②―３）。 

      図書館蔵書数  
資料８―２―①―１

  ・図書蔵冊数(冊）      平成１７年４月１日現在  

  

区分 
総 

 

記 

哲 
 

学 

歴 
 

史 

社
会
科
学 

自
然
科
学 

技 
 

術 

産 
 

業 

芸 
 

術 

言 
 

語 

文 
 

学 

文 
 

庫 

計 

  

  和 書 2,975 2,988 4,294 8,461 13,504 17,323 630 2,163 3,621 8,267 10,103 74,338   

  洋 書 251 63 191 191 1,811 1,355 18 44 330 970 23 5,247   

  計 3,226 3,051 4,485 8,652 15,315 18,678 648 2,207 3,951 9,237 10,126 79,585   

  

 

               

                 

                 

                 

                 

  ・雑誌種類数(種）   ・視聴覚資料数(点)  ・新聞購読数（紙）    

  区 分 製本 未製本  ビデオ 17  国 内 5     

  和 書 149 236   DVD 154  外 国 2     

  洋 書 224 15   CD 60  計 7     

  計 373 251   計 214         

                 （出典 平成１７年度蔵書調）  
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図書館Ｗｅｂサイトには，新着図書紹介・図書館だより・優秀読書感想文掲載などに加えて，文献

検索用に国立情報学研究所及び科学技術振興機構提供の学術データベースなどをリンクし，学習・研

究用に供している。あわせて，新着図書速報の教室内掲示や，図書館利用オリエンテーションを実施

している（資料８－２－①―２）。図書館利用オリエンテーションは，全般的な図書館利用指導につ

いて１年生全員（クラス毎に３班構成で実施，実際の端末操作など具体的活動を取り入れる）だけで

なく，４年次への編入学生と留学生を対象に実施し，５年生と専攻科生には学術情報データベースな

どでの文献検索の利用指導を中心に実施している（資料８－２－①―３）。 

 

資料８－２－①―２

平成 17 年度図書館利用指導実施状況 

指 導 内 容 対  象 開 催 時 期 等 参加人数

本科 1 年生 各ｸﾗｽ毎ﾛﾝｸﾞﾎｰﾑﾙｰﾑ 計 4 回実施 162図書館利用 

留学生･編入生 4 月 1 回実施 16:10～17:00 6

本科 5 年生 46インターネットを利用

した論文・文献検索 専攻科生 

5 月 3 回実施 16:10～17:00 

 36

（出典 平成 17 年度図書館利用指導実施報告）

 

資料８－２－①―３

文献・論文検索ガイダンス 

H17.5.10～17

０．阿南高専図書館ホームページから利用できる文献・論文検索 

・GeNii（国立情報学研究所） 

 ・J-Dream（科学技術振興機構） 

 ・J-STAGE（   〃    ） 

・KANON（長岡技術科学大学） 

・NDL-OPAC（国立国会図書館） 

           （出典 平成 17 年度文献・論文検索ガイダンス配布資料）

 

開館時間は，月曜から金曜日は 8:30 から 20:30（春・夏・冬休業期間中は 17:00 まで），土曜日

は 9:00 から 15:00（春・夏・冬休業期間中は休館）である。図書館の一般開放の実施に加え，地元

企業で組織された本校の助成会（ＡＣＴフェローシップ）会員には図書館利用カードを供与し，図書

館開放と連携強化を企図している。 

図書整備においては，「学習支援」を中核方針としている（資料８－２－①―４）。閲覧室中央に

学習支援コーナーを設置し，資格取得関係図書（各種資格・ＴＯＥＩＣなど）に加え，各科ごとに授

業関連図書を開架し，学習利用への利便性を高めている。（資料８－２－①―５）同コーナーにはシ

ラバス記載の参考書をすべて所蔵することを目的としており，シラバス記載の参考書の所蔵状況につ

いては定期的に点検することとしている。 
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資料８－２－①―４

学習支援図書コーナーの設置 

３ 議 題   

１）学習支援コーナーの設置について 

  委員長より，今後の流れについて資料に沿って説明があり，以下の点について，学科会議等で周

知徹底し，協力要請するよう依頼があった。 

 ・学習支援コーナーの図書の選定 １２月中に実施，完了 

閲覧室配架図書からの選定 -------- 日程を図書・情報係へ連絡 

教員室図書からの提供 -------- 図書館の蔵書が古くなっているので積極的に提供するよ

う依頼 

 ・指定図書の判定 ------------------------------ １２月中に，判定リスト提出。 

 ・研究室購読学術雑誌は受領後２週間以内に図書館へ返却することを徹底 

（出典 平成 16 年度第５回図書委員会議事概要）

 

資料８－２－①―５

 学習支援コーナー           

 

（出典 図書館からのお知らせ 2005 年４月）
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毎年，全学生を対象に図書館アンケートを実施し，図書館への学生要望を把握している。学生要望

は，開館時間の延長や購入図書・雑誌の選定に反映されている（資料８－２－①―６）。 

不審者侵入・災害発生時における図書館緊急対応基本マニュアルが策定されており，今後は，全学

的緊急対応マニュアルと整合させつつ，同マニュアルの実効性の確認と同マニュアルにもとづくシミ

ュレーション訓練を実施することが求められる。 

図書館システムはＯＳである Windows98 の更新と，館外への蔵書情報提供のためＯＰＡＣ導入が課

題である。これらについては，継続的予算要求を実施している。 

 

設問２ 図書館に望むことを，具体的に教えてください。（複数回答） 

 
区 分 

 
          回     答 

 

開館時間 ・開館時間が短すぎる。夜間も利用できるように。【圧倒的多数】 
・土曜日の閉館時刻が早い。《複数》 
・夏休みの閉館時刻が早い。 
・日曜日にも開館してほしい。 
・夜間利用できるようにしてほしい。【多数】 

 貸し出し ・貸し出し期間を長くしてほしい。短すぎる。とくに専門書。【圧倒的多
数】 

・借りる人のほとんどいないような古い本は半年単位くらいで貸し出してほ
しい。 

資料８－２－①―６

学生アンケート 

平成１６年度 図書館への要望集計結果 

                                   図書委員会 

１． 対  象   本学専攻科・本科生    

２． 回 答 数   ６２１ (回答率７３％)  

３．集計結果 

設問１ 図書館に望むことは何ですか。（複数回答） 

新聞・雑誌の充実

13%

図書閲覧スペースの

充実

8%
開館時間の延長

10%
貸出冊数・貸出期間

の拡大

9%

図書検索サービス

4%

専門論文の検索

データベースの充実

2%

新着図書のＰＲ

6%

一般図書（小説等）

の充実

20%

ＤＶＤ・ＶＴＲソフトの充実

16%

専門図書（学習参考

書等）の充実

12%
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・貸し出し冊数を増やしてほしい。レポート作成のときなど不便。【多数】
・本を返却していない人への指導をおこなってほしい。《複数》 
・書庫にある本も貸し出してほしい。 （対応している） 

 図書館の空間的
問題 

・図書館を大きくしてほしい。【多数】 
・部屋が狭い（学習机が狭くしている）。【圧倒的多数】 
・部屋がほこりっぽい。 
・机や椅子を増やしてほしい。《複数》 
・机や椅子が古い。 
・雰囲気を明るくしてほしい。《複数》 
・快適な空間にしてほしい。ゆったりとした空間。《複数》 
・ソファがほしい。【多数】 
・パソコン使用のスペースを拡大してほしい。 
・騒ぐ学生がいるので，指導徹底を望む。《複数》 
・新聞を見やすくしてほしい。 
・トイレを清潔にしてほしい。 
・クーラーや暖房をもっと利かせてほしい。 
・飲食ができる場所を作ってほしい。《複数》 

 本の紹介 ・おすすめの本の紹介をしてほしい。 
・新着図書を教室に張り出すなどしてわかりやすく。《複数》 
・新着図書をホームルームなどで紹介してほしい。 

 検索・本の配列
の問題 

・検索データを用いても本を見つけにくい。探しやすく。本の整理。見当た
らない場合もある。【圧倒的多数】 

・検索方法が一種類しかない。検索機能を細かくしてほしい。キーボードで
検索できるシステムを導入してほしい。【多数】 

・専門書の検索をより詳細にできるようにしてほしい。 
・番号がわかりにくい。 
・専門書の分類をもう少し細かくし，整理してほしい。【多数】 
・ホームページで貸し出し状況が見られるようにしてほしい。 
・辞書が使いにくい。 

 希 望 図 書 （ 全
般） 

・学生のアンケートによって本を入れてほしい。 

 
 
 
 
専 
 
門 
 
書 

・専門書を新しくしてほしい。【圧倒的多数】 
・プロミング言語系の本を増やしてほしい。 
・情報処理，Ｗｅｂ関係の本はすぐに古くなるので，新しいのがほしい。
【多数】 
・コンピューター関係の本の充実。 
・レポートや卒業研究に役立つ専門書がほしい。 
・論文の入手が困難（発注するか，徳島大学に行っている）。 
・専門的な用語辞典（建設システム関係）がほしい。 
・国語辞書・百科事典を新しくしてほしい。 
・資格取得の参考書を新しくしてほしい。【多数】 
・英語関係の本を増やしてほしい（とくに TOEIC 関係）。 
・語学の本の充実（中国語など）。 
・解剖学や心理学など医学関係の本の改新。 
・その年度の教科書を置いてほしい。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望図書 

（種類） 

 
 
 
雑 
 
 
誌 

・雑誌を増やしてほしい。【多数】 
・雑誌のバックナンバーを捨てないでほしい。１年間分のストックでは意味

がない。 
・スポーツ雑誌をおいてほしい。《複数》 
・音楽関係の雑誌をおいてほしい。 
・楽譜を増やしてほしい。 
・ファッション雑誌を増やしてほしい。 
・漫画を入れてほしい。《複数》 
・クイズ系統の本がほしい。 
・パソコン関係（パーツを扱っている雑誌など）がほしい。《複数》 
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そ
の
他 

・芸術・アート系の本がほしい。 
・文庫本の充実。 

 

パソコン 

 

・パソコンを新しくしてほしい（XP 以上に）。【多数】 
・パソコンの台数を増やしてほしい。【多数】 
・インターネットを使えるようにしてほしい。《複数》 
・パソコンを独占使用している人への指導をしてほしい。【多数】 

 
 
 
視聴覚資料 
 

・音楽 CD の貸し出しをおこなってほしい。《複数》 
・DVD の貸し出しをおこなってほしい。【多数】 
・DVD の充実。新しい作品。【多数】 
・DVD を多人数で鑑賞できるようにしてほしい。《複数》 
・DVD を個室のような部屋で見たい。 
・DVD 閲覧用の施設をつくるべき。 
・大きなスクリーンで楽しみたい。 

 

コピー ・コピー機を置いてほしい。 

設問３ 専門書が必要なとき，どうしていますか。 

学外図書館を利
用する

7%

書店で購入する
19%

専門書を必要と
することがない

19%

その他
4%

教員から借りる
13%

阿南高専図書館
を利用する

38%

 

設問４ 現在購入中の以下の雑誌について，よく利用するもの，利用したいと思うものの番号を○

で囲んでください（複数選択）。 [上位１０点表示]  

雑誌名 希望数 

あわわ 286

週刊ベースボール 76

ロードショー 59

バスケットボール 58

週刊サッカーマガジン 56

モーターマガジン 53

ＡＳＣＩＩ 38
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テニスジャーナル 36

ＮＨＫきょうの料理 33

陸上競技マガジン 26
 
 

設問５ 上記以外の雑誌で新たに購入を希望するものがあれば教えてください。[ 上位３点表示]  

雑誌名 希望数 

タウン情報誌トクシマ 19

ネットランナー 3

ＤＯＳ/Ｖマガジン 2

（出典 平成 16 年度図書館への要望調査）

 

（分析結果とその根拠理由） 

 十分な資料が所蔵され，明確な整備方針の下，学習・研究用に供されている。図書整備もその整備

方針の下で継続的に実施されている。 

 学習・研究支援のためのオリエンテーションを実施し，新着図書紹介・優秀読書感想文掲載など読

書啓蒙も図られている。 

 以上のことから，本校図書館は図書・資料等が系統的に整備され，有効に活用されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

図書館において，学習の利便性に配慮した図書の整備と開架がなされている。学生へのＰＲ活動と

して，学習・研究のためのオリエンテーションが，計画的に実施されている。また，図書館への学生

要望を把握するアンケートが実施され，その結果が図書館運営に反映されている。利用時間において

は，学生が利用しやすいように時間外に利用時間を拡大するなど，学生を支援することがなされてい

る。 

また，情報ネットワークについてはセキュリティ対策をハード・ソフトの両面から行っており，安

全に利用されている。 

（改善を要する点）  

 図書館内において，グループ学習用ブースの設置が求められることや，図書館システムＯＳの更新

とＯＰＡＣ導入が望まれる。 

現在，教室の狭隘化解消工事が進行中であり，その間の学生へのサービス低下にならないよう努力が

必要である。 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

 教育課程に対応して施設，設備は次のように整備されてきた。平成13年４月に狭隘化対策工事を施

工し，学生１人当りの面積を拡大するとともに安全性にも配慮した。平成15年２月には創造テクノセ

ンター棟が新設され，創造工房，マルチメディア室２室，実験室５室等が配置されている。また，平
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成17年には，一般教科棟改修に伴い狭隘な教室の改善に取り組んでいるところである。さらに，情報

技術の活用のために超高速ネットワークが整備され，かつセキュリティ対策も十分であるネットワー

クを学生はいつでも利用できる環境にある。以上のように施設・設備の整備は教育課程に対応して進

められている。しかし，今後の教育・研究のさらなる発展及び創造教育を充実させるためには，さら

なる整備の拡充と効果的利用方法等の改善が必要である。 

図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料の整備については，図書館に於いて，

蔵書数が十分であることや，学習の利便性に配慮した図書の整備と開架がなされており，環境は整っ

ている。また，図書館への学生要望を把握するアンケートが実施され，その結果が図書館運営に反映

されている。 

最後に現在，教室の狭隘化解消工事が進行中であるが，工事中の学生への配慮が必要である。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

９－１ 教育の状況について点検・評価し，その結果に基づいて改善・向上を図るための体制

が整備され，取組が行われており，機能していること。 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況） 

各科目の成績評価に使用した試験答案などの合否資料は，平成 14 年度から，本科ならびに専攻科で

開講される全科目について保管している。保管資料は，科目ごとに，成績集計表，試験問題，模範解

答及び成績評価に使用した試験問題・レポート等の学生提出資料やシラバス記載の到達目標修得点検

アンケート（資料９－１－①－１），シラバス記載の成績評価に基づく個人別成績評価表（資料９－

１－①－２）がまとめてファイリングされており，ＪＡＢＥＥ室，成績保管庫，非常勤講師室に保管

されている。 

これらは教務委員会及びＪＡＢＥＥ委員会により各種データや資料の収集・蓄積について審議され

実行に移されている。保管資料の収集・蓄積状態及びその内容に対し，教科チェックシート（資料９

－１－①－３）により，教務委員会及び点検評価委員会による各項目の実施確認が行われる。不十分

な項目については期限を設けて対応することの確認が行われている（資料９－１－①－４）。これら

の蓄積データは点検評価委員会，ＦＤ専門委員会により評価される体制が整えられ（前述資料９－１

－①－４），評価結果は授業改善が必要と思われる科目の抽出に活用されている（資料９－１－①－

５）。 
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資料９－１－①―１（内容は前述資料５－２－②－３と同じ（126 頁）） 

シラバス記載の到達修得点検アンケート例 

 
（出典 シラバス記載の到達修得点検アンケート例） 
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資料９－１－①―２ 

成績評価実施に関する保管資料 

 

 

（出典 成績評価実施に関する保管資料） 
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資料９－１－①－３ 

成績資料保管チェックシート（様式） 

 

 

（出典 成績資料保管チェックシート（様式）） 

 

資料９－１－①－４（内容は前述資料３－２－②－１と同じ（63頁）） 

阿南高専における自己点検項目と主たる担当委員会 

 

  （出典 阿南高専Ｗｅｂサイト） 
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資料９－１－①－５ 

ＦＤ専門委員会議事要旨 

 

（出典 ＦＤ専門委員会議事録 平成16年度（平成16年５月18日，28日）） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

シラバスに記載されている成績評価に必要な全ての資料が収集され，これにより成績評価された資

料やシラバス記載の到達目標に習得しているかをチェックした資料もファイリングされている。また，

これらの資料の収集状況とその内容が教科チェックシートにより点検され，授業改善に向けてこれら

の資料が活用されている。このように資料を収集・蓄積し，定期的に点検・評価するシステムがすで

に存在している。 
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９－１－②： 学生の意見の聴取が行われており，教育の状況に関する自己点検評価に適切な形で

反映されているか。 

（観点に係る状況） 

学生による授業アンケートは自己点検評価委員会の下の授業評価専門委員会により計画されている

（前述資料９－１－①－４）。本科授業に対しては各教員ひとつの授業に，専攻科授業に対しては全

ての授業に対してマークカード方式（資料９－１－②－１）と記述式（資料９－１－②－２）により

実施されており，集計結果は各教員にフィードバックしている。 

平成12年度からは，教員は学生からのアンケート集計結果に対して自己分析を行い，今後の対応や

改善内容を記入した文書を教員コメント（資料９－１－②－３）として提出し，これを学生へ公開し，

かつ全教員分を冊子などの形で配付している。平成16年度評価からは学内専用Ｗｅｂサイトに開示さ

れた（資料９－１－②－４）。 

平成15年度から全ての授業に対して，シラバス記載の到達目標修得点検アンケート（資料９－１－

②－５）を行っている。これは，各科目において授業計画が終了した後に履修学生に対し，シラバス

に記載された達成度目標に対して「よく理解できた」から「全く理解できなかった」までの四段階で

回答してもらい，授業担当教員が円グラフに整理して次年度以降の授業改善のための資料としている

（前述資料９－１－①－１）。 

平成15年度から，シラバスに記されている授業内容が実際に行われていることを確認するためのチ

ェックシステムが全授業に対して実施されており，シラバス記載の授業内容と実施した講義内容を列

挙した授業におけるシラバス実施確認表に，学生がサインをして証拠としている（資料９－１－②－

６）。 

教育環境全体に関して学生からの要望により改善するシステムが作られており（資料９－１－②－

７），担任が随時担当クラスの学生からの要望をきめ細かく聞きだし，教室会議にて検討のうえ，当

該要望に関係する各種委員会の議題として検討ならびに対処している（資料９－１－②－８）。学生

会を通じての要望は学生委員会（平成15年度までは生活指導委員会）で審議され，学生からの要望に

配慮しているが，課外活動や学内イベントに関する内容が多い。学生寮からの要望については寮関係

の教職員が随時学生から聞き出しを行っている。寮務委員会では審議の上で学生からの要望に配慮し

ており，寮の改修やエアコン設置などとして反映されている（資料９－１－②－９）。図書委員会で

は毎年，全学生を対象に図書館アンケートを実施し，図書館への学生要望を把握しており，開館時間

の延長や購入図書・雑誌の選定に反映されている（前述資料８－２－①－６）。また，ＪＡＢＥＥ委

員会においても学生アンケートを実施しており，教室の冷房設置，電算機室の利用時間延長などに反

映させている（資料９－１－②－１０）。 
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資料９－１－②－１ 

授業評価アンケート（マークカード式） 
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（出典 授業評価アンケート（マークカード式）） 
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資料９－１－②－２ 

授業評価アンケート(記述式) 

 

（出典 授業評価アンケート（記述式）） 
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資料９－１－②－３ 

学生による授業評価アンケートについてのコメント 

 
 

（出典 学生による授業評価アンケートについてのコメント） 
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資料９－１－②－４ 

学生による授業評価アンケート結果と教員コメント 

 

（出典 本校Ｗｅｂサイト） 

 

資料９－１－②－５ 

シラバス記載の到達目標習得点検アンケート例 

 

（出典 シラバス記載の到達目標習得点検アンケート例） 
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資料９－１－②－６（内容は前述資料５－２－②－２と同じ（125頁）） 

授業におけるシラバス実施確認表 

 
 

（出典 授業におけるシラバス実施確認表） 
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資料９－１－②－７ 

阿南高専における教育環境改善システム 

学
生
学
生

学 生 会学 生 会

担 任担 任

学 寮学 寮

図 書 館図 書 館

学 生
委 員 会

学 生
委 員 会

教 室
会 議

教 室
会 議

寮 務
委 員 会

寮 務
委 員 会

図 書
委 員 会

図 書
委 員 会

・ J A B E E 委 員 会

・ 授 業 評 価 専 門 委 員 会

・ J A B E E 委 員 会

・ 授 業 評 価 専 門 委 員 会

・ 施 設 設 備 委 員 会
・ 情 報 管 理 専 門 委 員 会
な ど の 関 係 委 員 会

・ 施 設 設 備 委 員 会
・ 情 報 管 理 専 門 委 員 会
な ど の 関 係 委 員 会

学
生
学
生

学 生 会学 生 会

担 任担 任

学 寮学 寮

図 書 館図 書 館

学 生
委 員 会

学 生
委 員 会

教 室
会 議

教 室
会 議

寮 務
委 員 会

寮 務
委 員 会

図 書
委 員 会

図 書
委 員 会

・ J A B E E 委 員 会

・ 授 業 評 価 専 門 委 員 会

・ J A B E E 委 員 会

・ 授 業 評 価 専 門 委 員 会

・ 施 設 設 備 委 員 会
・ 情 報 管 理 専 門 委 員 会
な ど の 関 係 委 員 会

・ 施 設 設 備 委 員 会
・ 情 報 管 理 専 門 委 員 会
な ど の 関 係 委 員 会

 

（出典 本校Ｗｅｂサイト） 

 

資料９－１－②－８ 

教務委員会議事概要 

 

＜中略＞ 

 

＜中略＞ 

 

 

＜中略＞ 

 

＜以下略＞ 

 

（出典 教務委員会議事概要（平成16年6月14日）） 
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資料９－１－②－９ 

エアコン設置等アンケート結果(一部抜粋) 

H17.1.20

学生課

エアコン設置等アンケート結果(一部抜粋)
配布数　　４１３

回収数　　１７９

回収率　　４３．３％

１　エアコン設置について
賛成 119
反対 57
どちらともいえない 3

２　エアコン電気料金の徴収方法
79
57
38
25

３　エアコンの使用期間及び時間帯について
①使用期間の制限なし 95
②使用期間の制限あり 92

使用停止月
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
37 40 58 61 61 43 32 41 37 59 54 36

54

使用停止時間帯
１時 ２時 ３時 ４時 ５時 ６時 ７時 ８時 ９時 １０時 １１時 １２時
22 27 34 34 33 27 29 37 40 39 39 38

１３時 １４時 １５時 １６時 １７時 １８時 １９時 ２０時 ２１時 ２２時 ２３時 ２４時
36 32 28 22 17 9 8 5 5 4 12 14

③使用時間帯の制限なし
（授業終了～登校まで）

104

④使用時間帯の制限あり

①寮生の均等割とする（途中退寮者は返金）

②個別メーターにより部屋毎に精算する。

③部屋毎のコイン方式

④部屋毎のプリペイドカード方式

 

 

（出典 エアコン設置等アンケート結果(一部抜粋)） 
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資料９－１－②－10 

学校施設に対する学生アンケート集計結果一覧表 

 

（出典 学校施設に対する学生アンケート集計結果一覧表） 
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（分析結果とその根拠理由） 

早期からマークカード式及び記述式の授業評価アンケートによる学生からの意見と，授業担当者か

らのアンケート結果に対する改善策が文書で回答され，校内に開示されている。また，授業内容がシ

ラバス記載の内容と一致しているかを学生の視点からチェックされており，全授業の最後にはシラバ

ス記載の到達目標を達成できているかのチェックが行われている。 

 

観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）

の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

（観点に係る状況） 

学習・教育目標の設定，学習・教育目標の達成度の評価方法・評価基準等の適切さに対する社会の

要求については，平成14年度に実施したカリキュラム外部評価において，学習・教育目標についてカ

リキュラム外部評価委員の意見を集約した（資料９－１－③－１）。この結果，全般的には水準の設

定はおおむね適切だとの評価であった。また，企業に対してもアンケートを実施している（資料９－

１－③－２）。 

学生の保護者で構成される後援会，本科卒業生及び専攻科修了生で構成される同窓会から，各総会

等を通してさまざまな意見を取り入れる体制を整えている（資料９－１－③－３）。 

年２回実施している保護者による授業参観により，保護者からの授業に関する意見を取り入れてい

る（資料９－１－③－４）。その他にも広く一般からの意見を聴取する窓口を設けている（資料９－

１－③－５）。 

この結果として，これまでに簡潔に表現した校訓の作成，教員採用面での情報の開示，工業技術教

育研究センターの整備充実を図るとともに，シラバスが改善され，平成16年度より終業時刻を16：00

に抑える等の改善を行っている。特に，平成６年以来学内措置として設置された工業技術教育研究セ

ンターの整備充実に関しては，平成14年度に創造テクノセンター竣工として実現された。 
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資料９－１－③－１ 

教務委員会議事要旨（平成15年９月25日） 

 

 

 

（出典 教務委員会議事要旨（平成15年９月25日）） 



阿南工業高等専門学校 基準９ 

 - 336 - 

資料９－１－③－２（内容は前述資料５－１－②－４と同じ（105頁）） 

企業アンケート（様式） 

 

 

（出典 企業に対するアンケート（実施時期：平成15年12月８日）） 
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資料９－１－③－３ 

同窓生の皆様へお願い 

 

 

（出典 阿南高専同窓会誌『悠久』） 
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資料９－１－③－４ 

平成16年度授業参観アンケート集計結果 

 

＜以下省略＞ 

 

（出典 平成16年度授業参観アンケート集計結果） 

 



阿南工業高等専門学校 基準９ 
 
 

- 339 - 

資料９－１－③－５（内容は前述資料５－１－②－５と同じ（106頁）） 

阿南高専メール窓口一覧 

 

（出典 本校Ｗｅｂサイト） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

卒業（修了）生，就職先等の関係者等の学外関係者の意見が，教育の状況に関して自己点検・評価
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に反映されている。 

 

観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生に

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けら

れるようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策

が講じられているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では教育の計画，実践，評価，改善（Plan/Do/Check/Action，以下ＰＤＣＡと略す。）を組織

的に支援する教育点検システム（資料９－１－④－１）が整備され，各種委員会が連携して実行に移

されている。 

 

資料９－１－④－１ 

阿南高専における教育点検システム 

 
 

（出典 阿南高専Ｗｅｂサイト） 

 

学習・教育目標，教育手段，教育内容についての改善方法を各科の教室会議，教員会議，ＪＡＢＥ

Ｅ委員会，教務委員会及び専攻科運営委員会において検討している。教育の評価は，進級判定会議，

点検・評価委員会，参与会及びＪＡＢＥＥ委員会によって行われている。 

運営委員会は，教育の方針，学生指導の方針，学科の運営に関する事項を審議･計画している。ま

た，各教員に対する取り組みとして，教育研究活動の実績や今後の目標を調査している。また，点検

評価の実施を目的として，年度初めに提出する教育研究活動に関する目標・計画書，年度末には計画

の質・レベルに関する自己評価と，計画の達成度に関する自己評価を提出させている。さらに，各教

員のＦＤ活動状況に応じたポイントを付与する教育業績ポイントシステム（ＦＤポイント制）を行っ
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ている。 

点検・評価委員会は，専門委員会として授業評価専門委員会及びＦＤ専門委員会を置き，学生によ

る授業アンケート（マークカード方式及び記述式；平成11年度から）（前述資料９－１－②－２，前

述資料９－１－②－３），シラバス記載の到達目標修得点検アンケート（平成15年度から）（前述資

料９－１－①－１），授業におけるシラバス実施確認表（平成16年度から）（前述資料９－１－②－

４），授業参観アンケート（平成15年度から）（前述資料９－１－③－５）の結果をもとに，点検及

び評価を行っている（資料９－１－④－２）。また，教員の資質向上のためのＦＤポイント制の企画，

教員夏期研修会の実施計画，外部評価の実施計画，教員達成度評価の評価方法及びその反映方法の検

討を実施している（資料９－１－④－３）。 

教務委員会はＪＡＢＥＥ委員会と協力し，学生による授業アンケート，シラバス記載の到達目標修

得点検アンケート，授業におけるシラバス実施確認表，授業参観アンケート，教員夏期研修会の計画

及び実施を行っている（前述資料９－１－①－４）。教育課程の見直しなどは教務委員会，教育連携

専門委員会の主導のもとで計画･実施されており，一例として，英語の基礎能力の向上のために本科

２学年，３学年に各１単位を，ＴＯＥＩＣ受験対策として本科４学年，５学年に各２単位を増加させ

た（資料９－１－④－４）。数学においては本科２学年の基礎数学（２単位），微分積分（２単位）

の授業を習熟度別の５クラスに編成し，習熟度，興味，関心に応じて形成した学習集団に対して授業

をすることで学力の伸長を図っている。専門教科においては，ＰＢＬ導入等の教育課程の見直しを行

っている（資料９－１－④－５）。 

 

資料９－１－④－２（内容は前述資料３－２－②－２と同じ（63頁）） 

阿南工業高等専門学校点検・評価委員会規則 

                              （平成 16 年４月１日） 

                               （規則第 27 号） 

 

 （設置） 

第１条 阿南工業高等専門学校に阿南工業高等専門学校点検・評価委員会（以下「委員会」とい

う。）を置く。 

 （審議事項） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

 (1) 中期計画の達成度評価に関する事項 

  (2) 自己点検評価に関する事項 

 (3) 教員の自己点検の検証に関する事項 

 (4) 教員のファカルティディベロップメント（以下「ＦＤ」という。）に関する事項 

 (5) 教育方法改善等に関する事項 

 (6) 授業評価に関する事項 

 (7) 情報セキュリティの評価に関する事項 

 (8) その他点検・評価に関する事項 

 （組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 
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 (1) 校長が指名する者 ３名 

  (2) 一般教科教員のうちから選出された者 １名 

 (3) 各学科教員のうちから選出された者 各１名 

 (4) 専攻科担当教員のうちから選出された者 １名 

 （任期） 

第４条 前条に規定する委員の任期は，１年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の委員の任期

は，前任者の残任期間とする。 

 （委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き，第３条第１号の委員をもって充てる。 

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

３ 委員長に事故あるときは，委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。 

 （議事） 

第６条 委員会は，委員の過半数が出席しなければ議事を開き，議決することができない。 

２ 委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは委員長の決するとこ

ろによる。 

 （審議結果） 

第７条 委員長は，委員会の審議結果を，速やかに校長に報告するものとする。 

 （委員以外の者の出席） 

第８条 委員長が必要と認めるときは，委員会に委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことがで

きる。 

 （専門委員会） 

第９条 委員会は，次の専門委員会を置く。 

 (1) ＦＤ専門委員会 

 (2) 授業評価専門委員会 

２ 専門委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 （部会） 

第 10 条 委員会は，必要に応じて部会を置くことができる。 

２ 部会に関し必要な事項は，別に定める。 

 （事務） 

第 11 条 委員会に関する事務は，庶務課及び学生課において処理する。 

 （雑則） 

第 12 条 この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，別に定める。 

 

（出典 阿南工業高等専門学校点検・評価委員会規則） 

 

 

 

 

 

 



阿南工業高等専門学校 基準９ 
 
 

- 343 - 

資料９－１－④－３ 

点検･評価委員会実施計画 

 

（出典 点検･評価委員会議資料（平成16年４月12日）） 

 

資料９－１－④－４ 

平成17年度 英語新設科目について 

 

  学年 名称 必修・選択 単位数 

 

 １． 本科５年 英語の語彙・文法 選択 ２単位 

 

 ２． 本科４年 英語の語彙・文法 選択 ２単位 

 

 ３． 本科３年 英語 必修 １単位 

      （英語の増加単位） 

 

 ４． 本科２年 英語 必修 １単位 

      （英語の増加単位） 

 

（出典 教務委員会議事要旨（平成16年12月17日）） 
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資料９－１－④－５（内容は前述資料５－２－③－１と同じ（129頁）） 

ＰＢＬ実施テーマ一覧表 

 

 

 （出典 ＰＢＬ実施テーマ一覧表） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 教育のＰＤＣＡを組織的に支援する教育点検システムが整備され，各種の評価の結果が教育課程の

見直しなど具体的かつ継続的な改善方策に生かされている。 

 



阿南工業高等専門学校 基準９ 
 
 

- 345 - 

観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 

（観点にかかる状況） 

平成12年度より，学生による授業アンケート結果に対する感想及び今後の対応方法を記入した文書

を学生へ開示することで，授業の改善内容などを示している（前述資料９－１－②－４）。 

教員は授業評価アンケート結果や，学内外の各種取り組みへの参加を通じて独自に授業の計画，実

施，検証，改善（ＰＤＣＡ）を行ってきたが，この教育改善ＰＤＣＡの効果を高めるための組織的な

取り組みとして教育改善ＰＤＣＡを開始した（資料９－１－⑤－１）。平成15年度は各科の教育改善

に有益と思われる授業を三授業程度選び，学生からの授業評価に加え，特別授業公開週間の公開授業

として授業参観を実施した（資料９－１－⑤－２）。各科における授業改善については，教員夏期研

修会において支援方法を検討し（資料９－１－⑤－３），年度末に改善結果を報告した（資料９－１

－⑤－４）。平成16年度からは，前年度のアンケート結果，成績などの保管資料よりＦＤ専門委員会

において授業改善の必要な科目について改善依頼を行っている（前述資料９－１－①－５）。所属学

科主任及びＦＤ専門委員会により，授業改善の内容を検証し，次年度の対応を決定している。 

教育に関する自己評価は，平成 14 年度までは全教員が年４回の教育活動等報告書の提出を行って

いる。平成 15 年度からは，年度当初に提出した詳細な教育研究活動計画書に対して，一年間の計画

の達成度評価を提出している。また，教育実績や学生指導，ＦＤ活動に関する業績ポイントを提出し，

運営委員会を経て次年度の教育予算の配分に考慮されている。 
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資料９－１－⑤－１

教育改善ＰＤＣＡ実施要領（連絡メール添付資料） 

 

（出典 平成 15 年度教育方法等改善委員会から全教員に対する 

メール連絡（平成 15 年５月 19 日））
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資料９－１－⑤－２ 

特別授業参観週間 

 

（出典 平成15年度教員夏期研修会報告書 （平成15年度教育改善ＰＤＣＡ報告）４頁） 

 

資料９－１－⑤－３ 

担当学科の支援方法 

 

（出典 平成15年度教育改善ＰＤＣＡ年度末報告53頁） 
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資料９－１－⑤－４ 

担当学科の教育改善実施内容と次年度の対応 

  

（出典 平成15年度教育改善ＰＤＣＡ年度末報告55頁） 

（分析結果とその根拠理由） 

組織の連携により継続的な改善を行うシステムが構築されている。さらにその経過はカリキュラム

やシラバスといった全体的な改善や，教員個々に対する改善として反映されている。その改善結果を

予算配分に反映するなど，個々の教員の改善活動状況を学校として把握している。 
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観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況）  

教育方法の改善についての研究は，高専教育において重要な研究活動であり，研究成果を授業に還

元して教育方法の活性化と高度化を図っている。過去５年間の実績として，国語，英語，保健，ヒュ

ーマンヘルスケアリング教育及び工作実習において実践されている（資料９－１－⑥－１）。   

各教員の専門分野における研究成果は，主に実験実習，演習，卒業研究などのもの作り教育・創造

教育授業として実践されており，授業の個性化，活性化と高度化を図っている（資料９－１－⑥－

２）。 

教員は産業の活性化や新規事業開拓など独自の研究活動を実施しており，この研究過程は本科卒業

研究及び専攻科特別研究に反映されている（資料９－１－⑥－３）。学生は指導教員の下で研究活動

に専念し，研究の中間発表や年度末の研究発表会により研究成果の達成度が評価される。特に専攻科

特別研究においては，学会等で口頭発表が実施できるレベルまで研究成果を高めることが義務付けら

れている（資料９－１－⑥－４）。 

 

資料９－１－⑥－１

教育改善に関わる研究活動実績（過去５年間） 

 

論文名 
文学教材指導の考察－教材選択を中心に－ 

高専教育,第 24 号,pp.109-114(2001) 

① 

成果 

学習の主体である学生の眼に,文学教材そのものがどのように映っているか

アンケート調査し,高専の国語科教育において,積極的な文学教材の選択が

求められているとまとめた。 

論文名 
英語教育における文学教材の位置づけとその指導 

高専教育,第 24 号,pp.121-126(2001) 
② 

成果 
教材としての文学に関する研究を概観し,文学教材の意義を再考した。日本

における英語教育への応用の可能性を考察し,指導法について言及した。 

論文名 
表現力育成を中心とする専門教育と国語科の教育連携の方向 

高専教育,第 26 号,pp.175-179(2003) 
③ 

成果 
専門教科からの要望による学生の文章表現に重点をおいた今後の国語科授

業の有り様を考察した。 

論文名 
学生の意識調査による工作実習とモチベーションに関する一考察  

高専教育,第 27 号,pp.465-470(2004) 

④ 

成果 

MSQ 法に基づいた学生の意識調査を実施し,工作実習へのモチベーションに

影響する 14 の因子を考え,モチベーションチャージの測定およびモチベー

ションを効果的に高める因子の分析および統計解析を行った。 

論文名 学生の声を反映する授業方法の検討,高専教育,第 28 号,pp.321-325(2005) 

⑤ 
成果 

毎時間のキーワードの提示,毎時間の学習シートの提出などが効果的な授業

につながることを提案した。 

（出典 論文集『高専教育』第 24 号，26 号，27 号，28 号）
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資料９－１－⑥－２

もの作り教育・創造教育に関わる研究活動実績（過去５年間） 

 

論文名 
ウオータージェトの流体力学に関する実践的教育 

高専教育,第 24 号,pp.115-120(2001) 

① 

成果 

ウオータージェト切断機を用いて,機械工学科の学生に,数式を用いないで

説明し,学年の進行に伴い流体力学に関する重要な定理を理解させる手法を

提案した。ブーメランを製作させる。 

論文名 
学生のモチベーションに着目した機械工学創造教育（PBL）の効果的改善法 

高専教育,第 28 号,pp.309-314(2005) 

② 

成果 

紙製の流体・機械構造物を考案し製作する機械工学創造教育 PBL を１,３年

生に実施し,学生アンケートを詳しく分析した。PBL に対するモチベーショ

ンチャージは大きく,今後の効果的な PBL 実施方法を提案した。 

論文名 
阿南高専電気電子工学科の卒業研究に対する課題  

高専教育,第 28 号,pp.327-332(2005) 

③ 

成果 

ものづくり基盤技術を支える創造性に富んだ実践的技術者養成という観点

に立って,本校電気電子工学科の卒業研究について評価方法を提案し,評価

した。また今後の課題についても検討した。 

論文名 
NHK 高専ロボコンを活用した技術者育成教育  

高専教育,第 28 号,pp.399-404(2005) 

④ 

成果 

NHK 高専ロボコンを創造教育・ものづくり教育ととらえ,全学生からのアイ

ディアの種募集,ペーパークラフトの活用,ウオータージェット切断機とマ

シニングセンターによる部品製作など指導体制を確立して製作する方法を

提案した。 

（出典 論文集『高専教育』第 24 号，26 号，27 号，28 号）
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資料９－１－⑥－３ 

平成 15 年度専攻科特別研究の研究題目と指導教員名 

 

 
 

（出典 技術の光 あなん高専地域連携・テクノセンター広報 VOL．９ 25 頁～26 頁） 



阿南工業高等専門学校 基準９ 

 - 352 - 

資料９－１－⑥－４ 

専攻科学生の学会発表一覧（平成 15 年度～平成 16 年度） 

 
 

（出典 技術職員派遣年間計画書） 
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（分析結果とその根拠理由）  

教員研究の成果が，教育方法の改善，授業内容の改善及びＰＢＬ教育などの新規テーマ創出に役立

っている。また，本科卒業研究や専攻科特別研究を通じて学生を交えた研究が実施されており，特に

専攻科学生は全員が学会等の講演発表会を実施できるまでに研究成果を高めている。 

 

９－２ 教員の資質の向上を図るための取組が適切に行われていること。 

観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 

（観点に係る状況） 

教員の質的向上を図るために，学内講師による各種講演会や講習会に加え，外部から講師を招いて

の各種講演会，講習会を開催している（資料９－２－①－１）。また，文部科学省，国立高等専門学

校機構，国立高等専門学校協会，大学等が主催する教育に関する研修会やシンポジウム等への参加も

奨励しており，教員は，積極的に参加することで自身の質的向上に努めている（資料９－２－①－

２）。 

毎年１回７月下旬に教員夏期研修会を開催し，設定した教育に関わるテーマについて，講演会や分

科会での議論を通じて，全ての教員が自身の質的向上に努めている（資料９－２－①－３，９－２－

①－４）。 

平成３年度より開始した研究談話会では本校教員が講師となり，教育関連のトピックスについて

の勉強会を開催している（資料９－２－①－５）。 

平成 13 年度より，本校で開講される全て授業は公開となり，事前連絡なしに教員は互いの授業を

参観することが出来るようになった。互いの授業を参観することにより，自己の授業方法の参考にす

るとともに，授業を見てもらうことによる助言を得るシステムを構築している（資料９－２－①－

６）。また，授業参観を活発化することを目的とした特別授業公開週間を年１回設定し，常勤教員は

期間内に一つ以上の授業を必ず参観して授業参観記録を提出するよう義務づけている（資料９－２－

①－７）。 

 これらの取り組みは，教務委員会及び点検・評価委員会，授業評価専門委員会，ＦＤ専門委員会な

どにより組織的かつ継続的に運営されている（前述資料９－１－①－４）。 
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資料９－２－①－１ 

本校におけるＦＤに関する講演会一覧（平成 14～15 年度） 

 

（出典 本校におけるＦＤに関する講演会一覧（平成 14～15 年度）） 
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資料９－２－①－２ 

ＦＤ（教育改善）に関する教職員出張一覧 
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（出典 ＦＤ（教育改善）に関する教職員出張一覧） 
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資料９－２－①－３（内容は前述資料１－２－①－５と同じ（25 頁）） 

平成 17 年度教員夏期研修会実施要領 

 

（出典 教員夏期研修会実施要領（平成 17 年度）） 
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資料９－２－①－４

教員夏期研修会実施テーマ一覧 

 

研修テーマ 阿南高専の個性化，活性化ならびに教育研究の高度化について 

基調講演 高専機構の運営について 

独立行政法人国立高等専門学校機構理事 高塩至 

第一分科会 研究活動についての個性化，活性化，高度化 

第二分科会 教育活動についての個性化，活性化，高度化 

第三分科会 地域との連携についての個性化，活性化，高度化 

H17 

第四分科会 課外活動についての個性化，活性化，高度化 

研修テーマ 阿南高専教育プログラムについて 教育目標から教育改善まで 

全体報告 ＪＡＢＥＥ審査に向けて 

第一分科会 学習･教育目標 

第二分科会 学習･教育の量 

第三分科会 教育手段 

第四分科会 教育環境 

第五分科会 学習･教育目標達成度の評価 

H16 

第六分科会 教育点検 

研修テーマ 授業を中心とする教育の改善 

報告･討議 平成１５年度工学教育連合講演会報告 

第一分科会 授業を中心とする教育の改善（一般理系） 

第二分科会 授業を中心とする教育の改善（一般文系） 

第三分科会 授業を中心とする教育の改善（機械工学科） 

第四分科会 授業を中心とする教育の改善（電気電子工学科） 

第五分科会 授業を中心とする教育の改善（制御情報工学科） 

H15 

第六分科会 授業を中心とする教育の改善（建設システム工学科） 

研修テーマ 授業を中心とする教育方法等の改善 

報告・討議 ＪＡＢＥＥが要求する教育方法改善プログラム 

第一分科会 授業参観記録をもとにした討議（一般理系） 

第二分科会 授業参観記録をもとにした討議（一般文系） 

第三分科会 授業参観記録をもとにした討議（機械工学科） 

第四分科会 授業参観記録をもとにした討議（電気･電子工学科） 

第五分科会 授業参観記録をもとにした討議（制御情報工学科） 

H14 

第六分科会 授業参観記録をもとにした討議（建設システム工学科） 

研修テーマ 中学校の新学習指導要領に対応した高専教育について 

特別講演 新学習指導要領による中学校教育の現状報告 

第一分科会 文系科目（英語，国語，社会）と専門科目の対応について 

第二分科会 理系科目（数学，理科）と専門科目の対応について 

H13 

第三分科会 カリキュラム改訂，内申書評価などの教務関係の対応について 

 

 

 

（出典 教員夏期研修会実施テーマ一覧）
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資料９－２－①－５ 

研究談話会実施表 

 

（出典 研究談話会実施表） 
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資料９－２－①－６ 

教員相互の授業参観 

 

 

 

以下省略 

 

（出典 平成 15 年度教育方法等改善委員会連絡（平成 15 年５月 19 日）） 
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資料９－２－①－７ 

授業参観記録 

 
（出典 授業参観記録） 
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（分析結果とその根拠理由）  

講習会や講演会などを開催するとともに，参加も奨励している。 

全ての授業を全面開放しており，教育内容に関してオープンに切磋琢磨できる環境が作られている。 

 

観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いているか。 

（観点に係る状況）  

 講習会や講演会などを開催し，さらに，教員夏期研修会（前述資料９－２－①－４）において，阿

南高専教育プログラムの点検，教育改善ＰＤＣＡ，授業を中心とする教育方法の改善，中学校の新学

習指導要領に対応した高専教育などの教育システム及び方法について討議している。教育改善に対す

る動機づけを全教員に実施する中で，現在の教育点検及び改善のためのシステム（前述資料９－１－

①－４，前述資料９－１－④－１）に対する協力体制が構築され，カリキュラムや授業内容へ反映さ

れてきた。学生，保護者と教員相互の授業参観結果は学校としてまとめて個々の教員に戻し，改善結

果を検証している（前述資料９－１－⑤－１から前述資料９－１－⑤－４）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 講習会や講演会などを開催し，さらに，教員夏期研修会において教育の質の向上や授業の改善に関

する討議がされており，その結果として現在の教育点検及び改善のためのシステムが整えられた。そ

のシステムにより，カリキュラムや授業内容の改善に反映されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 早期から点検・評価に対して意欲的に取組んでおり，特に平成11年から学生による授業アンケート

が開始され，翌年には授業対象者からのアンケートに対する対応内容がコメントとして学生に開示さ

れている。平成13年からは全学の授業が公開となり，事前連絡なしに互いの授業を参観することが可

能となった。平成15年からは教育改善を図る組織としての取り組み（教育改善ＰＤＣＡ）が実行に移

されている。 

（改善を要する点）  

 学生の授業評価などに対する改善内容を校内に開示しているが，改善結果に対する検証は不十分で

あり，一部の教育改善ＰＤＣＡ対象授業に限定されている。 

 全学の授業が公開となっているが授業参観の件数は少なく，このために特別授業公開週間を設ける

ことで意欲向上に努めているが，平常時の授業参観の活性化はまだ不十分である。 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

成績評価に使用した試験答案や学生提出レポートはすべてファイルされ，模範解答，シラバス記載

の成績評価に基づく個人別成績評価表，シラバス記載の到達目標修得点検アンケートとともに全教員

が閲覧可能な状態で保管されている。これらの資料は教科チェックシートにより収集・蓄積状態が点

検され，教育改善に生かされている。全ての開講授業は，毎時間シラバス記載の授業内容が実際に実

施されているか学生による確認が行われている。また，学生からの授業に関する意見は，マークシー

ト方式及び記述式の授業アンケートにより聴取され，各教員は感想や改善内容を教員コメントとして
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学生を含む校内に開示している。授業改善は学生からの意見に加え，授業参観などの組織的な試みで

その効果を高めている。平成13年度より全ての授業を公開とすることで教員相互の授業参観が容易に

出来る環境をつくり，特別授業公開週間と教育改善ＰＤＣＡにより，活性化と教育改善を学科単位で

組織的に実施されている。教育方法の改善に関する研究は，講義や実験・実習に生かされている。各

教員の専門分野における研究成果は，もの作り教育・創造教育授業として実践されている。また，教

員の研究活動は本科卒業研究，専攻科特別研究に生かされ，特別研究の結果はすべて学会で発表され

ている。 

各教員は年度初めに詳細な教育研究活動に対する目標を提出し，次年度当初にその達成度評価を提

出するサイクルを実施するとともに，ＦＤなどの活動内容をポイント化することで教育研究予算の傾

斜配分を行っている。教員の資質向上を図るため，各種講習会や講演会，教員夏期研修会，研究談話

会が開催されている。 

これらの教育改善に関する計画及び実施は主に運営委員会，教務委員会，ＪＡＢＥＥ委員会を中心

として行われ，点検及び評価は点検・評価委員会及び授業評価専門委員会，ＦＤ専門委員会を中心に

実施するシステムが構築されている。 
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基準10 財務 

10－１ 学校の目的を達成するために，教育研究活動を将来にわたって適切かつ安定して遂行

できるだけの財務基盤を有していること。 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

（観点に係る状況）    

本校の資産については，文部科学省から出資された土地及び建物・設備等を有している。債務につ

いては，長期借入金が803,303千円あるが平成18年度に返済の予定である（資料10－１－①－１，資

料10－１－①－２）。 

 

資料10－１－①－１ 

貸借対照表(平成16年４月１日～平成17年３月31日) 

資産科目 資産金額 負債・資本科目 負債・資本金額
［資産の部］ 5,884,514,278 ［負債の部］ 1,002,727,908
    流動資産 93,011,831    流動負債 112,666,827
        現金及び預金 91,480,277        運営費交付金債務 0
            現金 0        授業料債務 0
            当座預金 0        承継剰余金債務 0
            普通預金 91,480,277        預り施設費 0
            定期預金 0        預り補助金等 0
            その他預金 0        預り寄附金 17,893,607
        有価証券 0        前受受託研究費等 1,000,000
            有価証券 0        前受受託事業費等 0
        受取手形 0        短期借入金 0
            受取手形 0        １年以内返済予定長期借入金 0
        未収学生納付金収入 507,600        未払金 8,157,392
            未収学生納付金収入 507,600        未払消費税等 0
        棚卸資産 1,000,000        未払費用 85,615,828
            未成研究支出金 1,000,000            給与 5,607,446
            未成事業支出金 0            法定福利費 0
            貯蔵品 0            賃借料 1,557,827
        未収入金 0            水道光熱費 2,361,937
            未収入金 0            未払利息 0
        前渡金 0            その他未払費用 76,088,618
            前渡金 0        前受金 0
        前払費用 23,954        預り金 0
            前払費用 23,954            科学研究費 0
                法定福利費 0            社会保険料 0
                未経過賃借料 0            源泉所得税等 0
                未経過保険料 23,954            職員宿舎貸付料 0
                未経過支払利息 0            その他預り金 0
            その他の前払費用 0        前受収益 0
        未収収益 0            前受利息 0
            未収収益 0            その他前受収益 0
        その他の流動資産 0        引当金 0
            仮払金 0            賞与引当金 0
                仮払消費税 0            修繕引当金 0
                旅費仮払 0            損害補償損失引当金 0
            立替金 0            その他の引当金 0
            その他流動資産 0        その他の流動負債 0
        徴収不能引当金 0            仮受金 0
            徴収不能引当金 0            その他の流動負債 0
        貸倒引当金 0    固定負債 890,061,081
            貸倒引当金 0        資産見返負債 86,758,081
    固定資産 5,791,502,447            資産見返運営費交付金等 12,896,522
        有形固定資産 5,791,315,447                資産見返運営費交付金 12,896,522
            建物 1,877,687,256                資産見返授業料 0
                建物 1,176,498,622            資産見返補助金等 0
                建物附属設備 701,188,634            資産見返寄附金 2,391,429
            建物減価償却累計額 -236,499,966            資産見返物品受贈額 71,470,130
            構築物 320,897,065            建設仮勘定見返運営費交付金等 0
            構築物減価償却累計額 -85,831,405                建設仮勘定見返運営費交付金 0
            機械装置 0                建設仮勘定見返授業料 0
            機械装置減価償却累計額 0            建設仮勘定見返施設費 0
            船舶 0            建設仮勘定見返補助金等 0
            船舶減価償却累計額 0            建設仮勘定見返寄付金 0
            車両運搬具 4,295,310        長期預り金補助金等 0
            車両運搬具減価償却累計額 -802,950        長期預り金寄附金 0
            工具器具備品 189,961,158        長期前受受託研究費等 0
            工具器具備品減価償却累計額 -39,576,321        長期前受受託事業費等 0
            土地 3,759,100,000        長期借入金 803,303,000
            建設仮勘定 0        長期未払金 0
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            その他の有形固定資産 2,085,300        引当金 0
            その他の有形固定資産減価償却累計額 0            退職給付引当金 0
        無形固定資産 187,000            追加退職給付引当金 0
            特許権 0            その他の引当金 0
            借地権 0        その他の固定負債 0
            実用新案権 0 ［資本の部］ 4,880,141,825
            意匠権 0    資本金 5,182,138,789
            ソフトウェア 0        政府出資金 5,182,138,789
            電話加入権 187,000        その他出資金 0
            その他の無形固定資産 0    資本剰余金 -301,996,964
            著作権 0        資本剰余金 35,115,401
            特許権仮勘定 0            資本剰余金施設費 14,101,101
        投資その他の資産 0            資本剰余金運営費交付金 0
            投資有価証券 0            資本剰余金授業料 0
            長期前払費用 0            資本剰余金補助金等 18,742,000
            未収財源措置予定額 0            資本剰余金寄附金 0
            敷金・保証金 0            資本剰余金目的積立金 0
            破産債権、再生債権、更正債権その他これらに順ずる債権 0            資本剰余金譲与 187,000
            その他の投資その他の資産 0            その他の資本剰余金 2,085,300
[本支店勘定]        損益外減価償却累計額 -334,778,830
    [本支店]機構本部 -1,617,141        損益外固定資産除売却差額 -2,333,535

   利益剰余金 0
       前中期目標期間繰越積立金 0
       目的積立金 0
           目的積立金 0
           目的積立金 0
           目的積立金 0
       積立金 0
       当期未処分利益 0
   繰越欠損金 0
       当期未処理損失 0
   その他の有価証券評価差額金 0

0
資産科目合計金額 5,882,897,137 負債・資本科目合計金額 5,882,869,733  

（出典 平成16年度貸借対照表） 

 

資料10－１－①－２ 

資産保有状況一覧 

地区名 類型 評価額
土地 102,593.45 ㎡ 3,590,700,000
建物 31,688.07 ㎡ 1,063,792,860
工作物 － 992,823,520
立木竹 277 本 6,059,800
物品(固定資産） 139 品 196,528,768

地区名 類型 評価額
土地 6,282.72 ㎡ 106,800,000
建物 391.53 ㎡ 23,458,086
工作物 － 12,637,549
立木竹 0 本 0
物品(固定資産） 0 品 0

地区名 類型 評価額
土地 2,678.94 ㎡ 61,600,000
建物 1,699.32 ㎡ 89,247,676
工作物 － 10,334,830
立木竹 46 本 230,000
物品(固定資産） 0 品 0

地区名 類型 評価額
土地 111,555.11 ㎡ 3,759,100,000
建物 33,778.92 ㎡ 1,176,498,622
工作物 － 1,015,795,899
立木竹 323 本 6,289,800
物品(固定資産） 139 品 196,528,768

※　建物の面積は延べ面積である。
※　平成１７年３月末現在の保有状況である。

面積又は数量

校舎地区

大坪地区

阿南宿舎

総計

面積又は数量

面積又は数量

面積又は数量

 
（出典 資産保有状況一覧） 
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(千円）
　 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度
金額 1,689,632 1,630,427 2,147,512 1,466,797 1,279,974

（分析結果とその根拠理由）  

旧国有財産台帳記載分の土地，建物，設備については，全て出資金として引継がれている。それ以

外に，阿南住宅分を旧財務省から移管したことで，文部科学省からの出資金としては増加している。

長期借入金については，法人化以前の債務を承継しているもので平成18年度一括返済することになっ

ている。 

 

観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 

（観点に係る状況）  

国立高等専門学校機構（以下，機構と称する）本部から配分される運営費交付金・施設整備費補助

金等の確保に加えて,奨学寄附金，共同研究，受託研究，科学研究費補助金等の外部資金の獲得によ

り経常的収入を確保することとしている（資料10－１－②－１，資料10－１－②－２）。 

 

資料10－１－②－１ 

国費関係 予算額（年度）別 

 

 

 

                                  （出典 年度別予算額） 

 

 

資料10－１－②－２ 

収入の確保等の状況(授業料等，外部資金等） 

奨学寄附金 (千円）
　 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度
受入件数 11 10 12 14 13
受入金額 8,115 8,961 8,070 11,341 9,515

共同研究 (千円）
　 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度
受入件数 4 2 2 8 10
受入金額 2,300 920 200 3,450 2,450

受託研究 (千円）
　 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度
受入件数 6 3 1 4 4
受入金額 30,048 9,000 900 3,700 4,195

受託事業 (千円）
　 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度
受入件数 10 0 11 1 0
受入金額 91 0 294 16 0  
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科学研究費補助金 (千円）
　 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度
申請件数 39 47 53
採択件数 6 6 7 11 12
採択率 17.9% 23.4% 22.6%
交付金額 18,200 5,940 13,000 8,490 11,650

授業料 (千円）
　 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度
金額 165,381 166,635 166,514 178,153 161,077

入学料及び検定料 (千円）
　 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度
金額 20,011 19,435 19,307 20,580 20,236

講習料 (千円）
　 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度
金額 630 492 178 504 317  

                                    （出典 年度別収入額調） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

運営費交付金及び施設整備費補助金等の基本的財源の確保は出来ている。各種競争的資金及び外部

資金の獲得については，積極的に取り組んでいるものの，件数・金額ともに伸び悩んでいる。安定し

た教育研究活動を展開する体制にするためには，競争的資金及び外部資金の安定確保に加えて，科学

研究費補助金の採択率を向上させる等，今以上に競争的資金の積極的な獲得に向けて，検討する余地

がある。 

 

10－２ 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計画等が

策定され，履行されていること。 

観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 

（観点に係る状況）  

高専機構会計規則第17条において，理事長は年度計画に基づき予算実施計画を作成し，これに基づ

いて収入，支出を管理することになっている。これに伴い本校では，自己収入を含め，配分された運

営交付金を予算の範囲内として効率的・効果的かつ適切な執行に努めている。年間の収入見込額及び

所要額を概算要求書にまとめ機構本部に提出している。収入見込額の内訳は，授業料・検定料と雑収

入に大きく二分され，雑収入には，施設使用料等の外に受託研究，共同研究，委任経理金，科学研究

費等があり，受託研究や委任経理金については，研究支援対策専門委員会で審議され承認されたうえ

で受け入れることになっている。一方支出については，基本給等人件費の見込額及び手当，旅費等所

要額を見込み計上している。これらを基本に機構本部から当初配分があり，本校の配分基本方針に基

づき当初配分(案)を試算し，運営委員会で審議後，教員会議に報告のうえ学内に配分している。収入，
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　　　　収　入　額　（単位：千円）

運営費交付金,
1,040,645

その他自己収入,
24,529

施設整備費補助
金, 22,641

授業料及び検定
料, 185,514

　　　　　　　　支　出　額 （単位：千円）

施設費, 22,641

人件費,
916,495

物件費,
334,193

支出のバランスについては，四半期毎に職員基本給等所要額調を作成している。内容は，これまでの

支出実績と今後の所要額見込み，及びこれまでの収入実績を今後の収入見込額を報告することにより，

収支のバランスを考慮しながら適正な執行に努めている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

収入見込，支出見込を適格に把握することで，収支のバランスは適正に保たれているのが現状であ

るが，あくまでも予算管理上の収支の適正であり，経常費用，経常収益のバランスを保つという本来

の収支計画については作成されていないのが現状である。 

 

観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

（観点に係る状況）  

平成16年度の収支については以下のとおりである（資料10－２－②－１，資料10－２－②－２）。 

資料10－２－②－１  

平成16年度の収入額及び支出額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成16年度収入額・支出額調） 

 

資料10－２－②－２ 

損益計算書(平成16年４月１日～平成17年３月31日) 

勘定科目表示名称 明細金額 金額 合計金額 勘定科目表示名称 明細金額 金額 合計金額
［経常費用］ ［経常収益］
    業務費    ［経常収益］運営費交付金収益 1,027,292,373
        教育・研究経費    ［経常収益］授業料収益
            消耗品費 58,060,167        ［授業料収益］授業料収益 191,646,600
            備品費 85,657,562        ［授業料収益］講習料収益 311,000
            印刷製本費 6,574,304    ［経常収益］入学金収益 15,988,500
            水道光熱費    ［経常収益］検定料収益 4,755,100
                電気料 14,913,616    ［経常収益］受託研究等収益
                ガス料 0        受託研究収益 4,195,000
                水道料 4,540,107 19,453,723        共同研究収益 1,450,000
            旅費交通費 20,884,293    ［経常収益］受託事業等収益 0
            通信運搬費 2,013,709    ［経常収益］補助金等収益 0
            賃借料 3,024,080    ［経常収益］寄附金収益 14,524,504
            車両燃料費 1,892,201    ［経常収益］施設費収益 8,539,799
            福利厚生費 0    ［経常収益］資産見返負債戻入  

総収入額 1,273,329 総支出額 1,273,329 
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            保守費 10,957,076        資産見返運営費交付金等戻入 456,585
            修繕費 24,374,933        資産見返補助金等戻入 0
            損害保険料 0        資産見返寄附金等戻入 93,921
            広告宣伝費 0        資産見返物品受贈額戻入 27,381,306
            行事費 0    ［経常収益］財務収益
            諸会費 528,934        受取利息 4,720
            会議費 57,529        その他の財務収益 0
            委託調査研究費 0    ［経常収益］雑益
            支払派遣費 0        財産貸付料収入 8,220,589
            プログラム開発費 0        文献複写料 1,280
            支払報酬        物品受贈益 85,249,115
                諸謝金 1,304,913 1,304,913        債権受贈益 0
            奨学費        承継剰余金債務戻入 0
                奨学交付金 10,887,000        その他の雑益 10,134,046
                留学生給与 0 10,887,000 ［経常収益］合計 1,400,244,438
            減価償却費 18,712,597 経常利益 27,404
            貸倒損失 0 ［臨時損失］
            貸倒引当金繰入額 0    ［臨時損失］固定資産除却損 0
            徴収不能引当金繰入額 0    ［臨時損失］固定資産売却損 0
            雑費    ［臨時損失］災害損失 0
                傭船料 0    ［臨時損失］その他の臨時損失 0
                特許出願費 0 ［臨時損失］合計 0
                移設撤去費 0 ［臨時利益］
                損害賠償費 0    [臨時利益]固定資産売却益 0
                雑役務費 13,636,170 13,636,170 278,019,191    [臨時利益]貸倒引当金戻入 0
        教育研究支援費    [臨時利益]徴収不能引当金戻入 0
            消耗品費 8,968,239    [臨時利益]退職給付引当金戻入 0
            備品費 18,659,611    ［臨時利益］資産見返負債戻入
            印刷製本費 1,110,199        資産見返運営費交付金等戻入 0
            水道光熱費        資産見返補助金等戻入 0
                電気料 2,454,171        資産見返寄附金戻入 0
                ガス料 0        資産見返物品受贈額戻入 0
                水道料 694,659 3,148,830    [臨時利益]その他引当金戻入 0
            旅費交通費 1,084,240    [臨時利益]その他の臨時利益 0
            通信運搬費 4,427,352 ［臨時利益］合計 0
            賃借料 12,721,960 ［当期純利益（純損失）］ 27,404
            車両燃料費 317,879 ［目的積立金取崩額］ 0
            福利厚生費 0 ［当期総利益（総損失）］ 27,404
            保守費 1,677,655
            修繕費 2,131,185
            損害保険料 0
            広告宣伝費 0
            行事費 0
            諸会費 78,000
            会議費 0
            支払派遣費 0
            プログラム開発費 0
            支払報酬
                諸謝金 1,170,800 1,170,800
            減価償却費 8,026,839
            貸倒損失 0
            貸倒引当金繰入額 0
            徴収不能引当金繰入額 0
            雑費
                移設撤去費 0
                損害賠償費 0
                雑役務費 3,254,116 3,254,116 66,776,905
        受託研究費
            謝金 70,400
            旅費交通費 215,540
            人件費 0
            物件費 5,355,540
            減価償却費 0
            その他の受託研究費 0 5,641,480
        受託事業費
            謝金 0
            旅費交通費 0
            人件費 0
            物件費 0
            減価償却費 0
            その他の受託事業費 0 0
        教員人件費
            常勤教員給与
                常勤教員給与 388,300,434
                常勤教員賞与 148,165,698
                常勤教員賞与引当金繰入額 0
                常勤教員退職給付費用 9,659,256
                常勤教員法定福利費 8,332,258 554,457,646
            非常勤教員給与
                非常勤教員給与 22,591,600
                非常勤教員賞与 0
                非常勤教員賞与引当金繰入額 0
                非常勤教員退職給付費用 0
                非常勤教員法定福利費 84,640 22,676,240 577,133,886
        職員人件費
            役員報酬
                役員報酬 0
                役員賞与 0
                役員賞与引当金繰入額 0
                役員退職給付費用 0
                役員法定福利費 0 0
            常勤職員給与
                常勤職員給与 210,319,674
                常勤職員賞与 69,134,058
                常勤職員賞与引当金繰入額 0
                常勤職員退職給付費用 78,110,336
                常勤職員法定福利費 4,154,499 361,718,567
            非常勤職員給与
                非常勤職員給与 14,609,423
                非常勤職員賞与 2,735,385
                非常勤職員賞与引当金繰入額 0
                非常勤職員退職給付費用 215,910
                非常勤職員法定福利費 2,054,112 19,614,830 381,333,397
    一般管理費
        一般管理費
            消耗品費 16,730,272
            備品費 10,734,920
            印刷製本費 890,255
            水道光熱費  
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                電気料 7,607,929
                ガス料 47,177
                水道料 2,153,450 9,808,556
            旅費交通費 3,933,509
            通信運搬費 1,644,182
            賃借料 4,873,737
            車両燃料費 1,312,729
            福利厚生費 0
            保守費 3,657,357
            修繕費 13,374,408
            損害保険料 7,116
            広告宣伝費 0
            行事費 0
            諸会費 346,838
            会議費 0
            委託調査研究費 0
            支払派遣費 0
            プログラム開発費 0
            諸謝金 45,540
            支払手数料
                銀行手数料 115,185
                その他手数料 70 115,255
            租税公課
                自動車重量税 69,900
                固定資産税 0
                収入印紙代 9,200
                消費税等 3,520
                その他の租税公課 0 82,620
            減価償却費 1,192,376
            貸倒損失 0
            貸倒引当金繰入額 0
            徴収不能引当金繰入額 0
            雑費
                環境整備費 6,514,020
                移設撤去費 8,792,700
                雑役務費 7,255,785 22,562,505 91,312,175
    財務費用
        財務費用
            支払利息 0
            その他の財務費用 0 0
    雑損
        雑損 0
［経常費用］合計 1,400,217,034  

（出典 平成16年度損益計算書） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 適正な予算管理がなされている。 

 

観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか。 

（観点に係る状況）  

学内の予算配分においては，教育研究活動の活性化を図るため，当初配分された運営費交付金を教

育研究経費，管理共通経費，厚生補導系経費，図書館系経費に区分し各事項の10％相当額及び教育研

究経費中各事項の配分後の配分残高を保留額とし，校長裁量経費及び全学的共通経費・重点事項経費

に充当している。全学的共通経費・重点事項経費としては，年度毎に措置対応経費を決定し，保留額

から優先的に使用できるように配分している。また，校長裁量経費としては，教育研究活動に関する

年次計画評価に対する達成評価を校長がポイントで判定して配分率を変更し，三主事等から推薦され

た中から校長に選抜された教育優秀教員に対して別途支援経費が配分される等，傾斜配分している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

校長のリーダーシップのもと教育研究活動の活性化を図るために競争的環境を設け，研究の質の向

上等に応じた有効な配分がなされている。重点事項経費を優先的に配分することにより，施設，設備

等の環境も改善されている。 

 

10－３ 学校の財務に係る監査等が適正に実施されていること。 

観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

（観点に係る状況） 
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 高専自体の財務諸表の公表の予定はない（前述資料10－２－②－２）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 機構本部が全国高専を集計した連結決算として公表する予定である。 

 

観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

（観点に係る状況）  

中期計画の中で監査機能の充実に関する具体的方策として，外部評価を含め定期（年１回）及び必

要に応じ随時監査を行うこととしている。平成16年度においては，四国地区高専間での相互監査を高

知高専と２月に実施した（資料10－３－②－１）。会計課内における内部牽制については，問題を生

じている。 

 

 

資料10－３－②－１ 

 

監 査 事 項 一 覧 表 
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（出典 平成 16 年度 監査事項一覧表）
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（分析結果とその根拠理由）  

高専間での相互監査が実施出来たことは大きな成果であるが，組織の見直しに基づき，用度係と総

務係を併合し会計係と改組したため，予算と執行との間の内部牽制の問題を検討する必要が生じた。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

いずれの観点においても，教育目標を達成するための財源の確保並びに予算の適正配分，及び適正

かつ効率的予算執行に対する努力がなされている。 

（改善を要する点）  

運営費交付金等基本的財源は確保されているものの，戦略的競争基金や外部資金である奨学寄付金，

受託研究，共同研究の受入件数を増加させること，また，科学研究費等の申請及び採択率をあげるこ

と等今後の課題として検討の余地がある。 

 

（３）基準10の自己評価の概要 

学校の目的を達成するための教育研究活動を円滑に進めるための資産（土地及び建物・設備）を有

している。授業料，検定料等の自己収入に加え，機構本部からの運営費交付金の配分により，経常的

収入が継続的に確保されている。機構本部から配分される運営費交付金等については，適切な学内配

分が行われ，その執行についても計画的に適正な経理がなされている。債務については，長期借入金

が803,303千円あるが，平成18年度一括返済の予定である。会計監査等については，高専間での相互

監査の実施で監査機能を保っている。 
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基準11 管理運営 

11－１ 学校の目的を達成するために必要な管理運営体制及び事務組織が整備され，機能して

いること。 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，効果的な意思決定が行える態勢となっているか。 

（観点に係る状況） 

 校長がリーダーシップを発揮しやすい体制となっており，教学，研究，経営等の最終責任者として，

学内コンセンサンスに留意しながら，学校の管理運営を行っている。 

学校の目的を達成するための重要な事項については，校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻

科長，事務部長によるメンバーで校長補佐会議を開催して審議している。その後，さらに校長補佐会

議のメンバーに各科主任，各課長を加え運営委員会を開催して審議している。その後，全教員による

教員会議を開催して結果の報告を周知徹底することにより，効果的な意志決定を行っている（資料11

－１－①－１から２）。 

また，教務主事，学生主事及び寮務主事並びに各委員会等の規則等整備をし，役割が明確になって

おり，校長の補佐をする体制をとっている（資料11－１－①－３）。 

その他の委員会等の役割に属さない学校運営の重要課題等については，校長の指示により適宜各種

委員会やワーキンググループで検討し，運営委員会の審議を経て実行に移している。 

 

資料11－１－①－１（内容は前述資料３－３－①－１と同じ（72頁）） 

学校運営機構図 

 

教務主事    副教務主事    教務主事補 
 

技術第１グループリーダー 
技術室   技術第２グループリーダー 

技術第３グループリーダー 
教務委員会 

 
学生主事    副学生主事    学生主事補 

 
学生委員会 

 
寮監 

寮務主事    副寮務主事 
寮務主事補 

寮務委員会 
 

構造設計工学専攻科長補佐 
専攻科長 

電気・制御システム工学専攻科長補佐 
専攻科運営委員会 

 
一般教科主任 
機械工学科主任 
電気電子工学科主任 
制御情報工学科主任 
建設システム工学科主任 

校

 
 

長 
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図書館長 
 

 
地域連携・テクノセンター長 

 
地域連携・テクノセンター委員会 
 

 
点検・評価委員長 

 
点検・評価委員会 
 

ＪＡＢＥＥ委員長 
 

ＪＡＢＥＥ委員会 
 

広報・情報委員長 
 

広報・情報委員会 
 

学生相談室長 
 

専門職員（企画担当） 
専門職員（研究支援・地域連携担当） 

庶務課長     庶務係長 
人事係長 
図書・情報係長 
会計係長 

事務部長   会計課長     出納係長 
施設係長 

 
学生課長     教務係長 

専攻科係長 
専門員（学務・学生支援担当） 

学生係長 
寮務係長 

 

 

 

 

（出典 平成17年度『高専生活のてびき』181頁） 

 

資料11－１－①－２ 

運営委員会開催通知 

                                                          平成１７年３月７日 

 

 運営委員会委員 
  点検・評価委員長 殿 

 

                                                    運営委員会委員長 

 

参与会 

校長補佐会議 

運営委員会 

教員会議 

人事委員会 

図書委員会
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臨時運営委員会の開催について（通知） 

 

  このことについて，下記のとおり開催しますので，ご出席願います。 

 なお，欠席される委員等の方は庶務係まで連絡願います。 

 

記 

 

    １ 日 時    平成１７年３月９日（水） １３時３０分～  

  ２ 場 所  会議室     
  ３ 議 題  別紙のとおり 
 以下別紙 
                                                            平成１７年３月９日 

           
                           運  営  委  員  会（１６－１２）  

 

 議 題 

    １  教務委員会報告等（資料１）                                 教 務 主 事 

    ２  学生委員会報告等（資料２）                                  学 生 主 事 

    ３  寮務委員会報告等（資料３）                                  寮 務 主 事 

    ４  専攻科関係報告等（資料４）                                  専攻科長代理 

    ５ 各科主任からの報告等（資料５）                              各 科 主 任 

    ６ 教育業績評価ポイント（案）について（資料６）      点検・評価委員長 

    ７  校長からの報告等                                  校     長 

   (1) 平成 16 年度教育研究活動に関する目標と計画の達成度評価及び 

     平成 17 年度教育研究活動に関する目標・計画書の提出について（資料７，８）  

   (2) 専攻科特別研究論文「英文アブストラクト」の指導について 

   (3) 平成 17 年度「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」について（資料席上配付） 

   (4) 施設・整備委員会の改組について 

   (5) 機関別認証評価にかかる自己評価書の作成主担当について（資料９） 

   (6) 平成 16 年度第２回参与会について（資料１０） 

   (7) 年度末及び年度当初の行事予定について 

   (8) 機構本部の企画委員会報告について（資料１１） 

   (9) 四国地区高専共通試験について（資料１２） 

   (10) 大学等との協定について 

  (11) 機構本部主催平成 17 年度教育教員研究集会（於：鳥羽商船）について 

  (12) 協定締結を行った大学等における学生の単位認定について 

  (13) その他 

    ① 新入学生意識調査アンケートについて（資料１３） 

  ８ 規則の改正について（資料席上配付）                      庶 務 課 長 

     (1) 阿南工業高等専門学校寄附金取扱細則 
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   (2) 阿南工業高等専門学校共同研究取扱細則 

   (3) 阿南工業高等専門学校受託研究取扱細則 

   (4) 阿南工業高等専門学校科学研究費補助金等取扱要項 

    ９ 平成 17 年度入学式について（資料１４）            庶 務 課 長 

    10 複写機の利用基準等について（資料１５）           会 計 課 長 

    11  その他                                         
   (1) 電力量等の使用状況について（資料１６）               会 計 課 長 

   (2) その他     

（出典 運営委員会開催通知） 

 

資料11－１－①－３ 

阿南高専における各種委員会の役割（報告事項，任務，審議事項等（抜粋）） 

 

１．学則の該当箇所 

第９条 本校に教務主事，学生主事及び寮務主事を置く。 

２ 教務主事は，校長の命を受け，教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

３ 学生主事は，校長の命を受け，学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属するも

のを除く。）を掌理する。 

４ 寮務主事は，校長の命を受け，寄宿舎における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

（出典 阿南工業高等専門学校学則） 

２．参与会規則の該当箇所 

  （任務）参与会は校長の諮問に応じ，次に掲げる事項について審議し，及び校長に対して助言

を行う。 

  (1) 本校の教育研究に関する重要事項 

 (2) 本校の管理・運営に関する重要事項 

 (3) 本校の地域連携に関する重要事項 

 (4) その他本校に関する重要事項 

（出典 阿南工業高等専門学校参与会規則） 

 ３．校長補佐会議規則の該当箇所 

 （審議事項）会議は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

 (1) 管理運営に関する重要な事項 

  (2) 主事及び専攻科長に係る所掌業務の基本方針に関する事項 

 (3) 学生の処分に関する事項（運営委員会の審議事項を除く。） 

 (4) その他学校運営の基本方針に関する事項 

（出典 阿南工業高等専門学校校長補佐会議規則） 

 ４．運営委員会規則の該当箇所 

  （審議事項）委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

 (1) 管理運営の方針に関する事項 

 (2) 教育の方針に関する事項 
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 (3) 学生指導の方針に関する事項 

 (4) 寮の運営方針に関する事項 

 (5) 学校行事の方針に関する事項 

 (6) 学科・専攻科の運営の方針に関する事項 

 (7) 学則その他重要な規則の制定及び改廃に関する事項 

 (8) 宿舎に関する事項 

 (9) その他学校運営に関する事項 

（出典 阿南工業高等専門学校運営委員会規則） 

 ５．教員会議規則の該当箇所 

  （報告事項）会議は，各号に掲げる事項について報告する。 

 (1) 国立高等専門学校機構に関する事項 

 (2) 管理運営方針に関する事項 

   (3) 教育研究方針に関する事項 

 (4) 主事及び専攻科長の所掌業務に関する事項 

 (5) その他校長が必要と認める事項 

（出典 阿南工業高等専門学校教員会議規則） 

 ６．教務委員会規則の該当箇所 

  （審議事項）委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

  (1) 教育課程の編成及び履修に関する事項 

   (2) 入学及び卒業並びに学籍に関する事項 

  (3) 入学者選抜に関する事項 

  (4) ホームルームに関する事項 

  (5) 実験実習業務に関する事項 

  (6) 実験実習工場の管理及び運営に関する事項 

  (7) その他教育に関する事項 

（出典 阿南工業高等専門学校教務委員会規則） 

 ７．学生委員会規則の該当箇所 

  （審議事項）委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

  (1) 学生の生活指導に関する事項 

   (2) 学生の身分に関する事項 

  (3) 学生相談に関する事項 

  (4) プロコンに関する事項 

  (5) ロボコンに関する事項 

  (6) 人権教育に関する事項 

  (7) 外国人留学生に関する事項 

  (8) 学生会に関する事項 

  (9) その他学生生活に関する事項 

（出典 阿南工業高等専門学校学生委員会規則） 

 ８．寮務委員会規則の該当箇所 

  （審議事項）委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 
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  (1) 寮の管理・運営に関する事項 

  (2) 寮生活における教育指導に関する事項 

   (3) 寮生活における生活指導に関する事項 

 (4) 寮生活における健康指導に関する事項 

 (5) 寮生活における栄養指導に関する事項 

  (6) その他寮生活に関する事項 

（出典 阿南工業高等専門学校寮務委員会規則） 

 ９．専攻科運営委員会規則の該当箇所 

 （審議事項）委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

 (1) 専攻科の運営に関する事項 

   (2) 専攻科の教育に関する事項 

  (3) その他専攻科に関する事項 

（出典 阿南工業高等専門学校専攻科運営委員会規則） 

 10．図書委員会規則の該当箇所 

（審議事項）委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

 (1) 図書館の管理・運営に関する事項 

   (2) その他図書に関する必要な事項 

（出典 阿南工業高等専門学校図書委員会規則） 

 11．地域連携・テクノセンター委員会規則の該当箇所 

 （審議事項）委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

 (1) センターの管理運営に関する事項 

   (2) 地域連携に関する事項 

   (3) 外部への研究助成の申請に関する事項 

   (4) 外部資金に関する事項 

  (5) 技術相談に関する事項 

 (6) 研究活動の支援に関する事項 

  (7) 知的財産に関する事項 

  (8) 公開講座等に関する事項 

 (9) 研究紀要に関する事項 

 (10) その他地域連携に関する事項 

（出典 阿南工業高等専門学校地域連携・テクノセンター委員会規則） 

 12．点検・評価委員会規則の該当箇所 

  （審議事項）委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

 (1) 中期計画の達成度評価に関する事項 

   (2) 自己点検評価に関する事項 

  (3) 教員の自己点検の検証に関する事項 

  (4) 教員のファカルティディベロップメント（以下「ＦＤ」という。）に関する事項 

  (5) 教育方法改善等に関する事項 

  (6) 授業評価に関する事項 
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  (7) 情報セキュリティの評価に関する事項 

  (8) その他点検・評価に関する事項 

（出典 阿南工業高等専門学校点検・評価委員会規則） 

 13．ＪＡＢＥＥ委員会規則の該当箇所 

 （審議事項）委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

  (1) 日本技術者教育認定機構の実施する技術者教育プログラム認定審査に関する事項 

   (2) ＪＡＢＥＥ教育の企画・立案に関する事項 

  (3) その他技術者教育プログラムに関する事項 

（出典 阿南工業高等専門学校ＪＡＢＥＥ委員会規則） 

 14．広報・情報委員会規則の該当箇所 

 （審議事項）委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

 (1) 図書館の管理運営に関する事項 

 (2) 広報（入試に関する広報を除く。）に関する事項 

 (3) 総合情報処理室の管理・運営に関する事項 

 (4) ホームページの管理運営に関する事項 

 (5) その他広報・情報に関する事項 

（出典 阿南工業高等専門学校広報・情報委員会規則） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では，校長のリーダーシップのもと三主事，専攻科長，各種委員会委員長が配置され，また，

各種委員会等の組織も整備されており，学校の目的を達成するために効果的な意志決定を行える態勢

となっている。 

 

観点11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動しているか。 

（観点に係る状況） 

平成16年度より，独立行政法人化や活性化等を図るため各種委員会の整理・統合を行い，適切に役

割を分担し，効果的に活動できる組織を構築した（資料11－１－②－１）。これら各種委員会には，

それぞれ規則を制定し運営している（前述資料11－１－①－３）。 

事務組織については，庶務課に外部評価等の担当として企画担当と外部資金等担当の研究支援・地

域連携担当の専門職員を設置した。会計課は，総務係と用度係を統合し会計係とした。学生課は，専

攻科係と学生支援を設置した。これにより，事務系職員35名が教員と緊密な連携・協力体制をとりつ

つ，全校一体となって運営している（資料11－１－②－２）。 

技術系職員については，平成10年度より技術室長を置き，技術第１グループ（生産・加工系），技

術第２グループ（電気・制御系），技術第３グループ（信頼・保証系）の三部門に分かれ，それぞれ

教員と協力しながら学生の指導にあたっている（資料11－１－②－３）。 
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資料11－１－②－１ 

各種委員会再編関連図 
各種委員会再編関連図

　　　　再編前委員会名 　　　再編後委員会名 　　専門委員会名 　　　　部会名 　　主　宰 者

参与会 校　　　長

主事会議 校長補佐会議 校　　　長

運営委員会 運営委員会 校　　　長

安全委員会 安全衛生委員会 校　　　長
防火対策委員会
放射線障害防止委員会
セクシュアル・ハラスメント防止委員会 セクシュアル・ハラスメント防止委員会 校　　　長

施設整備計画推進委員会 施設・設備委員会 校　　　長
職員レクリエーション委員会

将来構想部会 （将来構想担当）
職員レクリエーション部会 （レク担当）

主任会議（廃止） 宿舎部会 （宿舎担当）

教官会議 教員会議 教務主事

卒業・進級判定会議 教務主事

教官選考委員会 人事委員会 校　　　長

教務委員会 教務委員会 教務主事
ホームルーム委員会
身体障害学生に関する連絡会
実験実習委員会
実験実習小委員会
入学試験委員会

教育連携専門委員会 教務主事

生活指導委員会 学生委員会 学生主事
生活指導連絡会
処分案作成小委員会 プロコン対策専門委員会 専門委員長
プロコン対策委員会
ロボコン対策委員会 ロボコン対策専門委員会 専門委員長
ロボコン対策専門委員会
人権教育推進委員会 人権教育推進専門委員会 副学生主事

外国人留学生指導委員会 留学生指導・国際交流専門委員会 副学生主事

学生相談室委員会 学生相談専門委員会 学生相談室長

寮務委員会 寮務委員会 寮務主事
寮務連絡会
学寮給食委員会

専攻科運営委員会 専攻科運営委員会 専攻科長
専攻科運営実務者委員会
専攻科代表者会議
専攻科教官会議
専攻科教科課程検討委員会（廃止）

専攻科修了・進級判定会議 専攻科長

工業技術教育センター運営委員会 地域連携・テクノセンター委員会 センター長

地域連携専門委員会 専門委員長

共同研究委員会 研究支援対策専門委員会 専門委員長

発明委員会 知的財産専門委員会 専門委員長

公開講座運営委員会 公開講座専門委員会 専門委員長
研究紀要委員会
研究紀要編集委員会 研究紀要専門委員会 専門委員長

自己点検・評価委員会 点検・評価委員会 点検・評価委員長
教育方法等改善委員会
外部評価委員会 ＦＤ専門委員会 専門委員長
情報セキュリティー評価専門委員会
法人化検討委員会（廃止） 授業評価専門委員会 専門委員長

ＪＡＢＥＥ検討委員会 ＪＡＢＥＥ委員会 ＪＡＢＥＥ委員長
教育プログラム評価委員会

広報・情報委員会 広報・情報委員長

広報委員会 広報専門委員会 専門委員長

総合情報処理室運営委員会 情報管理専門委員会 専門委員長
情報セキュリティー委員会
情報ネットワーク・セキュリティー委員会
情報セキュリティーポリシー等策定専門委員会
事務情報化委員会

広報ホームページ小委員会 ホームページ専門委員会 専門委員長

図書委員会 図書委員会 図書館長

創立40周年記念事業実施委員会（廃止）

事務連絡会 事務協議会 事務部長
事務簡素合理化検討委員会

仕様策定委員会 仕様策定委員会 会計課長
物品購入等機種選定委員会 物品購入等機種選定委員会 会計課長
競争参加資格等審査委員会 競争参加資格等審査委員会 会計課長
公正入札調査委員会 公正入札調査委員会 会計課長
建設コンサルタント選定委員会 建設コンサルタント選定委員会 会計課長  

（出典 各種委員会再編関連図） 
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資料11－１－②－２ 

阿南工業高等専門学校職員組織規則（抜粋） 

 

   第１章 総則 

 （目的） 

第１条 この規則は，阿南工業高等専門学校学則第 11 条の規定に基づき，阿南工業高等専門学校

（以下「本校」という。）の職員組織及び所掌業務の範囲を定めることを目的とする。 

   第２章 職員組織 

 （事務部） 

第２条 本校に事務部を置く。 

 （課） 

第３条 事務部に庶務課，会計課及び学生課を置く。 

 （技術室） 

第４条 事務部に技術室を置く。 

 （係） 

第５条 課に係を置く。 

 （事務部長） 

第６条 事務部に事務部長を置く。 

２ 事務部長は，職員をもって充てる。 

３ 事務部長は，校長の命を受け，事務部の業務を処理する。 

 （課長） 

第７条 課に課長を置く。 

２ 課長は，職員をもって充てる。 

３ 課長は，上司の命を受け，課の業務を処理する。 

 （専門員） 

第８条 課に専門員を置くことができる。 

２ 専門員は，職員をもって充てる。 

３ 専門員は，上司の命を受け，課の業務のうち，高度の専門的事項に係る特定のものを処理す

る。 

 （専門職員） 

第９条 課に専門職員を置くことができる。 

２ 専門職員は，職員をもって充てる。 

３ 専門職員は，上司の命を受け，課の業務のうち，専門的事項に係る特定のものを処理する。 

 （係長） 

第 10 条 課に係長を置く。 

２ 係長は，職員をもって充てる。 

３ 係長は，上司の命を受け，係の業務を処理する。 

 （技術室長） 

第 11 条 技術室に室長を置く。 

２ 技術室長は，技術職員をもって充てる。 
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３ 室長は，上司の命を受け，室の業務を処理する。 

 （技術専門員） 

第 11 条の２ 技術室に，技術専門員を置くことができる。 

２ 技術専門員は，技術職員をもって充てる。 

３ 技術専門員は，上司の名を受け，室の業務のうち，特に専門的事項に係るものを処理する。 

 （技術専門職員） 

第 12 条 室に技術専門職員を置くことができる。 

２ 技術専門職員は，技術職員をもって充てる。 

３ 技術専門職員は，上司の命を受け，室の業務のうち，専門的事項に係る特定のものを処理す

る。 

 （主任） 

第 13 条 係に主任を置くことができる。 

２ 主任は，職員をもって充てる。 

３ 主任は，係長の業務を受けて，その担当する業務を処理する。 

 （係員） 

第 14 条 係に係員を置く。 

２ 係員は，職員をもって充てる。 

３ 係員は，上司の命を受け，業務に従事する。 

 （室員） 

第 15 条 室に室員を置く。 

２ 室員は，職員をもって充てる。 

３ 室員は，上司の命を受け，業務に従事する。 

 （庶務課） 

第 16 条 庶務課においては，次の業務をつかさどる。 

 (1) 参与会に関すること。 

 (2) 中期計画に関すること。 

 (3) 点検・評価に関すること。 

 (4) 研究助成に関すること。 

 (5) 奨学寄附金に関すること。 

 (6) 紀要発行に関すること。 

 (7) 研究支援・地域連携に関すること。 

 (8) 外部資金（経理関係を除く。）に関すること。 

 (9) 技術室の支援に関すること。 

 (10) 事務部の所掌業務の連絡調整に関すること。 

 (11) 諸規則の整備に関すること。 

 (12) 公文書類の接受，発送，編集及び保存に関すること。 

 (13) 公印（会計機関の公印を除く。）の制定及び改廃並びにその管守に関すること。 

 (14) 教職員の人事業務に関すること。 

 (15) 教職員の健康管理及び福利厚生に関すること。 
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 (16) 図書の業務に関すること。 

 (17) 事務情報化に関すること。 

 (18) 前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属さない業務に関すること。 

 （会計課） 

第 17 条 会計課においては，次の業務をつかさどる。 

 (1) 予算業務に関すること。 

 (2) 運営費交付金の経理業務に関すること。 

 (3) 会計機関に属する公印の管守に関すること。 

 (4) 物品の管理業務に関すること。 

 (5) 民間との共同研究等の経理業務に関すること。 

 (6) 寄附金の経理業務に関すること。 

 (7) 共済組合の業務に関すること。 

 (8) 固定資産及び債権の管理業務に関すること。 

 (9) 施設及び設備の維持管理業務に関すること。 

 (10) 校内の警備に関すること。  

 (11) 校内の環境整備に関すること。 

 （学生課） 

第 18 条 学生課においては，次の業務をつかさどる。 

 (1) 学生の健康管理に関すること。 

 (2) 学生相談に関すること。 

 (3) 入学者の選抜に関すること。 

 (4) 学生の入退学及び卒業に関すること。 

 (5) 学生課に属する公印の管守に関すること。 

 (6) 授業に関すること。 

 (7) ＪＡＢＥＥに関すること。 

 (8) 専攻科に関すること。 

 (9) 学生の生活補導に関すること。 

 (10) 学生の就職に関すること。 

 (11) 学生寮に関すること。 

 (12) 寮生の福利厚生に関すること。 

 (13) 寮生食堂の管理・運営に関すること。 

 （ 以下略 ） 

 

（出典 阿南工業高等専門学校職員組織規則） 
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資料 11－１－②－３ 

Ｗｅｂサイトの「技術室」の組織図箇所 

 

 

（出典 阿南高専Ｗｅｂサイト（http://www.anan-nct.ac.jp/gcenter/gijyutsu/）） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

各種委員会については，前述のとおり整理・統合を行い，適切にその機能を果たし，教学に係る各

種委員会等と管理運営組織等との連携も円滑に行われている。 

また，事務組織についても，教員と緊密な協力体制をとりつつ全校一体となって運営している。 

以上のことから，本校は，適切に役割を分担し，効果的に活動している。 

 

観点11－１－③： 管理運営の諸規定が整備されているか。 

（観点に係る状況） 

 学校の管理運営に関する諸規定については，阿南工業高等専門学校学則，阿南工業高等専門学校校

長補佐会議規則，阿南工業高等専門学校運営委員会規則，阿南工業高等専門学校教員会議規則等のほ

か各種委員会規則等も整備されており，充分その機能を果たしている。 

（分析結果とその根拠理由） 
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本校では，管理運営に関する諸規定が適切に整備されている。 

 

11－２ 学校の目的を達成するために，外部有識者の意見が適切に管理運営に反映されている

こと。 

観点11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の管理運営に関する重要事項等について意見を聴くため，平成12年度から，教育研究分野に

精通した大学の教員，産業界の動向に精通した者，地域の行政担当者，同窓会会長等による外部評価

を開始し，年１～２回定例的に開催し指導・助言を求めている。 

これらの意見に基づく具体化を運営委員会等で検討し，改善を図っている（資料11－２－①－

１）。すなわち，これまでに，簡潔に表現した校訓の作成，教員採用面での情報の開示，工業技術教

育センター（平成16年度より地域連携・テクノセンター）の整備充実を図るとともに，シラバスを改

善し，平成16年度より終業時刻を16：00に抑える等の改善を行っている。特に，工業技術教育研究セ

ンター（平成16年度より地域連携・テクノセンター）の整備充実に関しては，平成14年度に創造テク

ノセンターの竣工として実現された。 

 

資料11－２－①－１（前述資料９－１－④－１と同じ（340頁）） 

阿南高専における教育点検システム 

 
 

（出典 阿南高専Ｗｅｂサイト） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 参与会を設けることにより，外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されている。 
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11－３ 学校の目的を達成するために，高等専門学校の活動の総合的状況に関する自己点検・

評価が行われ，その結果が公表されていること。 

観点11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対し

て行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

（観点に係る状況）  

 平成８年度は教育活動，平成13年度は管理運営・組織の在り方に関して自己点検・評価し，自己点

検・評価報告書等として公表されている。平成16年度は課外活動に関して参与会に諮った。 

 また，平成11年度より毎年，学生による授業評価を実施しており，授業アンケート結果報告書とし

て公表されている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 自己点検・評価や第三者評価が高等専門学校の活動の総合的な状況に対して行われ，かつ，それら

の評価結果が公表されている。 

 

観点11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるような，システムが整備され，有効に運営されているか。 

（観点に係る状況）  

 教育・研究に関する評価結果を，本校の目的達成のための改善に結びつけるため，平成15年度から

ＰＤＣＡ（Plan/Do/Check/Action）サイクルを開始した（前述資料11－２－①－１）。教育点検を例

に採ると，教育の内容・方法に関する計画を教務委員会等で立案し，各教員が教育を実践する。教育

の評価は修了・卒業・進級判定会議や参与会等で行い，評価結果を基に運営委員会で改善方針が審議

され（資料11－３－②－１），スパイラル状にサイクルが繰り返される。 

これらのシステム及び運営に関する詳細は，自己点検書。 
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資料11－３－②－１ 

運 営 委 員 会 議 事 概 要 

 

１ 日 時  平成１６年６月１６日（水） 13時30分～16時15分  

２ 場 所  会議室 

３ 出席者  別紙出席者名簿のとおり 

４ 議題 

 【報告事項】 

＜中略＞ 

６ 校長からの報告等 

＜中略＞ 

(2) その他 

校長から，参与会（６月２日（水）開催）での審議内容に関連して，次の指示があった。 

① 本年度の中期計画について，各主事，各学科等担当が実行計画を点検し，計画を進め

て行くこと。 

② 企業との連携について，抜本的な見直しを図り，活性化の方策を講じること。 

＜以下略＞ 

 

（出典 運営委員会議事録（平成16年６月16日校長からの報告）） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

ＰＤＣＡが機能し，平成16年度にＪＡＢＥＥ技術者教育プログラムが認定された。このことから，

本校は目的達成のための改善に結び付けられるようなシステムが整備され有効に運営されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 校長のリーダーシップのもと，各主事，各種委員会等の管理運営体制及び事務組織も整備され機能

しており，外部有識者の意見が反映されるシステムも整っている。また，教育，研究等に関する自己

点検・評価も適切に実施し，これらの結果についても報告書やＷｅｂサイト等に公表されている。 

（改善を要する点） 

 特になし。 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

本校では，平成12年度から外部評価を得てきた。平成16年度より，管理運営に関する重要事項につ

いて意見を聴くため，学外の有識者で組織する参与会を設置した。 

学校の管理運営に関する重要な事項については，校長補佐会議，運営委員会を開催して審議してお

り，その後，全教員による教員会議を開催して結果の報告を周知徹底することにより，効果的な意志

決定を行っている。 

なお，平成16年度より，独立行政法人化や活性化等を図るため各種委員会の整理・統合を行い，適

切に役割を分担し，効果的に活動できる組織を構築した。事務組織についても見直しを図り，効果的
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に活動できる組織を構築して教員と緊密な連携・協力体制をとりつつ，全校一体となって運営してい

る。技術系職員についても，平成10年度より技術室長を置き，技術第１グループ（生産・加工系），

技術第２グループ（電気・制御系），技術第３グループ（信頼・保証系）の三部門に分かれ，それぞ

れ教員と協力しながら学生の指導にあたっている。 

また，教育，研究等に関する自己点検・評価も適切に実施し，これらの結果についても報告書やＷ

ｅｂサイト等に公表されている。 
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選択的評価基準 研究活動の状況 

 高等専門学校の目的に照らして，必要な研究体制及び支援体制が整備され，機能しており，

研究の目的に沿った活動の成果が上がっていること。 

（１）観点ごとの分析 

観点１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備され，

機能しているか。 

（観点に係る状況） 

（ａ）研究に携わる教員等の配置状況 

 教員は一般教科，機械工学科，電気電子工学科，制御情報工学科，建設システム工学科のいずれか

に所属し，主として教育に携わるが，30～40％の時間を専門分野の研究に費やしている。専攻科教育

は上記学科教員が兼任して当たっている。各教員の主な研究テーマ一覧は本校Ｗｅｂサイトで見るこ

とができる（資料１－①－１）。また詳細な研究テーマは地域連携・テクノセンター広報に掲載され

ている。 

（ｂ）研究支援体制等 

本校には地域連携・テクノセンターが設置されており,センター長のもとに５つの専門委員会があ

り,地域との共同研究・学内共同研究等の実施,外部資金の獲得,公開講座の実施,研究紀要等研究公表

などを行っている（資料１－①－２）。研究支援・地域連携担当の専門職員１名と非常勤職員１名が

地域連携・テクノセンターのすべての事務をとり扱い,円滑に機能している。共同研究を契約した教

員には研究資金を追加するインセンティブを与えている。またテクノセンターと連携して 12 名の技

術職員が一丸となって教員の研究を技術的に支援している。 

外部支援組織としては阿南高専助成会（ＡＣＴフェローシップ）があり,定期的に講演会や技術相

談会等を開催することにより,共同研究の芽を見つけている（資料１－①－３）。さらに,阿南市との

連携協力協定により,毎年数件の連携研究を実施し,研究成果が上がっている（資料１－①－４）。国，

県，阿南商工会議所とも密接に連携し，国，県の研究開発施策に積極的に対応する体制ができている。 
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資料１－①－１ 

阿南高専研究者一覧（全体） 

 

Ｗｅｂサイトアドレス：http://www.anan-nct.ac.jp/gcenter/kennkyuusya.html 

 

 

 

（出典 阿南高専Ｗｅｂサイト） 

 

資料１－①－２ 

阿南工業高等専門学校地域連携・テクノセンター委員会規則 

                              （平成 16 年４月１日） 

                               （規則第 22 号） 

 

 （設置） 

第１条 阿南工業高等専門学校地域連携・テクノセンター規則第５条第２項の規定に基づき，阿南

工業高等専門学校地域連携・テクノセンター委員会（以下「委員会」という。）に関し，必要な

事項を定める。 

 （審議事項） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

 (1) センターの管理運営に関する事項 
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  (2) 地域連携に関する事項 

  (3) 外部への研究助成の申請に関する事項 

  (4) 外部資金に関する事項 

  (5) 技術相談に関する事項 

 (6) 研究活動の支援に関する事項 

 (7) 知的財産に関する事項 

 (8) 公開講座等に関する事項 

 (9) 研究紀要に関する事項 

 (10) その他地域連携に関する事項 

 （組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 (1) センター長 

  (2) 副センター長 

 (3) 地域連携専門委員長 

 (4) 研究支援対策専門委員長 

 (5) 知的財産専門委員長 

 (6) 公開講座専門委員長 

 (7) 研究紀要専門委員長 

 （委員長） 

第４条～第７条 省略 

 （専門委員会） 

第８条 委員会に次の専門委員会を置く。 

 (1) 地域連携専門委員会 

 (2) 研究支援対策専門委員会 

 (3) 知的財産専門委員会 

 (4) 公開講座専門委員会 

 (5) 研究紀要専門委員会 

２ 専門委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

第９条以下省略 

（出典 阿南工業高等専門学校地域連携・テクノセンター委員会規則） 

 

資料１－①－３ 

ＡＣＴフェローシップ（阿南工業高等専門学校助成会）会則 

 

 （名 称） 

第１条 本会は，ＡＣＴフェローシップ（阿南工業高等専門学校助成会）と称する。 

 （目 的） 

第２条 本会は，阿南工業高等専門学校における教育研究の振興を図ることを目的とする。（事 

業） 

第３条 本会は，前条の目的を達成するために，次の事業を行う。 
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 ① 阿南工業高等専門学校の教育及び研究に対する助成事業 

 ② 科学技術振興のための講演会，研究会等の開催及び情報誌の発行 

 ③ その他本会の目的を達成するために必要な事業 

 （会 員） 

第４条 本会の会員は，第２条の趣旨に賛同した企業等の代表者をもって構成する。 

２ 会員は，所定の会費を負担するものとする。 

 （役 員） 

第５条 本会に，次の役員を置く。 

 会 長      １名 

 副会長   ２名 

 理 事    若干名 

 監 事    若干名 

第５条２以下省略 

（出典 ＡＣＴフェローシップ（阿南工業高等専門学校助成会）会則） 

 

（ｃ）研究実施体制の整備 

1)研究実施体制の改善に向けた具体的取り組み 

  ①創造テクノセンター棟研究室の優先使用 

   創造テクノセンター棟研究室は，外部資金を導入して研究する教員に優先使用させるようにし

ている。具体的には阿南市連携研究（受託研究）２件，科学研究費補助金研究２件，共同研

究５件が実施されている（前述資料１－①－４）。但し，毎年連続して外部資金を獲得する

ことは地域企業の事情で難しく，断続的になるか，あるいは別のテーマで外部資金を獲得す

るなど苦心している。研究室が不足するので，外部資金研究者に 16 年度から共用スペースや

研究員控え室を優先使用させている。 

  ②技術職員による支援 

   研究に技術職員の支援は欠かせない。本校では従来各科に配置されていた技術職員を創造テク

ノセンター１階のセンター管理室に統合することにより，教員の研究支援が有機的かつ即応

性に富むものになっている。この結果技術職員自身もお互いに切磋琢磨して，また教員と共

同研究をするなどして技術レベルの向上に励んでおり，研究支援によい結果を与えている。 

  ③教員間の共同研究，教員と地域の共同研究の整備 

   「創造テクノセンター研究紹介」に見られるように創造テクノセンターの研究室は学内共同研

究にも優先権を与えている（前述資料１－①－４）。具体的には類似研究者の研究として，

風力発電関係や環境関係の研究は学内共同研究でもある。教員と地域の共同研究は平成 16 年

４月に改組した地域連携・テクノセンターの地域連携専門委員会，研究支援対策専門委員会

が中心となって県内企業の情報を得て共同研究等の斡旋をしている。 

 

2)知的財産権を確保・保持するための具体的方策 

 従来の発明委員会に代わり,平成 16 年６月より知的財産の管理と活用に関する事項を実施するため,

地域連携・テクノセンターの専門部会として,知的財産専門委員会を設置した。平成 16 年度は特許出
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願１件の審査と発明協会による特許相談のほか教員,学生への特許セミナーなどを実施した。 

 

資料１－①－４ 

創造テクノセンター研究紹介 
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（出典 創造テクノセンター研究紹介） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

研究支援体制は整っており,実施体制もほぼ完成していることから,高等専門学校としての研究は十

分できると考えられる。 

 

観点１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

（観点に係る状況） 

（ａ）教員の研究活動成果 

本校教員は多様な学会等に所属し，学会活動に参画している。以下の表に過去５年間の研究活動成

果件数を示す（資料１－②－１）。平成 16 年度は論文 14 報，紀要３報，著書１件，国際会議プロシ

ーディング 11 報，国内学会口頭発表 36 件である。年度ごとのばらつきはあるが，相応の研究活動は

できている。平成 17 年現在は教材を含む著書の件数は４件となっている。 
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資料１－②－１

 

阿南高専における研究活動成果（件数で示す）   

 

オリジナル論文 

平成 12 年

 

平成 13 年

 

平成 14 年

 

平成 15 年 

 

平成 16 年 

 

・国際誌 5 3 4 6 1

・国内学協会誌 10 14 7 18 8

・高専教育 1 4 1 8 5

・紀要 2 6 3 7 3

解説・総説 7 3 1 1 0

著書 4 3 3 0 1

研究成果報告書 0 3 0 1 0

国際会議で発表 22 16 13 7 11

国内学協会で口頭発表 78 46 57 44 36

（出典 阿南高専における研究活動成果）

 

（ｂ）地域との研究活動 

過去３年間の外部資金の獲得状況は阿南工業高等専門学校学校紹介に示されている。それによると

平成 16 年度は民間等との共同研究 10 件，受託研究４件，奨学寄付金は 951 万円である。共同研究の

相手先はすべて中小企業であり，研究テーマの多くは地域に適したものとなっている。工業県でない

地方都市にあってこの件数は健闘している。平成 15 年１月 17 日に阿南市・阿南高専連携協力に関す

る協定が締結されて３件の研究が進められている（前述資料１－①－４）。平成 16 年度の財団，Ｎ

ＥＤＯ等からの外部資金応募件数は 10 件であり，その内３件が採択された。 

（ｃ）教育改善に関わる研究活動実績  

教育改善研究は高専の重要な研究活動である。成果を還元して授業の個性化，活性化と高度化を図

っている。過去５年間の実績例を以下に示す（資料１－②－２）。 

 

資料１－②－２ 

教育改善に関わる研究活動実績 

① 文学教材指導の考察－教材選択を中心に－,高専教育,第 24 号,pp.109-114(2001) 

学習の主体である学生の眼に,文学教材そのものがどのように映っているかアンケート調査し,高専

の国語科教育において,積極的な文学教材の選択が求められているとまとめている。 

② 英語教育における文学教材の位置づけとその指導,高専教育,第 24 号,pp.121-126(2001) 

教材としての文学に関する研究を概観し,文学教材の意義を再考した。日本における英語教育への

応用の可能性を考察し,指導法について言及した。 

③ 表現力育成を中心とする専門教育と国語科の教育連携の方向,高専教育,第 26 号,pp.175-

179(2003) 

専門教科からの要望による学生の文章表現に重点をおいた今後の国語科授業の有り様を考察した。 
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④ 学生の意識調査による工作実習とモチベーションに関する一考察,高専教育,第 27 号,pp.465-

470(2004) 

MSQ 法に基づいた学生の意識調査を実施し,工作実習へのモチベーションに影響する 14 の因子を考

え,モチベーションチャージの測定及びモチベーションを効果的に高める因子の分析及び統計解析を

行った。 

⑤ 学生の声を反映する授業方法の検討,高専教育,第 28 号,pp.321-325(2005) 

毎時間のキーワードの提示,毎時間の学習シートの提出などが効果的な授業につながることを提案

した。 

（出典 教育改善に関わる研究活動実績） 

 

（ｄ）ものづくり教育・創造教育に関わる研究活動実績 

 ものづくり教育・創造教育も高専機構の目的に入っている重要な教育活動である。その改善研究は

評価が高い。成果を還元して授業の個性化，活性化と高度化を図っている（資料１－②－３）。 

 

資料１－②－３ 

ものづくり教育・創造教育に関わる研究活動実績 

①ウオータージェットの流体力学に関する実践的教育,高専教育,第 24 号,pp.115-120(2001) 

 ウオータージェット切断機を用いて,機械工学科の学生に,数式を用いないで説明し,学年の進行に

伴い流体力学に関する重要な定理を理解させる手法を提案した。ブーメランを製作させる。 

② 学生のモチベーションに着目した機械工学創造教育（PBL）の効果的改善法,高専教育,第 28

号,pp.309-314(2005) 

紙製の流体・機械構造物を考案し製作する機械工学創造教育 PBL を１,３年生に実施し,学生アンケ

ートを詳しく分析した。PBL に対するモチベーションチャージは大きく,今後の効果的な PBL 実施方

法を提案した。 

③ 阿南高専電気電子工学科の卒業研究に対する課題,高専教育,第 28 号,pp.327-332(2005) 

ものづくり基盤技術を支える創造性に富んだ実践的技術者養成という観点に立って,本校電気電子

工学科の卒業研究について評価方法を提案し,評価した。また今後の課題についても検討した。 

④ NHK 高専ロボコンを活用した技術者育成教育,高専教育,第 28 号,pp.399-404(2005) 

NHK 高専ロボコンを創造教育・ものづくり教育ととらえ,アイディアの種プロジェクト,ペーパーク

ラフトの活用,ウオータージェット切断機とマシニングセンターによる部品製作など指導体制を確立

して製作する方法を提案した。 

（出典 ものづくり教育・創造教育に関わる研究活動実績） 

 

（ｅ）その他の実績 

過去５年以内の特許出願の件数は，機構に帰属するものが１件，個人帰属のものが５件である。特

許取得実績は国帰属のものが１件ある。本校において創出・改善されたものとして，平成 12 年度開

発の「徘徊性老人等探索ネットワークシステム」，平成６年度開発，平成 12 年度に改善された「ナ

ノスパーク」（商標登録済）がある。 

受賞については文部科学大臣賞１件，奨励賞１件のほか，中国・四国工学教育協会賞１件，学会論

文賞等３件，特異なものとして徳島ニュービジネス支援賞優秀賞１件の実績がある（資料１－②－
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４）。さらに研究活動や成果の新聞記事等は過去５年以内に 10 件以上あり，その一部を示す（資料

１－②－５）。 

 

資料１－②－４ 

最近の学術表彰受賞者一覧 

最近の学術表彰受賞者一覧

氏  名 所属及び官職 賞名及び主催者名 授賞年月日

坪　井　泰　士
一般教科
教授

平成16年度
国立高等専門学校教員顕彰奨励賞
独立行政法人国立高等専門学校機構

平成17年3月24日

當　宮　辰　美
電気電子工学科
教授

中国・四国工学教育協会賞
中国・四国工学教育協会

平成16年7月5日

湯　城　豊　勝
建設ｼｽﾃﾑ工学科
教授

平成15年度
国立高等専門学校
教員顕彰文部科学大臣賞
国立高等専門学校協会

平成15年11月21日

橋　本　　　温
建設ｼｽﾃﾑ工学科
講師

優秀講演者表彰
社団法人土木学会

平成15年11月10日

松　本　高　志
電気電子工学科
助教授

電気設備学会賞学術部門論文奨励賞
社団法人電気設備学会

平成15年6月9日

西　岡　　　守
機械工学科
教授

徳島ニュービジネス支援賞優秀賞
社団法人ニュービジネス協議会

平成14年10月17日

安　野　恵美子
制御情報工学科
助手

電気学会優秀論文発表賞
社団法人電気学会

平成14年3月31日

 

 

（出典 最近の学術表彰受賞者一覧） 
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資料１－②－５ 

新聞報道記事の一部 

 

 

 

 

 

（出典 新聞報道記事の一部） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 地域社会へ貢献する研究体制も整っており,また効果的な教育を実現させるための研究活動を継続

的に行っている。 

 

観点１－③：  研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備され，

機能しているか。 

（観点に係る状況） 

研究活動の点検・評価と活性化方策として,以下の項目が挙げられる。 

（ａ）研究活動に奨励金を付与する方策 

 研究費の優先的配分措置として,校内予算配分に教育業績費,研究業績費（ポイント運営費）,専攻

科生支援費を創出し,教育研究の活性化と質の向上を図っている。この方式については教員の意見を

聞き毎年点検・改善している。研究業績費については平成 17 年度，研究業績の発表方法，学術専門

誌論文，紀要論文，プロシーディング，口頭発表等でポイントを定め，総額 400 万円を各教員のポイ

ント数に応じて配分した。 

（ｂ）創造テクノセンター棟研究室の優先的使用 

 外部資金を獲得した研究は優先的にテクノセンター内実験室を使用できるような体制になっており,

毎年点検している。 

（ｃ）研究成果の発表を支援する方策 

ほとんどの教員が研究に学生を取り込んでおり，学生の研究開発能力と発表能力を養っている。専

攻科学生は中国四国地区高専専攻科生研究交流会及び学会において必ず研究発表しなければならない

ため,学会旅費の援助を行っている。近年,外国発表が多くなっている。限られた予算内でできる限り

多くの学生が研究発表できるよう毎年検討している。 

（ｄ）科学研究費の獲得促進 

 教員の文部科学省科学研究費補助金申請を庶務課企画担当が支援し,原則として一人１申請以上の

実現を目標に展開してきた。平成 17 年度は,学校全体として申請件数 52 件,採択件数８件,採択金額

1,010 万円である（資料１－③－１，２）。申請率を 100％に近づけるための啓発と申請書の査読を

継続する。 

（ｅ）外部資金の獲得の取り組み 

 地域連携・テクノセンターでは共同研究の促進のため,共同研究契約１件につき一定額を地域連携

・テクノセンター予算の中から援助している。研究支援対策専門委員会では財団等からの研究奨学金

募集について積極的に応募を勧めるほか,平成 17 年度は企業からの奨学寄付金の獲得に努め,獲得し

・平成 15 年１月 24 日 朝日新聞 

・平成 16 年 12 月７日 徳島新聞 

・平成 16 年 10 月６日 徳島新聞 
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た資金を冠奨学金として教員に競争的研究資金を提供している。また地域連携専門委員会ではＡＣＴ

会員を訪問して外部資金獲得に努力するほか,国，県，阿南市及び阿南商工会議所から受託研究費を

獲得するよう努力している。また地域連携・テクノセンターが企画し,教員全体が分担してＡＣＴ会

員企業を訪問して情報収集をし,共同研究等の可能性を調査している。 

その結果,平成 16 年度では,受託研究４件,共同研究 10 件,奨学寄付金 951 万円であった。これらの

研究活動は地域連携・テクノセンターの年報である「技術の光 あなん高専」に毎年報告され,分析

・改善している。平成 17 年度は目下のところ県から約 200 万円，阿南市から 453 万円の外部資金を

得ることが決まっている。平成 17 年度から産，官，学の気楽な情報交換会「あなん高専交流プラ

ザ」の開催を始めたが，この改善効果が期待される。 

 以上のように，外部資金獲得には国，県，市，団体と常に連携して研究開発施策情報を得ること，

また企業を訪問して企業独自の情報を得ることなど地道な努力が必要で，地域連携・テクノセンター

委員会では年度末には反省，年度初めには改善策を検討している。 

 

資料１－③－１ 

平成 17 年度科学研究費申請状況 

 

（出典 平成 17 年度科学研究費申請状況） 

 

教員数 申請者 継続者 件数 未申請者

（人） （人） （人） （件） （人）

18 9 1 11 8

18 9 0 9 9

12 11 0 12 1

13 11 0 12 2 ２件申請者あり

10 6 2 8 2

11 7 2 9 2

12 11 0 11 1

12 10 1 11 1

11 9 2 11 0

11 8 3 11 0

(66) 63 46 5 53 12

(67) 65 45 6 52 14

注）１．上段は16年度申請状況

　　２．申請者の数には，継続者の数を含まない。

　　３．育休，病休の教員は教員数から除いた。

電 気 電 子 工 学 科 (11)

備　　考学　　科　　名

一 般 教 科 (20)

合　　計

平成１７年度科学研究費申請状況

(12)

(11)

制 御 情 報 工 学 科

建 設 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 工 学 科

(13)機 械 工 学 科
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資料１－③－２ 

平成 17 年度科学研究費補助金採択者一覧 

研究種目 所　属 氏　　名 研　　　究　　　題　　　目
交 付 額
（千円）

電気電子 當　宮　辰　美
ウェーブレット変換による小型風
力発電安全運転利用システムの開
発

800

制御情報 宮　城　勢　治
ナノ領域機能性エアロゾルの工業
的生成法に関する基礎研究

2,600

建　  設 松　保　重　之
高精度疑似乱数を用いたモンテカ
ルロ法の効率化とその信頼性問題
への応用に関する検討

700

一　　般 田　上　隆　徳
パレート最適性を考慮した制御系
設計問題に対する多目的最適化手
法の適用に関する研究

1,300

電気電子 藤　本　憲　市
非線形動特性を利用したマニピュ
レータの耐故障性向上に関する研
究

500

制御情報 安　野　恵実子
分布等価回路を用いた局所組織イ
ンピーダンスのパラメータ推定に
関する研究

2,600

建　　設 大　田　直　友
吉野川河口干潟における絶滅危惧
巻貝４種の保全・保護と架橋工事
による攪乱評価

800

建　　設 橋　本　　　温
水環境から検出されるクリプトス
ポリジウムの遺伝子型と生育活性
の評価手法の検討

800

基盤研究（Ｃ）

若手研究（Ｂ）

 

（出典 平成 17 年度科学研究費補助金採択者一覧） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

研究活動等の実施状況や問題点はほぼ把握できており,改善の体制もほぼできている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・ 新しい授業内容や授業方法を提案するための研究活動がなされている。 

各教員が自分の授業を改善しようと常に心がけている。 

・ 研究活動を通じた創造教育を推進している。 

研究に学生を取り込んで教育している。 

・ 企業等との共同研究実施体制が整備されている。 

研究対策専門委員会が積極的に活動している。 

・ 地域社会との連携・協力がなされる。 

地域連携専門委員会が積極的に活動し，交流プラザ等を実施して地域の人と交流を進めている。 

・ 阿南市との連携・協力がなされている。 
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連携協定が結ばれ，研究が拡大・継続している。 

・ 外部資金獲得の取り組みを実施している。 

県，市と協調し，研究情報を得て，地域に適した研究を実施している。 

（改善を要する点） 

・ 産学連携に参画する教員を増強するシステムの構築が必要である。 

教員夏期研修会で検討する。 

・ 知的財産の取得を促進する方策が必要である。 

教員夏期研修会で検討する。 

 
（３）選択的評価基準の自己評価の概要 

 本校の研究活動の状況に関しては全教員が研究テーマを持ち，活動時間の 30～40％を研究に当て

ている。研究体制としては，学内的には地域連携・テクノセンターが地域との窓口となり，外部資金

を獲得して共同研究等を積極的に行う体制が既にできている。また本校技術職員は一カ所に統合され，

有機的に技術支援を行うことにより，飛躍的な研究の促進が図られている。 

 学外的には阿南高専助成会（ＡＣＴフェローシップ，約 80 社）が既に平成７年に結成されており，

資金援助を受けるほか，産学連携が深まっている。また阿南市連携協定，国，県，阿南商工会議所と

の密接な連携が外部資金導入研究等に功を奏している。 

 以上の体制の下に，教員の研究活動は年度ごとに多少のばらつきはあるが，相応の研究活動はでき

ている。民間との共同研究等についても，工業県でない地方都市阿南市にあって健闘している。 

 教員は教科研究も行い，教育の個性化，活性化，高度化に力を入れている点も評価できる。特許，

受賞，新聞記事実績も多くはないが揃っており，相応の研究開発が行われていると判断できる。問題

点も把握できており，改善体制もできている。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

 上記のような自己評価により，本校の研究活動は高等専門学校の目的はもちろんのこと，本校の目

的に対して，達成状況が良好である。 
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選択的評価基準 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 高等専門学校の目的に照らして，正規課程の学生以外に対する教育サービスが適切に行われ，

成果を上げていること。 

（１）観点ごとの分析 

観点１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生以外

に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，正規課程の学生以外に対する教育サービスとして，公開講座を実施している。また，阿

南市における地域の教育機関との連携活動や地域住民への教育サービスを行っている。さらに，本校

の図書館，体育館等の施設を外部へ開放している。 

実施テーマは各学科及び総合情報処理室等において企画・立案している。企画・立案されたテーマ

は公開講座専門委員会で承認している。公開講座専門委員会では各テーマの広報手段や予算等の調整

も行っている（資料１－①－１）。平成16年度は８テーマの公開講座を実施した（資料１－①－２）。 

本校は平成15年度より地元・阿南市の振興・発展及び教育研究の充実を図るため連携協力に関する

協定を結んでいる（資料１－①－３）。連携協力の項目として，「（３）初等・中等教育及び高等教

育の推進に関すること。」及び「（４）地域住民の生涯学習の推進に関すること。」が掲げられてい

る。項目（３）は阿南市内の教育機関との連携活動に対応している。具体的には小・中学校への出張

授業を行っている。項目（４）は地域住民への教育サービスに対応している。主な活動として，生涯

学習・市民講座等への講師派遣を行っている。本校の全教員より実施可能な授業内容を募集調査し，

阿南市側に提示する（資料１－①－４）。提示したテーマのなかから阿南市側の要望により出張授業

・講師派遣が行われる。平成16年度は20テーマについて出張授業・講師派遣が実施された（資料１－

①－５）。 

本校の図書館，体育館等の施設の外部開放については，その利用規則を定め，Ｗｅｂサイト等を通

じて利用案内を行っている（資料１－①－６，資料１－①－７） 
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資料１－①－１

公開講座の企画・調整 

 

（出典 平成16年度公開講座専門委員会（第４回）議事概要（平成17年3月））
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資料１－①－２

公開講座の実施状況 

 

（出典 平成16年度公開講座専門委員会資料（平成16年1月））

 

資料１－①－３

阿南市との連携協力項目 
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資料１－①－４

出張授業・講師派遣の募集調査

 

（出典 平成16年度小・中学校及び生涯学習への講師派遣及び指導者に関する募集調査）
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資料１－①－５

出張授業・講師派遣の実施実績 

 

（出典 平成16年度阿南市との連携協力に伴う小・中学校

及び生涯学習への講師派遣等の実績について）
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資料１－①－６

校外者に対する図書館の利用案内 

 

（出典 阿南高専Ｗｅｂサイト）
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資料１－①－７

校外者に対する体育施設の利用案内 

 

（出典 阿南高専Ｗｅｂサイト）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校では，地域住民に対する教育サービスとして，公開講座及び出張授業・講師派遣が実施されて

いる。公開講座は，各学科と公開講座専門委員会が連携しながら企画・案内・実施が行えている。出

張授業・講師派遣は阿南市との連携協力のもとに実施され，実績を挙げつつある。また，図書館，体

育館等の施設を外部開放し，地域の文化向上を図っている。 

以上のことから，本校における正規課程の学生以外に対する教育サービスが計画的に実施されてい

る。 

 

観点１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。ま

た，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

公開講座の受講者を対象に満足度を測る為，全テーマに統一したアンケートを実施している（資料

１－②－１）。平成 16 年度のアンケート結果では，全受講生の 85％以上から講座に対して満足・大

変満足との評価を得ている（資料１－②－２）。アンケート結果は，公開講座専門委員会において分

析を行い，次年度の実施計画に反映させている（資料１－②－３）。例えば，平成 16 年度のアンケ

ート結果をもとに，平成 17 年度の第三種電気主任技術者試験入門講座では分野選択制を採用し，受

講時間により講習料を設定した（資料１－②－１）。 

阿南市との連携協力では，連携協力推進会議を設置し，定期的に意見交換を行っている。出張授業

・講師派遣等についても連携協力推進会議を中心に議論，改善策を検討している（資料１－②－４）。

全テーマで統一のアンケートの実施についてはまだ整備されていないが，部分的なテーマでアンケー

トを実施し受講者のニーズの把握に努めている（資料１－②－５）。 
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資料１－②－１

公開講座受講生アンケート内容 

 

（出典 平成16年度公開講座受講生アンケート用紙）
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資料１－②－２

公開講座受講生アンケートの集計結果例 

（出典 平成16年度公開講座専門委員会資料（平成17年１月））
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資料１－②－３

アンケート結果からの改善例 

 

＜略＞ 

 

（出典 平成 16 年度公開講座専門委員会議概要（平成 17 年１月））
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資料１－②－４

出張授業・講師派遣に関する検討 

 

＜中略＞ 

 

 

＜以下略＞ 

（出典 平成17年度阿南市と阿南工業高等専門学校連携協力推進会議議事概要（平成17年5月））

 

 

 

 



阿南工業高等専門学校 選択的評価基準 

 - 422 - 

資料１－②－５ 

出張授業のアンケート例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境教育プログラムに関する調査

調査票

　本アンケートは，学校あるいは役職の立場としてのご意見を伺うことを前提に作成いたしておりま
すが，個人としてのご意見がある方の回答もお待ち致しております．

問１：学校名をお答えください．

中学校

問２：役職，担当教科名をお答えください．

問３：貴校では，環境に関する教育を行っていますか？�

　　　　　 該当する番号に○印をおつけください．

１：行っている　　２：行っていない

２と回答された方は，２ページ目の
問６にお進みください．

問４：貴校での環境教育の参加形態について

　　　　該当する番号に○印をつけてください．

１：個人型　　２：クラス型（クラス単位）　３：学年型（学年単位）
４：グループ型（希望者数～十数名）　５：学校型（学校単位）
６：連合型（各学校と共同した形）　　７：その他（　　　　　　　　　　　　　）

問５：貴校での環境教育の開講形態について

　　　　該当する番号に○印をつけてください．

１：授業時間型（総合学習等の時間で行っている．）
２：平日１日型（１日を使って行っている．）
３：土日開催型（土曜日あるいは日曜日の１日を使って行っている．）
４：長期休業利用型（夏期休業，冬季休業などの日に行っている．）
５：放課後型（放課後に行っている．）　　�

６：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問６：総合学習や環境教育などの授業において，先生方のご負担になっている点

　　　　　について該当する番号に○印をつけてください．

１：時間的な負担　２：テーマ設定や運営に関する負担
３：予算的な負担　４：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

個人としてのご意見を回答いただけ
る方は，下記の欄に「個人としての
意見」と記述をしてください．また
，調査票に関しては，余分を利用し
ていただくか？あるいは，本調査票
において個人の回答は「赤色で回答
しています．」など分かるようにし
ていただければと思います．�

（例：３年担任，学年主任など）

本調査票は7-10PはA3用紙１枚で作成致しておりますので，アンケートご返送の際は，
このまま(1-10Pそのまま)でご返送いただいても，7P以降を分離して調査票のみでも結
構です．

環境教育プログラムに関する調査

問８：以下に来年度以降開催予定のテーマについて記述したしておりま

　　　　　す．興味を持たれましたテーマがございましたら，該当する番号に

　　　　　○印をつけてください．また，以下のもの以外で，ご希望の分野，テ
　　　ーマがございましたらご意見をお聞かせください．

１：身近な環境を知ろう（河川・水質・大気などの環境調査）[フィールド調査]
２：水質の科学[実験・フィールド調査]
３：環境ってなんだろう？[講演]
４：地域・学校・教室のゴミ問題[フィールド調査]
５：交通渋滞の発生原因について調べてみよう[フィールド調査]
６：水の中の小さな生物の世界[観察]
７：DNAを見てみよう[実験]
８：遺伝子工学の実験[実験]
９：ワークショップ（生徒参加型）によるまちづくり[社会実験]
１０：社会的ジレンマってなんだろう？[講演]�
１１：身近な外来種を知ろう[フィールド調査]
１２：海の生物の不思議[フィールド調査]
１３：校庭の花を観察しよう[フィールド調査]
１４：セイヨウタンポポ調査隊[フィールド調査]
１５：絶滅危惧種のシオマネキの観察[フィールド調査]
１６：環境エキスパートになってみよう
　　　（年間を通じて，いくつかのテーマを受講して頂くテーマ）�

１７：その他�

問７：ここ５年のうちで，本プログラムのような，�

　　　　　外部の機関による連携・協力は行われていますか？

　　　　　該当する番号に○印をつけてください．　　　

１：行われている　２：行われていない

１と回答された方で，具体的な内容をお書き頂ける方は，�

以下に記述をお願い致します．

問９：本プログラムを実行する場合におきまして，以下のどのような参加形態であれば

　　　　　実施可能だと思われますか？該当する番号に○印をつけてください．　　　
　　　　
　　　　（複数回答可）

１：個人型　　２：クラス型（クラス単位）　３：学年型（学年単位）
４：グループ型（希望者数～十数名）　５：学校型（学校単位）
６：連合型（各学校と共同した形）　　７：その他（　　　　　　　　　　　　　）



阿南工業高等専門学校 選択的評価基準 

- 423 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境教育プログラムに関する調査

問１０：本プログラムに参加できると考えられる学年を教えてください．�

　　　　　　　（複数回答可）

問１１：本プログラムを実行する場合におきまして，以下のどのような授業形態で�

　　　　　　　あれば実施可能だと思われますか？該当する番号に○印をつけてくださ
　　　　　　　い．（複数回答可）

１：授業時間型（総合学習等の時間で行っている．）
２：平日１日型（１日を使って行っている．）
３：土日開催型（土曜日あるいは日曜日の１日を使って行っている．）
４：長期休業利用型（夏期休業，冬季休業などの日に行っている．）
５：放課後型（放課後に行っている．）　　�

６：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１２：本プログラムを実行する場合におきまして，開催場所として希望される場所

　　　　　　　はどこですか？該当する番号に○印をつけてください．（複数回答可）

１：各種フィールド（現場）３：阿南工業高等専門学校
２：各学校（小中学校）　　４：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１３：移動が伴うテーマにおいての移動の手段としてどの形態を希望されますか？

　　　　　　　該当する番号に○印をつけてください．

１：阿南高専が用意したバスを利用（中学校側負担：無料）
２：貸切バス利用（阿南高専側・中学校あるいは生徒ともに料金負担：有料）
３：貸切バス利用（中学校あるいは生徒が全て負担：有料）
４：バス以外の公共交通機関（中学校および生徒が全て負担：有料）
５：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１４：本プログラムでは，生徒さんや中学校になるべく経済的負担をおか
　　　　けしないことを原則とし，保険料以外のご負担はいただかな
　　　　い方向で検討を致しております．しかしながら，本校の経費では捻出することが

　　　　　　　困難なケース（例：公共交通費，借り上げバス費用等）や各学校で特別な　　
　　　　　予算措置をお組の場合もあると思われます．これらのケースでは，貴校あるいは生　　
　　　　　徒さんに経済的負担をお願いする可能性もございます．仮にこのような場合，貴校　　

　　　　　あるいは生徒さんに経済的負担をお願いすることは可能でしょうか？また，可　　

　　　　　能である場合には，お差し支えなければその可能な金額をお書きください．�

円 円
●学校あたり ●生徒１人あたり

環境教育プログラムに関する調査

問１６：現時点におきまして，本プログラムをどのようにお考えですか？�

　　　　　　　該当する番号に○印をつけてください．

１：興味はあり，実行に向けて検討してみたい．
２：興味はあるが，実施は不可能である．
３：興味はない．�

４：その他（　　　　　　　　）

問１７：本プログラムの詳細について，詳しい内容を示した資料の配布ある

　　　　　　　いは，ご説明にお伺いすることを希望されますか？該当する番号に

　　　　　　　○印をつけてください．

１：資料の配付および説明の両方を希望する．
２：説明のみを希望する．
３：資料のみを希望する．
４：両方とも希望しない．

問１８：本プログラムを実施する場合，ご担当頂きます先生のご協力はどの程
　　　　度いただけるか？プログラム実施にかかわらず，環境教育に関して興味をお持

　　　　　　　ちの方がおられましたら，どのようなことをしてみたいか？など先生方のご要
　　　　望，問題点などがございましたらご記入お願い致します．

1～3と回答を頂いた方で，
資料の配付あるいは説明に
お伺いする連絡先を記述願
います．

ご協力ありがとうございました

問１５：阿南高専にて環境教育の活性化を目的に参加頂きました生徒さんによる成果発
　　　　表，または教員対象のシンポジウムの開催を考えております．�

　　　　　　　そこで，成果発表またはシンポジウムを開催することに興味があります
　　　　か？ないですか？該当する番号に○印をつけてください．

１：興味がある．
２：興味がない．
３：その他

１と答えられた方で成果発表等が開催された場合，参加いただけるか
否かについて，該当する番号に○印をつけてください．
　１：参加する　２：分からない　３：参加しない

１，２と答えられた方で，何月頃の開催がよろしいかお

書き頂ける方はお書きください．（　　月頃）
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●アンケート結果 

個 人 型 0
ク ラ ス 型 1
学 年 型 1 1
グ ル ー プ 型 3
学 校 型 7
連 合 型 0
そ の 他 0

1 年 1 0
2 年 8
3 年 6

授 業 時 間 型 1 3
平 日 1 日 型 2
土 日 開 催 型 1
長 期 休 業 利 用 型 1
放 課 後 型 0
そ の 他 2

5
1 1

3
1

1 1
1
0
1
1

学 校 当 た り
生 徒 1 人 あ た り

興 味 が あ る 5 → 参 加 す る 1 → 1 月 0
興 味 が な い 7 分 か ら な い 4 2 月 0
そ の 他 2 参 加 し な い 0 3 月 1

4 月 0
5 月 1
6 月 0
7 月 0
8 月 1
9 月 0

1 0 月 1
1 1 月 0
1 2 月 0

4 ～ 7 月 1

4
6
3
1

阿 南 工 業 高 等 専 門 学 校
そ の 他

そ の 他

2 0 0 0 0 円 ， 1 6 0 0 0 円 ， 1 0 0 0 0 円 と 回 答 有
1 0 0 0 円 ， 8 0 0 円 と 回 答 有

阿 南 高 専 が 用 意 （ 中 学 校 側 ： 無 料 ）
貸 切 バ ス （ 阿 南 高 専 ， 中 学 校 と も 有 料 ）
貸 切 バ ス （ 中 学 校 有 料 ）
バ ス 以 外 の 公 共 交 通 （ 中 学 校 側 ： 有 料 ）

各 種 フ ィ ー ル ド
各 学 校

問 9

問 1 0

問 1 1

問 1 2

問 1 3

問 1 4

問 1 5

問 1 6

問 1 7
阿 南 中 学 校 は 資 料 配 布 ， 説 明 を 希 望 し て い る 先 生 が 2 名 い ま す ．
椿 町 中 学 校 ， 阿 南 第 二 は ， 資 料 の み を 希 望 し て い ま す ．

興 味 は あ り ， 実 行 に 向 け て 検 討 し て み た い
興 味 は あ る が ， 実 施 は 不 可 能 で あ る
興 味 は な い
そ の 他

 

 

（出典 出張授業に対するアンケート） 

椿 町 1 名
阿 南 6 名
羽 ノ 浦 1 名
伊 島 5 名
阿 南 第 二 1 名

1 年 担 任 ・ 主 任 3
2 年 担 任 ・ 主 任 3
3 年 担 任 ・ 主 任 5
１ ・ 2 年 副 担 任 1
教 務 主 任 1
無 回 答 1

は い 1 2
い い え 2

個 人 型 0
ク ラ ス 型 2
学 年 型 7
グ ル ー プ 型 1
学 校 型 7
連 合 型 0
そ の 他 0

授 業 時 間 型 1 2
平 日 1 日 型 1
土 日 開 催 型 1
長 期 休 業 利 用 型 0
放 課 後 型 0
そ の 他 0

時 間 的 な 負 担 8
テ ー マ 設 定 や 運 営 に 関 す る 負 担 4
予 算 的 な 負 担 2
そ の 他 2

行 っ て い る 6 →
行 っ て い な い 8

3
1
4
6
4
3
5
3
4
0
1
2
0
0
0
1
3

内 訳問 1

問 2

身 近 な 環 境 を 知 ろ う

提 出 中 学 校 5 校

総 提 出 枚 数 1 4 枚

水 質 の 科 学
環 境 っ て な ん だ ろ う ？
地 域 ・ 学 校 ・ 教 室 の ゴ ミ 問 題
交 通 渋 滞 の 発 生 原 因 に つ い て 調 べ て み よ う
水 の 中 の 小 さ な 生 物 の 世 界
D N A を 見 て み よ う
遺 伝 子 工 学 の 実 験
ワ ー ク シ ョ ッ プ （ 生 徒 参 加 型 ） に よ る ま ち づ く り
社 会 的 ジ レ ン マ っ て な ん だ ろ う ？
身 近 な 外 来 種 を 知 ろ う
海 の 生 物 の 不 思 議
校 庭 の 花 を 観 察 し よ う
セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ 調 査 隊
月 滅 危 惧 種 の シ オ マ ネ キ の 観 察
環 境 エ キ ス パ ー ト に な っ て み よ う
そ の 他

具 体 的 に は ， 新 野 高 校 ， 阿 南 ク リ ー ン セ ン タ ー と の 連 携
問 7

問 8

問 3

問 4

問 5

問 6
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（分析結果とその根拠理由）  

公開講座に対しては全テーマで統一的なアンケートを実施し，受講生からの講座に対する評価も良

好である。また，アンケート結果をもとに公開講座専門委員会で検討し，受講料の設定等で改善を行

っている。出張講義・講師派遣については，全テーマに対するアンケートの実施が今後の課題である

が，連携協力推進会議を中心として，改善策が検討されている。 

以上のことから，本校における正規課程の学生以外に対する教育サービスの成果が上がっている。

また，改善のためのシステムについては検討の余地があるが，ほぼ機能している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 阿南市との連携協力により，地域に密着した教育サービスを提供できている。 

（改善を要する点） 

 阿南市との連携協力は，まだ第１期の途中であり，出張講義・講師派遣に対する統一的な評価方法

が定まっていない。 

 

（３）選択的評価基準の自己評価の概要 

本校では正規課程の学生以外に対する教育サービスとして，公開講座及び阿南市との地域連携によ

る小・中学校への出張授業，生涯学習・市民講座への講師派遣などを実施している。公開講座では専

門委員会を中心に企画・実施・改善策等が検討されている。出張授業・市民講座では連携協力推進会

議を中心に企画・実施・改善策等が検討されている。 

以上のとおり，正規課程の学生以外に対する教育サービスが計画的に実施され，活動成果・満足度

向上のための改善システムが機能している状況を総合的に判断すると，選択的基準「正規過程の学生

以外に対する教育サービスの状況」を満たしている。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

 平成 16 年度は公開講座を８テーマ以上企画し，実施している。また，受講生の参加状況，アンケ

ートによる満足度調査の状況より，地域住民の教養を高め，地域社会の文化の向上に資する目的を達

成している。阿南市との連携協力では市内の小・中学校への出張講義や一般市民への教養講座を企画

・実施（平成 16 年度は 20 講座）しており，地域の振興・発展及び教育研究の充実を図る目的を達成

している。 

 以上のことより，本校における正規課程の学生以外に対する教育サービスの目的の達成状況は良好

である。 




